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提案申請書類作成の準備・提出時の留意事項

農林水産省ＨＰのうち、左図のどちらかのページに出てくる
令和８年度農山漁村振興交付金（山村活性化対策（山村活性化対策事業））
の募集について を開いて下さい。

●募集案内にある下記資料をよくお読みください。
① 農山漁村振興交付金（山村活性化対策）実施要領
② 農山漁村振興交付金（山村活性化対策（山村活性化対策事業））

募集要領
③ 農山漁村振興交付金交付等要綱

●下記書類を募集期間内に近くの地方農政局（北海道は農林水産省農村振興
局地域振興課）に提出してください。

必ず電話での連絡もお願いします。

 ・農山漁村振興交付金実施提案書（電子メールで提出する場合、オリジナル
データとＰＤＦ形式の両方で）

・標準様式（同上）

・各種添付書類（実施体制図、積算根拠（見積書等）、協議会規約、山村振興
計画 等（電子メールで提出する場合、全てPDF形式で））

●提案書様式（農山漁村振興交付金実施提案書）のファイルをダウンロード
し、ご記入ください。
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【記入で厳守いただきたいこと】

本提案書の標準様式は、Microsoft Excelで様式を用意してい
ます。

提案書作成の際、行・列・セルの移動や削除・挿入等は
絶対に行わないでください。

定形の枠内に文字が入りきらない場合は、行の太さを変えてくだ

さい（ページが増えても構いません）。

記載箇所や項目箇所の黄色セルは、用意してある選択肢から最
も近いものを選んでください（用意してある選択肢以外の文
字は入りません。）。

指示通りの記入になっていないとエラーメッセージが出る場合が

ありますので、その場合は、記入を修正してください（エラー

メッセージが消えます。）。

【用語定義】

本事業においては、各用語を次のように定義しています。

• 地区：事業実施地区＝本事業に取り組む振興山村（旧
市町村単位）

• 商品開発等：新商品の開発及び既存商品の改良。

• 事業実施期間：本交付金を活用して事業に取り組む期
間。最長３年間

• 事業完了年度：事業実施期間の終わる年度。事業開始
年度から起算して３年目を基本とする。

• 取組完了年度：事業の成果として商品開発等が全て完
了する年度（事業完了年度≠取組完了年度の場合もあ
り得る）。

【用語定義の背景等】

• 本交付金事業の目的が、地域資源を活用して山村地域
の所得・雇用の増大を図るものであることから、本交
付金では、事業完了時点の目標ではなく、最終目標は
「地域ぐるみでの特産品の開発等が完了し、販売開
始」とし、アウトカム（成果によりもたらされる効
果）は「地域経済の活性」と整理しております。

• 各事業での重点的な取組内容の相違により、事業完了
と目標達成の時期にズレが生じる場合も想定されるた
め、完了後の目標達成までの計画や、さらにその先の
将来の構想などもご記入ください。

【提出で厳守いただきたいこと】

提出の方法は電子メール又は郵送の２つの方法があります。

提出後は必ず、地方農政局等に、提出した旨を電話でご一
報ください。

電子メールでの提出の際、オリジナルデータ（Word形式及び

Excel形式）とPDF形式の両方での提出をお願いします。

標準様式の記載留意事項
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標準様式解説：表紙

３

現在の市町村名をご記入ください。

本事業を実施する振興山村名（旧市町村名）をご記入ください。
複数の振興山村にて本事業を実施する場合は、列記してください。

例：◇◇町、○○町、○○村、◇◇村

現在すでに山村振興計画がある場合は、その作成時期を選
択してください。
新たに山村施行計画を作成している場合で、まだ作成が完
了していない場合は「なし」を選択してください。

ここにも記載のあるとおり、記入枠の色別に記入方法が異なります。

• 白色枠は、直接、文字を打ち込んでください。
• 黄色枠は、選択式です。選択肢に無い文字は入力できません。
• 緑色枠は、他所で入力・選択したもの等が自動で反映・転記されて
います。この枠で、直接、入力内容を直すことはできませんので、
反映元を直す必要があります。

令和７年度の山村振興法改正を受けた山村振興計画の作成（変
更）状況と作成（変更）完了時期を選択してください。



上記で「3.１回実施」「4.複数回実施」を選択した場合、その事業実施
主体と事業期間を選択してください。また、シート「補足説明」を作成
して添付してください。

●修了者：令和６年度又は７年度に商談会開催等支援
事業の山村振興セミナーで実施された「マーケティ
ング基礎講習」及び／又は「ビジネスモデル作成
ワークショップ」への参加有無について、参加者別
にお答え下さい。

●講習／ＷＳ：基礎講習参加の場合、修了証授与の有
無を、さらにＷＳにも参加されていた場合、ＷＳの
コンペ結果をお答え下さい。

標準様式解説：Ⅰ 事業実施主体等

４

過去に同市町村（現行の市町村）内で本交付金事業を実施したことがあ
るかどうか、下記１～４から該当を選択してください。

1.これまで実施なし／2.同市町村内の今回とは別の振興山村内で実施
あり／3.同振興山村内で１回実施あり／4.同振興山村内で複数回実施
あり

●立場：各主体がどのような立場で本事業に関わるのか、該当を選択し
てください。

※ 連携主体と専門家の区分は、例えば、全体的な協力関係者は連携主体、特
定部分に限る助言をもらうような者は専門家（助言等）を想定しています
（厳密でなくとも構いません）。なお、契約・金銭授受の関係（事業委
託・発注等）がある場合は委託先になります。

※ 連携主体と支援の区分は、例えば、事業の方向性・意思決定にも参画する
場合や、その者抜きには事業全体が成り立たない場合は「連携主体」、そ
れ以外は「支援」を想定しています。

●担当分野（役割）:主な担当分野（各主体とも主なもの２つまで）を
選択してください。担当分野が１つしかなければ、１つだけ選択して
ください。

本事業の実施体制図を必ず提出してください。
なお、実施主体が協議会で、かつ、市町村役場が経理実務担当ではない場
合、経理担当者の略歴を実施体制図等にお示しください（16ページをご参
照ください）。

●事業実施主体が地域協議会の場合、協議会の経理事務を市町村が監督
する手段について該当するものに「〇」をつけてください。「キ そ
の他」に該当する場合は下段に内容を簡潔に記載してください。

また、提出時における、構成員に占める女性比率を選択してください。



標準様式解説：Ⅱ 事業実施地区特性

各項目の選択記号の意味については、それぞれ枠外の注意事項を
ご確認ください。

①交付金事業により改善を期待する課題

当該課題の解決のために本事業に取り組む場合や、概ね目標達成時点
までに、事業に取り組んだ結果としての効果発現を期待する課題に
「○」をつけてください。

②地域資源状況等

１つの地域資源を活用して複数の商品等の開発・改良に取り組む場合、
開発・改良に取り組む商品別に記入してください。
ただし、生産量等や資源生産／供給体制等は、１つめの商品の欄のみ
ご記入いただければ結構です。

※ 生産量等について、生産物 でないものについては、収穫、捕獲等、 適当な
語に読み替えてください。
木材の場合、 伐採・収穫量（立木）、森林を活用するサービス開発等であれ
ば、活用対象の林地面積全体などを生産量等として記入してください。

本事業において、どのような資源を活用し、どのような商品・サー
ビスの開発等に取り組む予定であるのか（対象となる資源につい
ての生産量等の統計データもあわせて）をお示しください。

そのことにより、どのような成果目標とするのか（Ⅲの３の部分）
が、より明確になってきます。

【例１】資源：ニンジン（統計データ：生産量）
        開発商品：e 調理食品

→Ⅲの３成果指標：新商品開発数や売上など

【例２】資源：森林(統計データ：面積)
開発商品：n サービス・観光・体験

→Ⅲの３成果指標：サービス改良数や
入込客数や観光売上など

５



標準様式解説：Ⅱ 事業実施地区特性

６

⑥関連施策等との関係性

正式決定・認定・指定となっていない“予定”や“候補”などの
場合、「非該当」となります。

ＵＲＬの記載欄が足りない場合は、提出時にメール等で記入しき
れなかったＵＲＬをお知らせください。

本交付金は地域振興策ですので、地域で資源の再評価、合
意形成を目指す等は、実施の前提条件であり、「対応不
可」といった回答は、本来、あり得ないと考えます。
また、地域（の者が生産・供給する）資源の活用が実施要
件ですので、「取組途上」以上の段階が必須です。



１の表において、重点取組（◎の記入）は４つまでです。
◎を５つ以上入れると、エラーメッセージが出てきますが、
４つまでに減らせば、エラーメッセージは消えます。
なお、１～４つであれば、いくつでも結構です。

標準様式解説：Ⅲ 事業計画・成果目標（１取組内容（メニュー）と時期、２各年度別事業内容）

取組予定時期は大凡で結構です（例えば、年度前半か後半か、今
の段階では未定の場合は前・後両方に■を記入、など）。
なお、本格的に取り組むのは２年目以降で、１年目はその検討や
事前準備だけという場合、１年目は空欄のまま（■を入れない）
で結構です。

７

１の「取組内容（メニュー）と時期」と、２の「各年度別事業内
容」における、事業内容・実施時期（何年目）の記載については、
合致するよう、ご記入ください。
また、積算（経費内訳）に記載される経費の取組は、各年度の事
業内容に記載が必要となります。

活動主体
当該年度に取組予定の内容について、主たる者として関わる主体
をご記入ください。



指標・目標値の留意事項は次のとおりです。

• 指標の数は３つ以上５つ以下
• 指標については、事業成果を端的・直接に評価できるもの
とする

• このうち少なくとも２つは必須指標から選択
必須指標No.1 … 販売額又は雇用数（どちらか１つ）
必須指標No.2 … 新商品開発数又は既存商品改良数

（どちらか１つ）
• ３つめ以降の指標を販売額、雇用数、新商品開発数、既存
商品改良数以外から設定する場合、それを成果指標とする
理由・妥当性の説明を、表の下段の「目標値の根拠等」の
欄に記入

• 全ての指標の目標値について、その数値となる根拠・数値
の妥当性・数値の確認方法を表の下段の「目標値の根拠
等」の欄に記入

• 最低２つ以上の指標について、事業完了年度までにプラス
効果が出るものとすること(目標値が上がる）

• さらにそのうち１つ以上について、２年目完了までにプラ
ス効果が出るものとすること

標準様式解説：Ⅲ 事業計画・成果目標（３成果指標と目標値）

８

指標・目標値・根拠説明等は、12ページの記載例
も参考にしてください。

必須指標も含め、目標値の根拠や、目標値が混在している場合
の内訳などについて、記述漏れや説明不足が散見されます。
単に「目指す値」だけではなく、この事業の成果を見るに相応
しい指標であるか、そしてその数値は、「目指す」のに妥当な
数値と判断できるか、その根拠の説明が必要です。
事業成果・目標設定の妥当性を判断する上での重要箇所ですの
で、必ず適切にご記入ください。

●指標No.１（販売額又は雇用）選択肢：
新開発商品等販売額／改良商品等販売額／新開発・改良商品等販売額／雇用(常勤)
／雇用(パート・アルバイト)／雇用(臨時)／雇用（種々混在）

●指標No.２（新商品開発数又は既存商品改良数）選択肢：
新開発商品等の数／改良商品等の数／新開発・改良商品等の数

＜「目標値の根拠等」の欄にて、目標値の根拠にあわせて明示いただきたいこと＞
商品なのかサービスなのか、開発なのか改良なのか、さらにそれらが複数・種類ある場合に
はその内訳。雇用においても、常勤雇用やパート雇用が混在している場合、その内訳。

上段に当該年度の目標値、下段に１年目か
らの累計目標値を記載してください。指標
の性質上累計を算出することが適切でない
場合は、下段は空欄で構いません。



標準様式解説：Ⅳ 交付金事業完了後の事業継続計画等

範囲イメージ図の解説とチェック の仕方

①当該地区：本事業を実施する振興山村

②同市町村内：本事業を実施する振興山村（旧市町村）を含む現市町村
※市町村全域が当該振興山村の場合、①及び②に該当するため、両方に をする。

③近隣市町村内：同都道府県内における近くの・隣接する市町村
※都道府県境などに位置している場合などで、近隣市町村が他都道府県内にあり、

③も⑤も該当する場合、両方に をする。

⑥大都市圏中心地：令和２年国勢調査で用いる大都市圏（札幌、仙台、
関東、中京、近畿、広島、北九州・福岡、静岡・浜松、新潟、岡山、
熊本）の各中心地の市区部
※②や③が既に⑥大都市圏中心地に該当する場合、⑥にも をする。

• をするターゲット・範囲は、ある程度現実的な目標・予定先としてください。
• 今の段階では検討が進んでいない場合、範囲にチェックは入れず、項目名の下の
欄で「未検討」を選択。表の右から２番目の「左記範囲とする理由・必要性」の
欄に、“事業実施の中で○○の整備状況を見ながら最適地を検討”など、未検討
の状況や理由をご記入ください。

• 本事業にて、サービス開発・改良のみでサービス以外の商品開発・改良を行わな
い場合、ａの項目下の欄は「実施なし」を選択し、それより右側の欄は無記入と
してください。

• 既に、必要な施設・人材等が確保されている場合は、範囲の欄で該当する①～⑥
に を入れつつ、既に確保済みである旨を右側の欄にご記入ください。

項目別解説
a.商品生産施設・在庫保管施設整備場所：本取組により開発する商品の生産施設
及び在庫保管施設の整備をどことする予定か（どことするのが適当と考えてい
るか）、ご記入ください。

  b.商品生産・販売・サービス提供に係る人材：今後の商品生産（商品の将来的な
改良等含む）や商品流通・供給管理、事業で開発したサービスを提供するため、
ある程度の知識・技能を持った人材を確保する必要があると考えますが、その
場合、どこから人材を確保する予定か（どことするのが適当と考えているか）、
ご記入ください。

c.商品・サービスの販売（取次・予約等）：単に商品等の情報発信ではなく、実
際に販売する場所（サービスについては、予約や取次も含む）について、ご記
入ください。

本事業は、地域資源を活用した特産品等を開発し、これを販売することで、地域の経済
を活性化させること（雇用・所得の増）を目指して取り組んでいただきます。
当然のことながら、事業完了後も、本事業にて開発した特産品等の製造・販売に係る経
営を自立的に継続していただく必要があります。
このため、Ⅳでは事業継続に必要な事項についての予定・計画・目標等をお尋ねします。

９

①＝②の地域なら、①と②の両方にチェックを入れるな
ど、該当するもの全てにチェックをしてください。



標準様式解説：Ⅳ 交付金事業完了後の事業継続計画等（全体構想まとめ）

ア・イ
交付金事業完了後、取組を自立的に継続させていくための体制として、
事業時と同じ実施主体が引き続き活動主体となる場合もあれば、別の組
織や実施主体の中の一部の者が事業を継承し、継続していく場合もある
かと思います。
提案された事業について、交付金事業完了後、取組を継続していく活動
主体として相応しいと考える者とその者が適当と考える理由、その体制
を整備するために必要な事項等をご記入ください（現段階では想定する
体制・理由・体制整備に必要な課題が整理されていれば、それで十分で
す。）。
未定の場合は、アでは未定の選択肢を選びつつ、イにおいて、未定とす
る理由（例えば、“事業実施の中で、取組成果の状況を見ながら、最適
な者を選定”など）をご記入ください。
また、既に後継の活動主体が決定している場合や手続きなどが進んでい
れば、イの欄に、“既に決定済”の旨を記載しつつ、その者とする理由
や状況をご記入ください。

本表の上半分は事業の全体構想で、薄緑の欄は、事業内容や係る課題につい
て、他所でご記入いただいたものが自動で転記されます。

この全体構想を今一度ご確認の上（必要があれば、元のデータの修正等をご
検討ください）、表の下半分の交付金事業が完了した後の事業の継続取組や
将来の絵姿などについてご記入いただき、全体構想を完成してください。

ウ
事業完了後、取組を自立的に・継続させていくための戦略や、交付金事
業期間中に取り組む必要がある事項をご記入ください。例えば、開発商
品・サービスの販売戦略や、製造・提供に係る人材（労働力と技術者の
両面）の確保、施設や運用資金の確保などが想定されます。

エ
表の上段の情報（全体構想）を踏まえ、10年後に期待される地区の姿と
その理由等を記入してください。少し先の話にはなりますが、できるだ
け高い目標となるような内容であり、かつ、実現可能な具体的内容であ
ることが望ましいです。
なお、市町村において関係する事業の計画があるなど、実現可能性の高
さを担保する情報があれば、そのことも忘れず言及してください。
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Ⅴ　年度別事業計画とその経費内訳　

 １年目（令和 年度）の取組事項と経費 単位：千円

1 地域資源調査等

内訳

① （○○○）

② （○○○）

③ （○○○）

④ （○○○）

⑤ （○○○）

⑥ （○○○）

⑦ （○○○）

⑧ （○○○）

⑨ （○○○）

⑩ （○○○）

2 合意形成、組織づくり、人材育成

① （○○○）

② （○○○）

③ （○○○）

④ （○○○）

⑤ （○○○）

⑥ （○○○）

⑦ （○○○）

⑧ （○○○）

⑨ （○○○）

⑩ （○○○）

3 付加価値向上、販売促進等

① （○○○）

② （○○○）

③ （○○○）

④ （○○○）

⑤ （○○○）

⑥ （○○○）

⑦ （○○○）

⑧ （○○○）

⑨ （○○○）

⑩ （○○○）

合計

0

0 0 0 0

0
0

0
0

0

0
0

0
0

0

0
0

0 0 0 0

0
0

0
0

0

0
0

0 0 0 0

0

0
0

0
0

0
0

0
0

項目名

0

A＝B＋C＋D B C D

0 0 0 0

取組事項／経費項目 総事業費 本交付金 市町村費 その他

見積内訳

令和〇年度
〇〇町旅費規程（別表）

御見積書
○○町御中

業務委託（○○○）

令和〇年度
〇〇町謝金表

→1-⑨
→2-④
→1-⑨
→1-⑨
→2-④

委託料の場合など、内訳（見積
内訳）も必ず添付してください

事項

経費内訳

経費内訳

経費内訳

標準様式解説：Ⅴ 年度別事業計画とその経費内訳

〇〇県賃金表

各資料毎、資料空欄に 事項－経費内訳の番号
を必ず書き込んでください。

□□商会 ◇◇カタログ

5,000

・インターネットのカタログ・価格表でも
構いませんが、１資料内に類似商品が並ん
でいる場合、該当商品・単価を赤で囲むな
どして明示してください。
・単価×数量＝（小計）○○円を別紙にせ
ず、当該価格表等の空欄に手書きで記載し
ても構いません。

括弧部分には、各経費が何に
ついてのものか、できるだけ
事業内容との関連が分かるよ
うにご記入ください。
例）事業計画：イベント開催
経費：イベント会場借料

事項

事項

項目名は選択式です。
助成対象項目しか選べません。

事項 経費内訳

積算根拠資料の整え方

積算根拠資料提出に際してのご協力のお願い

・添付する積算根拠資料は、対応する年度毎に、事項 - 経費内訳
（１-①、１-②など）の番号順に、１-①から３-⑦・・・と並
べてください。

・１枚の根拠資料に２つ以上の事項がある場合（最下段の例参照）、
１-⑨と２-④の両方に同じ資料を入れてください。

・年度ごと１ファイル（３年分なら３ファイル）のＰＤＦ形式で、
できるだけファイルサイズを小さくしてください。
(右図参照) ファイル その他の形式で保存 サイズが縮小されたPDF

ファイル

その他の形式で保存(H)

サイズが縮小されたPDF(R)その他の形式で保存(H)
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積算（経費内訳）に出てくる個別内容は、
当然、Ⅲの２の年度別事業内容と呼応し
ている必要があります。特に、Ⅲの２の
事業内容に記載のない事項の経費が、Ⅴ
の積算のみに出てくることのないよう、
注意してください。


標準様式 (R5) (協議会)

		標準様式 ヒョウジュン

																																																																														※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

																																																				事業計画開始年度 ジギョウ ケイカク カイシ ネンド																						年度 ネンド

																																																				事業完了年度
（予定） ジギョウ カンリョウ トシ ド ヨテイ																						年度 ネンド

























																																										山村活性化対策事業提案書



																																										事業実施主体：地域協議会 ジギョウ ジッシ シュタイ チイキ キョウギカイ

																																										（実施主体が市町村の場合は、別の様式を使用してください。） ジッシ シュタイ シチョウソン バアイ ベツ ヨウシキ シヨウ





																記入方法 キニュウ ホウホウ



																						無地セルは、必要な情報を直接、ご記入ください。 ムジ ヒツヨウ ジョウホウ チョクセツ キニュウ

																						黄色セルは、選択肢から該当・最も近いものを選択してください。 キイロ センタクシ ガイトウ モット チカ センタク

																						緑色セルは、他所から自動転記・集計されている箇所です。 ミドリ イロ タショ ジドウ テンキ シュウケイ カショ

																																																																				※当該緑色セルでの記入の修正・変更はできません。 トウガイ ミドリ イロ キニュウ シュウセイ ヘンコウ



												市町村名 シチョウソン メイ

												地域協議会名 チイキ キョウギカイ メイ

												地域協議会
事務局所在地等 チイキ キョウギカイ ジムキョク ショザイチ トウ														住所 ジュウショ																																電話 デンワ



												法人番号（任意） ホウジン バンゴウ ニンイ



												振興山村名（注１） シンコウ サンソン メイ チュウ

												指定番号 シテイ バンゴウ

												山村振興計画書名 サンソン シンコウ ケイカク ショ メイ

																現計画
作成・変更 ゲンケイカク サクセイ ヘンコウ																／								作成・変更時期 サクセイ ヘンコウ ジキ

																										※どちらか該当する方を選んでください ガイトウ ホウ エラ

												ＵＲＬ

												※山村振興計画がウェブサイトに公表されている場合、当該ＵＲＬをご記入ください。 サンソン シンコウ ケイカク コウヒョウ バアイ トウガイ





		Ⅰ 事業実施主体等 ジギョウ ジッシ シュタイ トウ

				１ 事業対象の都道府県・市町村・振興山村名 ジギョウ タイショウ トドウフケン シチョウソン シンコウ サンソン メイ

				都道府県名 トドウ フケン メイ								(ふりがな)
市町村名 シチョウソン メイ						（																）		(ふりがな)
振興山村名
(注１) シンコウ サンソン メイ チュウ										（																																		）

																																														

				２ 山村振興計画の記載  サンソン シンコウ ケイカク キサイ																		Ⅳ振興施策　⑤地域資源の活用　（注２） シンコウ セ サク チイキ シゲン カツヨウ チュウ

				３ 山村活性化対策事業実績（注３） サンソン カッセイカ タイサク ジギョウ ジッセキ チュウ

						上記回答が「3.１回実施」又は「4.複数回実施」の場合、各事業の実施主体・期間 （注４） カイ ジッシ カイ ジッシ カク ジギョウ ジッシ シュタイ キカン チュウ																																		１回目
主体 カイメ シュタイ														２回目
主体 カイメ シュタイ														３回目
主体 カイメ シュタイ

																																														～														～														～

				４ 事業実施主体・連携主体等　 ジギョウ ジッシ シュタイ レンケイ シュタイ トウ

				（注５）				構成組織名称 コウセイ ソシキ メイショウ																部局・役職名 ブキョク ヤクショクメイ										氏名 シメイ												連絡先 レンラクサキ

				代表者 ダイヒョウ シャ																																										TEL

																																														メール

				事務局 ジムキョク																																										TEL				

																																														メール

				市町村
役場 シチョウソン ヤクバ																																										TEL

																																														メール

				主な活動組織等名称
（注６） オモ カツドウ ソシキ トウ メイショウ チュウ														法人形態等
（注７） ホウジン ケイタイ トウ								産業分類
(注８)								事業実施における
主な役割・取組分野 ジギョウ ジッシ オモ ヤクワリ トリクミ ブンヤ																						所在地
(注10) ショザイチ										設立年
（西暦）
(注11) セツリツ ネン セイレキ						構成員(従業員)人数 （注12) コウセイイン ジュウギョウイン ニン スウ



																																		役割等 ヤクワリ トウ						（注９）																																①組織 ソシキ				②関与 カンヨ

				1																																																																		年 ネン										人 ニン

				2																																																																		年 ネン										人 ニン

				3																																																																		年 ネン										人 ニン

				4																																																																		年 ネン										人 ニン

				5																																																																		年 ネン										人 ニン

				6																																																																		年 ネン										人 ニン

				7																																																																		年 ネン										人 ニン

				8																																																																		年 ネン										人 ニン

				その他の連携主体等（注６) ホカ レンケイ シュタイ トウ チュウ

				５ 山の恵みプロジェクト
　　修了状況 (注13) ヤマ メグ シュウリョウ ジョウキョウ チュウ																		修了者 シュウリョウシャ																						修了者
所属機関等 シュウリョウシャ ショゾク キカン トウ

																						講習／ＷＳ コウシュウ																						修了者氏名 シュウリョウシャ シメイ



				注１ チュウ				今回の事業を実施する地域について、山村振興法に基づき指定された振興山村名（旧市町村名）をご記入ください。
※　複数の振興山村で今回の事業を実施する場合は、対象とする全ての振興山村名を記入
※　同市町村内に振興山村が複数あるものの、今回、１振興山村で事業実施の場合、該当する市町村（１つ）のみ記入 コンカイ ジギョウ ジッシ チイキ サンソン メイ フクスウ シンコウ サンソン コンカイ ジギョウ ジッシ バアイ タイショウ スベ シンコウ サンソン メイ キニュウ フクスウ バアイ キニュウ

				注２ チュウ				山村振興計画における「Ⅳ　振興施策」のうち、「⑤地域資源の活用に係る施策」の記載の有無を選択してください。
なお、「記載なし」の場合、原則として本事業に取り組むことはできません（山村振興計画変更をお願いします。）。 サンソン シンコウ ケイカク シンコウ シサク チイキ シゲン カツヨウ カカ セ サク キサイ ウム センタク

				注３ チュウ				今回の事業対象とする振興山村内で、過去、「山村活性化対策事業」に取り組んだ実績の有無等をご記入ください。なお、今回、事業対象となる振興山村が複数あり、この一部のみで実施した場合も、「実施あり(３又は４）」となります。 コンカイ ジギョウ タイショウ シンコウ サンソン ナイ カコ サンソン カッセイカ タイサク ジギョウ ト ク ジッセキ ウム トウ コンカイ ジギョウ タイショウ シンコウ サンソン フクスウ イチブ ジッシ バアイ ジッシ マタ

				注４ チュウ				上記で「3.１回実施」、「4.複数回実施」の場合、実施した全て（３回まで）について、当該事業の実施主体・期間（年度）をお答えください。またその場合、別紙●も提出をお願いいたします。 ジョウキ ジッシ フクスウカイ ジッシ バアイ ジッシ スベ カイ トウガイ ジギョウ ジッシ シュタイ キカン ネンド コタ バアイ ベッシ テイシュツ ネガ

				注５ チュウ				名称は、本協議会に属する個別組織等の名称をご記入ください。事務局が市町村以外の場合、市町村担当もご記入ください。 メイショウ ホン キョウギカイ ゾク コベツ ソシキ トウ メイショウ キニュウ ジムキョク シチョウソン イガイ バアイ シチョウソン タントウ キニュウ

				注６ チュウ				協議会構成員、連携主体等名称をご記入ください。枠が不足する場合、下欄（その他の連携主体等）に名称をご記入ください。外部の専門家（支援・協力・助言者）、委託事業者（予定先が明確な場合）等もご記入ください。 キョウギカイ コウセイイン レンケイ シュタイ トウ メイショウ ワク フソク バアイ カラン タ レンケイ シュタイ トウ メイショウ



				注７ チュウ				法人形態は該当するものを選択してください。なお、個人・行政機関以外の場合は、右欄の産業分類も回答してください。 ガイトウ センタク コジン ギョウセイ キカン イガイ バアイ ミギ ラン サンギョウ ブンルイ カイトウ

				注８ チュウ				左欄選択肢が「個人」や「行政機関」以外の場合、産業分類を選択してください。 サラン センタクシ コジン ギョウセイ キカン イガイ バアイ サンギョウ ブンルイ センタク

				注９ チュウ				主体の役割及び分野（２つまで）選択してください。連携主体の特性や役割などがわかる実施体制図も添付してください。 シュタイ ヤクワリ オヨ ブンヤ センタク レンケイ シュタイ トクセイ ヤクワリ ジッシ タイセイ ズ テンプ

				注１０ チュウ				該当するものを１つ選択してください（複数の事務所等がある場合、かかわり度合いの高い１事務所の所在地）。 フクスウ ジムショ トウ バアイ ドア タカ ジムショ ショザイチ

				注１１ チュウ				連携主体が「個人」や「行政機関」以外の場合、設立年（西暦）をご記入ください。 レンケイ シュタイ コジン ギョウセイ キカン イガイ バアイ セツリツ ネン セイレキ

				注１２ チュウ				構成員数は、①組織全体の人数と、②本交付金事業に直接的に関与する人数（各概数）をそれぞれご記入ください。 ソシキ ゼンタイ ニンズウ ジギョウ チョクセツ テキ カンヨ カク ガイスウ キニュウ

				注１３ チュウ				令和４年度山村活性化対策による「山の恵みプロジェクト」で実施した「マーケティング基礎講習」（基礎講習）及び／又は「ビジネスモデル作成ワークショップ」（WS）への参加(修了)状況等、該当を選択してください。複数の方が参加している場合、代表して２名程度まで（ＷＳ参加者を優先して）、所属機関・氏名をご記入ください。 レイワ ネンド サンソン カッセイカ タイサク ヤマ メグ ジッシ キソ コウシュウ キソ コウシュウ オヨ マタ サクセイ サンカ シュウリョウ ジョウキョウ トウ ガイトウ センタク フクスウ カタ サンカ バアイ ダイヒョウ メイ テイド サンカ シャ ユウセン ショゾク キカン シメイ キニュウ



		Ⅱ 事業実施地区特性 ジギョウ ジッシ チク トクセイ

				1		概要 ガイヨウ																																																														注0 チュウ

						範囲 (注０) ハンイ チュウ										下記①～④の各データと
今回の事業実施地区との関係（注0) カキ カク コンカイ ジギョウジッシ チク カンケイ チュウ																																		①				②				③				④						データの対象範囲を選択してください。
◎：実施地区限定
△：当該地区を含む広域
■：実施地区外（最寄り地点等） タイショウ ハンイ センタク ジッシチク ゲンテイ トウガイ チク フク コウイキ ジッシチクガイ モヨ チテン トウ





						①		人口推移 (注１) ジンコウスイイ チュウ																				データ時点 ジテン														年 ネン								データ時点 ジテン														年 ネン

																15歳未満 サイ ミマン																人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％												人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％

																15～64歳 サイ																人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％												人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％				注1 チュウ

																65歳以上 サイ イジョウ																人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％												人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％				２時点の推移を示してください。時期は任意です。年齢不詳は総数に含めてください。 ジテン スイイ シメ ジキ ニンイ ネンレイ フショウ ソウスウ フク

																総数 ソウスウ																人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％												人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％



						②		主要産業(上位３つ)
　(注２) シュヨウサンギョウ ジョウイ チュウ																																																												注2 チュウ

																																																																				日本標準産業分類

						③		主要作物等 (注３) シュヨウサクモツ トウ チュウ																																				④		年間観光客入込者数（延べ） ネンカン カンコウキャク イリコミ シャ スウ ノ																						注３ チュウ

								品目 ヒンモク												生産量等 セイサンリョウ トウ						単位 タンイ				データ
時点 ジテン						本事業
（注４） ホンジギョウ チュウ												データ時点 ジテン								本事業
（注４） ホンジギョウ チュウ												地域経済の面で主要な３種まで（林業の場合は主要木材製品、漁業の場合は主要品目等に読替）ご記入ください。 キニュウ

																																		年 ネン																				年 ネン

																																		年 ネン																								人 ニン

																																		年 ネン

																																																																				注４ チュウ

						⑤		実施地区の紹介・特性 ジッシ チク ショウカイ トクセイ																																																												本事業との関連を選択してください。
◎：事業で活用する地
　域資源や本事業の取
　組分野など、事業と
　直結する資源・分野
×：関係なし ホンジギョウ カンレン センタク ジギョウ カツヨウ チ イキ シゲン ホン ジギョウ トリ グミ ブンヤ ジギョウ チョッケツ シゲン ブンヤ カンケイ

								当該地区における各項目について、６段階（注５）で答えてください。 トウガイ チク カク コウモク ダンカイ チュウ コタ

																農林水産物の特徴ある地域資源があり、この活用により地域活性が見込める ノウリン スイサンブツ トクチョウ チイキ シゲン カツヨウ チイキ カッセイ ミコ

																地域の将来ビジョンやあり方に向けた話し合いや検討が進められている チイキ ショウライ カタ ム ハナ ア ケントウ スス

																地域の話し合いは、新参者・若い世代にも十分に「開かれた場」となっている チイキ ハナ ア シンザンモノ ワカ セダイ ジュウブン ヒラ バ

																新しい考え方や手法・技術の導入について、積極的又は全く抵抗はない アタラ カンガ カタ シュホウ ギジュツ ドウニュウ セッキョクテキ マタ マッタ テイコウ																																																				注５ チュウ

																（たとえ人口減少・高齢化が顕著でも、）活動的、やる気・元気がある地域である ジンコウ ゲンショウ コウレイカ ケンチョ カツドウテキ ゲンキ チイキ																																																				６段階の内訳は次のとおりです。なお、ご記入いただいている担当者の主観的なもので結構です。
 ５:非常に当てはまる
 ４：当てはまる
 ３：どちらとも言え
　ない
 ２：あまり当てはまら
　ない
 １：全く該当しない
 ０：不明（情報不足
　など判断不可） ダンカイ ウチワケ ツギ キニュウ タントウシャ シュカン テキ ケッコウ ヒジョウ ア ア ジョウホウ フソク フカ

																50代以上の（早期）リタイア層のI・U・Jターン等がある ダイ イジョウ ソウキ ソウ トウ

																一時的なものや二拠点居住も含め、50代未満の若い世代のI・U・Jターンがある イチジテキ ニ キョテン キョジュウ フク ワカ セダイ

																集落・地域の助け合いや支え合いといった素地がしっかりと形成されている シュウラク チイキ タス ア ササ ア ソジ ケイセイ

																ごく少数（又は１人）のリーダーに万事頼り切り、という状態ではない ショウスウ マタ ニン バンジ タヨ キ ジョウタイ



						⑥		農林水産省の関連施策等との関係性 ノウリン スイサンショウ カンレン セサク トウ カンケイセイ

								当該地区が、下記地域に該当するか・非該当かを選択してください。なお、該当する場合、そのことがわかるWeb情報があれば、「該当（Web有）」とし、当該Web情報のURを下段にご記入くださいL（Web情報は主なもの３つまでで結構です。）。 トウガイ チク カキ チイキ ガイトウ ヒガイトウ センタク ガイトウ バアイ ガイトウ ア トウガイ ジョウホウ ゲダン ジョウホウ ケッコウ



																世界農業遺産認定地域 セカイ ノウギョウ イサン ニンテイ チイキ																														農福連携事業の関連 ノウ フク レンケイ ジギョウ カンレン																						注６ａ チュウ

																日本農業遺産認定地域 ニチ ホン ノウギョウ イサン ニンテイ チイキ																														環境負荷低減事業活動計画 
(注６ａ) カンキョウ フカ テイゲン ジギョウ カツドウ ケイカク チュウ																						当該事業地区を含む市町村が、みどりの食料システム法第16条第１項に基づく環境負荷低減事業活動の促進に関する基本計画を作成している（又は今年度中に作成予定の）場合、「該当」としてください。 ガイトウ

																世界かんがい施設遺産登録 セカイ シセツ イサン トウロク																														デジ活中山間地域 カツ チュウ サンカン チイキ

																指定棚田地域 シテイ タナダ チイキ

								ＵＲＬ

								ＵＲＬ

								ＵＲＬ



								また、農山漁村振興交付金のうち農山漁村発イノベーション対策（農山漁村発イノベーション等整備事業（定住促進対策型、交流対策型））と連携した取組である場合には、農山漁村振興交付金の「活性化計画」を、また地域再生法（平成17年法律第24号）第５条第１項に基づく地域再生計画(現在活用されているもの）と関連する場合には「地域再生計画」を、それぞれ添付又は当該URLをご記入ください (注６ｂ)。 ノウサンギョソン ハツ タイサク ハツ トウ セイビ ジギョウ テイジュウ ソクシン タイサク ガタ コウリュウ タイサク ガタ レンケイ トリクミ バアイ ノウサンギョソン シンコウ コウフキン チイキ チュウ																																																												注６ｂ チュウ

																																																																				地域再生計画は、内閣府地方創生のページで確認してください。 チイキ サイセイ ケイカク ナイカク フ チホウ ソウセイ カクニン





																農山漁村発イノベーション等整備事業 ノウサンギョソン ハツ トウ セイビ ジギョウ																																				地域再生計画関連 チイキ サイセイ ケイカク カンレン																注７ チュウ

								ＵＲＬ																																																												選択する記号は次の４通りとなります。
直:本交付金事業により
　 直接的な解決・改善
　 を目指す課題
間:本交付金事業により
   間接的に改善・解決
   を目指す課題
×：当該地区において
　 課題となっていな
　 い項目、又は、本
　 交付金事業で解決
　 ・改善を期待しな
　 い課題の場合
？：課題かどうか不明 センタク キゴウ ツギ トオ チョク ホン コウフキン ジギョウ チョクセツ テキ カイ ケツ カイゼン メ サ カダイ カダイ カダイ フメイ

								ＵＲＬ



				2		地域課題と交付金の取組 チイキカダイ コウフキン トリクミ

						⑦		地域課題　(注７) チイキ カダイ チュウ

								下記課題について、当該地区において課題でない場合は「×」、不明なら「？」を、一方、当該地区の課題である場合、本交付金事業実施により、直接的に解決・改善などの効果発現を期待するなら「直」、間接的な場合は「間」、本交付金では解決・改善の効果は期待しない場合は「×」をつけてください。なお、交付金事業実施にて直接的に解決・改善を目指す課題が選択肢にない場合は、タ（その他）として空欄に課題をご記入ください。 カキ カダイ トウガイ チク カダイ バアイ フメイ イッポウ トウガイ チク カダイ バアイ チョクセツテキ カイケツ カイゼン コウカ ハツゲン キタイ チョク カンセツテキ バアイ コウフキン コウフキン ジギョウ ジッシ チョクセツ カイケツ カイゼン メザ カダイ センタクシ バアイ カダイ







												ア		産業(農林水産業 及び/又は 関連産業)の振興 サンギョウ ノウリン スイサンギョウ オヨ マタ カンレン サンギョウ シンコウ																												コ		労働・活動の意欲向上、生き甲斐 ロウドウ カツドウ イヨク コウジョウ イ ガイ

												イ		農地保全（鳥獣被害防止対策含まず） ノウチ ホゼン チョウジュウ ヒガイ ボウシ タイサク フク																												サ		伝統文化・コミュニティの維持・活性 デントウブンカ イジ カッセイ

												ウ		森林保全・整備（鳥獣被害防止対策含まず） シンリン ホゼン セイビ チョウジュウ ヒガイ ボウシ タイサク フク																												シ		最新情報の入手・技術の導入（人材・ノウハウ獲得） サイシン ジョウホウ ニュウシュ ギジュツ ドウニュウ ジンザイ カクトク

												エ		鳥獣被害防止対策 チョウジュウ ヒガイ ボウシ タイサク																												ス		地域産品の売上向上（他地域・産品との差別化含む） チイキ サンピン ウ ア コウジョウ タ チイキ サン ヒン サベツ カ フク

												オ		交流人口・関係人口の増加（観光含む）　 コウリュウ ジンコウ カンケイ ジンコウ ゾウカ フク																												セ		所得安定・改善・向上 ショトク アンテイ カイゼン コウジョウ																								注８ａ チュウ

												カ		担い手・後継者・労働力確保 コウケイシャ ロウドウリョク カクホ																												ソ		加工産業・観光事業等の起業・新規立ち上げ（企業誘致含む） カコウ サンギョウ カンコウ ジギョウ トウ キギョウ シンキ タ ア キギョウ ユウチ フク																								できるだけ直近の生産量等（生産者数等でも構わない。また、収穫、捕獲等にも読替可）と、下記資源データ欄に当該データの時期をご記入ください。
なお木材は伐採・収穫量、景観なら対象の面積全体などとしてください。 チョッキン セイサンリョウ トウ セイサンシャ スウ トウ カマ シュウカク ホカク トウ ヨ カ カキ シゲン ラン トウガイ ジキ

												キ		雇用の場・働き口の確保 コヨウ バ ハタラ グチ カクホ																												タ		直接的解決を目指すその他課題
（下記空欄に具体に記載） チョクセツテキ カイケツ メザ タ カダイ

												ク		情報発信・地域知名度向上 ジョウホウ ハッシン チイキ チメイド コウジョウ

												ケ		自立・自走の体力・機動力確保・強化 ジリツ ジソウ タイリョク キドウリョク カクホ キョウカ

																																						

						⑧		地域資源状況等 チイキ シゲン ジョウキョウ トウ																																																												注８ｂ チュウ

								活用予定の地域資源と活用方法について、主な８商品・サービスについてご記入ください。単一の資源を用いて複数の商品・サービスの場合、資源欄に、毎回同じものをご記入ください。　 カツヨウ ヨテイ チイキ シゲン カツヨウ ホウホウ オモ ショウヒン キニュウ タンイツ シゲン モチ フクスウ ショウヒン バアイ シゲン ラン マイカイ オナ キニュウ																																																												当該地区内の資源生産・供給体制について、最も近いものを選択してください。
a:以前から当該地域で
　一般に生産・供給さ
　れている資源
b:供給可能量は限定的
　だが、一定量は確実
　に確保できる資源
c:生産・供給が拡大傾
　向にある資源
d:新規作物など、生産
　技術の普及・供給体
　制の整備・拡大が必
　要な資源
e:資源賦存状況を本事
　業にて把握する資源 イゼン トウガイ イッパン セイサン キョウキュウ シゲン シンキ サクモツ ギジュツ フキュウ キョウキュウ カクダイ シゲン シゲン ジョウキョウ ホン ハアク シゲン



								資源種類 シゲン シュルイ						具体名称 グタイ メイショウ										生産量等 セイサンリョウ トウ												資源生産/供給
体制等(注８ｂ) シゲン セイサン キョウキュウ タイセイ トウ チュウ										開発商品・
サービス種類 カイハツ ショウヒン シュルイ																事業
(注８ｃ) ジギョウ チュウ

																								(注８ａ)								単位 タンイ

						1

						2

						3

						4

						5

						6

						7																																																														注８ｃ チュウ

						8																																																														本事業にて商品・サービスを新規開発するのか、既存のものの改良かをお答えください。 ホン ジギョウ ショウヒン シンキ カイハツ キゾン カイリョウ コタ

						生産量等
データ時点 (注８a） セイサンリョウ トウ ジテン チュウ												資源１ シゲン										年 ネン		資源２ シゲン										年 ネン		資源３ シゲン										年 ネン		資源４ シゲン										年 ネン

																		資源５ シゲン										年 ネン		資源６ シゲン										年 ネン		資源７ シゲン										年 ネン		資源８ シゲン										年 ネン





						⑨		事業実施に関する合意形成状況 (注９) ジギョウ ジッシ カン ゴウイケイセイジョウキョウ チュウ																																																												注９ チュウ

								当該地区の関係者（住民・組織・団体）全体の関与・合意形成・協力に関し、下記ア～オにあげる取組状況や体制整備状況等について、該当する記号をご記入ください。 カンケイシャ ダンタイ ゼンタイ トリクミ ジョウキョウ トウ																																																												回答選択肢は次のとおりです。
◎：既にそうした取組
　が開始、体制が整っ
　ている
〇：取組途上である・
　取組の準備や調整段
　階
△：事業実施の中で取
　り組む予定
×：対応不可・取組予
　定なし カイトウ センタクシ ツギ スデ トリクミ カイシ トトノ トリクミ トジョウ ト ク ジュンビ チョウセイ ダン カイ ジギョウ ジッシ ナカ ト ク ヨテイ タイオウフカ



																ア:		地区住民・団体等による、地区及び活用地域資源についての見直し・再評価 チク ジュウミン ダンタイ トウ チク オヨ カツヨウ チイキ シゲン ミナオ サイヒョウカ

																イ:		地区住民・団体等へ、本事業への連携主体や協働者としての主体的参画を促進 チク ジュウミン ダンタイ トウ ホン ジギョウ レンケイ シュタイ キョウドウ シャ シュタイテキ サンカク ソクシン

																ウ:		本事業実施や目指す目標に関する合意形成に向けた、地区住民の話し合い ホン ジギョウ ジッシ メザ モクヒョウ カン ゴウイ ケイセイ ム チク ジュウミン ハナ ア

																エ:		地区の農林漁業関係者が地域資源の生産者・供給者等として関与 チク ノウリン ギョギョウ カンケイシャ トウ カンヨ

																オ:		市町村広報誌等により、市町村全域に対して本事業に関する情報提供 シチョウソン シチョウソン ゼンイキ タイ ホン ジギョウ カン





		Ⅲ 事業計画・成果目標 ジギョウ ケイカク セイカ モクヒョウ

				1		取組内容（メニュー）と時期  トリクミ ナイヨウ ジキ

						本交付金事業にて下記の各取組メニュー (注１ａ) への取組予定の有無を〇×等で示してください。なお、取組予定のあるメニューのうち、重点取組は◎（ただし４つまで）としてください。
さらに、「取組予定あり」（◎又は〇）のメニューについては、大凡の取組予定時期について、該当する欄を■で塗り潰してください。 ホン コウフキンジギョウ カキ カク トリクミ チュウ ト ク ヨテイ ウム トウ シメ ト ク ヨテイ ジュウテン トリクミ トリクミ ヨテイ マタ オオヨソ トリクミ ヨテイ ジキ ガイトウ ラン ヌ ツブ																																																														注１ａ チュウ

																																																																				取組メニューは、実施要領別表１の１の内容です（内容を整理しているので、別表１の１の記述とおりとはなっていません。）。
なお、メニューの各記述にある「商品」には、「モノ」だけでなく「コト」消費のサービスも含まれます。


 ト ク ジッシ ヨウリョウ ベッピョウ ナイヨウ ナイヨウ セイリ ベッピョウ キジュツ カク キジュツ ショウヒン ショウヒ フク

																																

						実施要領
別表１の１								メニュー左の黄色枠には、本交付金事業にて取組予定の有無を、予定ありなら「〇」（このうち重点取組は◎）、　予定なしなら「×」で示してください。 ヒダリ キイロ ワク ホン コウフキン ジギョウ トリクミヨテイ ウム ヨテイ ジュウテン トリクミ ヨテイ シメ																																								１年目 ネンメ				２年目 ネンメ				３年目 ネンメ

																																																						上半期 カミハンキ		下半期 シモハンキ		上半期 カミハンキ		下半期 シモハンキ		上半期 カミハンキ		下半期 シモハンキ

												取組メニュー (注１a) トリクミ チュウ

						（１）						a.地域の農林水産資源の賦存量や潜在的な活用可能量・活用方法の調査、固有の自然・景観等の調査 チイキ ノウリンスイサン シゲン フソンリョウ センザイ テキ カツヨウ カノウリョウ カツヨウホウホウ チョウサ

						資源量・利用形態等調査

												b.同資源の既存の利用状況・利用形態調査 ドウ シゲン キゾン リヨウ チョウサ

												c.同資源について詳しい地域人材や生産・活用のノウハウ、伝統的な技術・知恵、既存の加工販売施設等に関する調査 ドウシゲン クワ チイキ ジンザイ セイサン カツヨウ デントウ テキ ギジュツ チエ キゾン カコウ ハンバイ シセツ ナド カン チョウサ

						（２）						d.地域資源活用に向けた住民意向調査、活動計画づくりに向けた調査・検討等 チイキ シゲン カツヨウ ム ジュウミン イコウ チョウサ

						合意形成・組織づくり・人材育成　 ゴウイ ケイセイ ソシキ ジンザイ イクセイ

												e.実施体制づくりや活動組織づくりに向けたワークショップ開催等 トウ

												f.資源・商品生産等に必要な人材育成や技術・ノウハウ等のとりまとめ（マニュアル作り）や実践研修 シゲン ショウヒン セイサン トウ ヒツヨウ ジンザイ イクセイ ギジュツ トウ ヅク ジッセン ケンシュウ

						（３）						g.新商品（中身・内容）の開発（新商品開発に向けたターゲティング、試作、市場調査含む） シンショウヒン ナカミ ナイヨウ カイハツ シジョウチョウサ

						付加価値向上・販売促進等 フカカチ コウジョウ ハンバイソクシン トウ

												h.新商品の品質確保や加工品販売に必須な成分分析・調査 シンショウヒン ヒンシツ カコウヒン ハンバイ ヒッス																																																								注１ｂ チュウ

												i.既存商品（中身・内容）の改良（改良に向けたターゲティング、試作、市場調査含む） キソン ショウヒン ナカミ ナイヨウ カイリョウ カイリョウ シジョウチョウサ																																																								事業実施期間中、事業・作業の進行上、取組必至ながら、交付金の活用ができない内容（たとえばハード事業等）は、完全自己資金にて取り組む事項として、下段に具体の内容と取組時期をご記入ください（※）。

 ジギョウ ジッシ キカンチュウ ジギョウ サギョウ カンゼン ジコシキン ト ク ジコウ グタイ ナイヨウ トリクミ ジキ

												j.改良商品の品質確保や加工品販売に必須な成分分析・調査 カイリョウ ショウヒン ヒンシツ カコウヒン ハンバイ ヒッス

												k.新規開発・改良した商品についてのブランディング、ネーミング・パッケージデザイン

												l.新商品の価格設定や改良商品の価格改定に向けたコスト・市場分析調査など シン ショウヒン カイリョウショウヒン カカク カイテイ チョウサ

												m.新商品・改良商品の販路開拓・拡大に向けた一時的各種プロモーション（試験販売、展示会・商談会への出展、モニターツアー） シン ショウヒン カイリョウ ショウヒン カクダイ ム イチジテキ																																																								※		交付金事業で実施する内容に自己資金をプラスする場合は、上の(1)～（３）に含まれるため、自己資金取組の欄には記入しないでください。 バアイ フク ジコ シキン トリクミ ラン キニュウ

												n.新商品・改良商品の販路開拓・拡大のためのインターネット対応（Web広報活動、ＥＣサイト立上等）の取組 シン ショウヒン カイリョウ ショウヒン ハンロカイタク カクダイ タイオウ

						o.自己資金
取組
（注１b） ジコ シキン トリクミ チュウ





				2		各年度別事業内容 (注２) カク ネンドベツ ジギョウ ナイヨウ チュウ																																																														注２ チュウ

						これまでの記載内容を踏まえつつ、年度別の事業内容を具体的かつ簡潔にご記入ください。 キサイ ナイヨウ ネンドベツ ジギョウ ナイヨウ グタイテキ																																																														上記Ⅰ～Ⅲの１の内容や、後述Ⅲの３の成果目標の内容と矛盾しないよう留意の上、簡潔にご記入ください。 ジョウキ ナイヨウ コウジュツ セイカ モクヒョウ ナイヨウ ムジュン リュウイ ウエ カンケツ



				【１年目 令和 ネンメ レイワ																年度）】　(注２ａ) ネンド チュウ

										（１）資源量調査等 シゲンリョウ チョウサトウ

						事業内容 ジギョウ ナイヨウ				（２）合意形成等 ゴウイケイセイトウ																																																										注２ａ チュウ

										（３）付加価値・販促等 フカ カチ ハンソク トウ																																																										２年目以降については、具体的記載が困難なものや、場合によっては計画変更もあり得るところですが、１年目については、仮に採択されればすぐに開始する内容ですので、具体性・確実性の高い内容（※）をしっかりご記入ください。 ネンメ イコウ グタイテキ キサイ コンナン バアイ ケイカク ヘンコウ エ ネンメ カリ サイタク カイシ ナイヨウ グタイセイ カクジツセイ タカ ナイヨウ

						(注２b) チュウ				その他 タ

						概要 ガイヨウ





																																																																				※		提案書の記載事項について、内容によっては、実施が認められないものもあり得ることに注意（実施計画の段階であらためて農政局等より指示があります。） テイアンショ キサイ ジコウ ナイヨウ ジッシ ミト エ チュウイ ジッシ ケイカク ダンカイ ノウセイキョク トウ シジ

						活動主体 カツドウ シュタイ		<協議会構成員>
名称/役割/取組 キョウギカイ コウセイイン メイショウ ヤクワリ トリクミ

								<連携主体等>
名称/役割/取組 レンケイ シュタイ トウ メイショウ ヤクワリ トリクミ

						年度末成果
（注２ｃ） ネンドマツ セイカ チュウ																																																														注２ｂ チュウ

						自己資金取組 ジコシキン トリクミ																																																														事業内容は、実施要領別表１の１の項目別にご記入ください。取り組まない事業内容欄には何も記入しないでください。 ジギョウ ナイヨウ ジッシ ヨウリョウ ベッピョウ コウモクベツ ト ク ジギョウ ナイヨウ ラン ナニ キニュウ



				【２年目 令和 ネンメ レイワ																年度）】　(注２ａ参照) ネンド チュウ サンショウ

										（１）資源量調査等 シゲンリョウ チョウサトウ

						事業内容 ジギョウ ナイヨウ				（２）合意形成等 ゴウイケイセイトウ																																																										注２ｃ チュウ

										（３）付加価値・販促等 フカ カチ ハンソク トウ																																																										年度末成果の欄には、後述Ⅲの３の成果指標に出てくる内容を必ずご記入ください。
その他、成果指標にはしていないものの、「この年これを達成することが一つの成果」といった内容があれば、あわせてご記入ください。 ネンドマツ セイカ ラン コウジュツ セイカ シヒョウ デ ナイヨウ カナラ タ セイカ シヒョウ トシ タッセイ ナイヨウ

						(注２b) チュウ				その他 タ

						概要 ガイヨウ







						活動主体 カツドウ シュタイ		<協議会構成員>
名称/役割/取組 キョウギカイ コウセイイン メイショウ ヤクワリ トリクミ

								<連携主体等>
名称/役割/取組 レンケイ シュタイ トウ メイショウ ヤクワリ トリクミ

						年度末成果
（注２ｃ） ネンドマツ セイカ チュウ

						自己資金取組 ジコシキン トリクミ



				【３年目 令和 ネンメ レイワ																年度）】　(注２ａ参照) ネンド チュウ サンショウ

										（１）資源量調査等 シゲンリョウ チョウサトウ

						事業内容 ジギョウ ナイヨウ				（２）合意形成等 ゴウイケイセイトウ

										（３）付加価値・販促等 フカ カチ ハンソク トウ

						(注２b) チュウ				その他 タ

						概要 ガイヨウ



																																																																				注３ チュウ

						活動主体 カツドウ シュタイ		<協議会構成員>
名称/役割/取組 キョウギカイ コウセイイン メイショウ ヤクワリ トリクミ																																																												間接的・複合的要因による指標ではなく、本取組成果と評価できるものとしてください。必須指標の目標値は、上段に単年度、下段に累計をご記入ください。それ以外の指標は、単年度・累計どちらの数値であるか、指標の欄で選択し、お示しください。 カンセツテキ フクゴウテキ ヨウイン シヒョウ ホン トリクミ セイカ ヒョウカ ヒッス シヒョウ モクヒョウチ ウエ ダン カダン キニュウ イガイ シヒョウ タンネンド ルイケイ スウチ シヒョウ ラン シメ

								<連携主体等>
名称/役割/取組 レンケイ シュタイ トウ メイショウ ヤクワリ トリクミ

						年度末成果
（注２ｃ） ネンドマツ セイカ チュウ

						自己資金取組 ジコシキン トリクミ



				3		成果指標と目標値 (注３) セイカ シヒョウ モクヒョウ チ チュウ

						本取組の目標や達成状況を把握するため、成果指標、目標値及びその根拠をご記入ください。なお、指標No.１（販売額又は雇用数（注３ａ））及びNo.２（新商品開発数又は既存商品改良数）は各々どちらか１つの指標設定を必須とし（両方の指標を設定しても構わない。）、これらを含む全指標の数は３以上５以下としてください（注３ｂ）。さらに、目標値（No.1及びNo.2以外の指標については、目標値のみならず指標自体についても）の根拠・妥当性を最下段に簡潔にご記入ください。
事業完了年度は事業開始年度から起算して３年目を基本とし、目標達成年度は、事業で取り組んだ商品開発又は改良が全て完了する年度（注３ｃ）をご記入ください。 ホン トリクミ モクヒョウ タッセイ ジョウキョウ ハアク セイカ シヒョウ モクヒョウ チ オヨ コンキョ チュウ モクヒョウチ オヨ イガイ シヒョウ モクヒョウチ シヒョウ ジタイ コンキョ ダトウセイ サイカダン カンケツ チュウ

																																																																				注３ａ チュウ

																																																																				販売額を指標とし、複数商品の販売額合計を目標値に入れている場合、その内訳を、下段の「目標値の根拠等」の欄にご記入ください（記載例参照）。
雇用指標・目標値の場合、常勤、臨時、派遣、パート・バイト等の別をご記入ください。なお、本交付金で雇用する「臨時雇用者」の数は、目標数値に入れないでください。 ハンバイガク シヒョウ フクスウ ショウヒン ハンバイガク モクヒョウチ イ バアイ ウチワケ カダン モクヒョウチ コンキョ トウ ラン キサイレイ サンショウ コヨウ モクヒョウチ バアイ コヨウ シャ モクヒョウ



						項目 (注３) コウモク チュウ																								現在 ゲンザイ						目標値 (注３) モクヒョウ チ チュウ

																																				１年目 ネンメ						２年目 ネンメ						事業
完了年度 ジギョウ カンリョウ ネンド						目標
達成年度 モクヒョウ タッセイ ネンド						事業開始10年目 ジギョウ カイシ ネン メ

						No.		指標 シヒョウ																		単位 タンイ								年度 ネンド						年度 ネンド						年度 ネンド						年度 ネンド						年度 ネンド						年度 ネンド

						1

																																				0						0						0

						2

																																				0						0						0																				注３ｂ チュウ

						3																																																														指標・目標のうち、２以上は事業完了年度までに、さらにそのうち１つは２年目完了までに、プラス効果が評価できる指標・目標値としてください。 コウカ ヒョウカ

						4

						5

						目標値の根拠等 モクヒョウチ コンキョ トウ																																																														注３ｃ チュウ

																																																																				事業完了年度と目標達成年度が同じ場合、目標達成年度の年度欄に「同左」とご記入ください。
（事業完了年度と目標達成年度の考え方は、Ⅳの１参照） ジギョウ カンリョウ ネンド モクヒョウ タッセイ ネンド カンガ カタ サンショウ









		Ⅳ 交付金事業完了後の事業継続計画等 トウ

				1		目標達成までの取組内容　 モクヒョウ タッセイ トリクミ ナイヨウ																																																														注１ チュウ

						本交付金は、事業の目標達成を、商品・サービスの開発（改良含む）が全て完了した段階（販売可能な形が整った段階）とし、そこに向けた全取組期間のうちの最長３年間を支援するものです。このため、場合によっては、事業完了年度と目標達成年度が異なる場合もあり得ると考えています。
これを踏まえ、貴市町村が計画する事業について、事業完了年度と目標達成年度を示すとともに、両年度が異なる場合、枠内にその理由を、さらに、交付金事業完了以降目標達成までの期間の活動主体、取組内容、同期間内の成果について、適宜、簡潔にご記入ください。 ホン コウフキン ジギョウ モクヒョウ タッセイ ショウヒン カイハツ カイリョウ フク スベ カンリョウ ダンカイ ハンバイ カノウ カタチ トトノ ダンカイ ム ゼン トリクミ キカン サイチョウ ネンカン シエン バアイ ジギョウ カンリョウ ネンド コト バアイ エ カンガ フ キ シチョウソン ケイカク ジギョウ ジギョウ カンリョウ ネンド モクヒョウ タッセイ ネンド シメ リョウネンド コト バアイ ワクナイ リユウ コウフキン ジギョウ カンリョウ イコウ モクヒョウ タッセイ キカン カツドウ シュタイ トリクミ ナイヨウ ドウ キカン ナイ セイカ テキギ カンケツ																																																														枠外の年度及び事業開始何年目かは、記入必須です（事業完了年度と目標達成年度が同じ場合も含まれます。）。
四角枠内は、事業完了年度と目標達成年度が異なる場合のみ、適宜、記入（※）してください。 ワクガイ ネンド オヨ ジギョウ カイシ ナンネンメ キニュウ ヒッス ジギョウ カンリョウ ネンド モクヒョウ タッセイ ネンド オナ バアイ フク シカク ワクナイ ジギョウ カンリョウ ネンド モクヒョウ タッセイ ネンド コト バアイ テキギ キニュウ





																【目標達成 令和 モクヒョウ タッセイ レイワ						年度（事業開始 ネンド ジギョウ カイシ																年目）】 ネン メ								（注１) チュウ

						事業完了年度と目標達成年度が異なる理由

						活動主体
名称/役割 カツドウ シュタイ メイショウ ヤクワリ																																																														※		事業完了年度と目標達成年度が異なる理由以外の記載は、全て、事業完了年度以降、目標達成年度までの期間（複数年でも）に関わる内容を、まとめてご記入ください。
成果についても、事業完了後の期間における成果のみご記入ください。 ジギョウ カンリョウ ネンド モクヒョウ タッセイ ネンド コト リユウ イガイ キサイ スベ ジギョウ カンリョウ ネンド イコウ モクヒョウ タッセイ ネンド キカン フクスウ ネン カカ ナイヨウ セイカ ジギョウ カンリョウゴ キカン セイカ

						取組内容 トリクミ ナイヨウ



						成果 セイカ



				2		事業継続のための必要資源・人材の調達範囲や販売ターゲット ジギョウ ケイゾク																																																範囲イメージ図 ハンイ ズ

						本交付金事業期間完了後、取組の継続に必要となる資源・人材の調達範囲や、商品・サービスのターゲット範囲について、目指す方向性（ただし、ある程度、現実的で確度の高いもの）に最も近いものをそれぞれ選択してください 。選択肢に適当な範囲がない場合は、「その他」とし、具体の範囲を下欄にご記入ください。なお、範囲については、右のイメージ図の番号をもとに選択・ご記入ください（注２a)。
その上で、その範囲とする理由・必要性 (注２b) 、目指す方向性に向けた必要な取組事項等を右の欄にご記入ください。 ホンコウフキン ジギョウ カンリョウ ゴ トリクミ ケイゾク ヒツヨウ シゲン ジンザイ チョウタツ ハンイ ショウヒン ハンイ メザ ホウコウセイ テイド ゲンジツテキ カクド タカ モット チカ センタク ハンイ ミギ ズ バンゴウ センタク チュウ ウエ ハンイ リユウ ヒツヨウセイ チュウ メザ ホウコウ セイ ム ヒツヨウ トリクミ ジコウ トウ ミギ																																												④近隣以外（他府県） キンリン イガイ タフケン

																																																				③近隣市町村 キンリン シチョウソン

																																																						②同市町村内 ドウ シチョウソン ナイ																⑤大都市圏 ダイトシケン

																																																								①当該地区 トウガイ チク





																																																																										⑥海外 カイガイ



						項目 コウモク										範囲
(注２ａ) ハンイ チュウ								左記範囲とする理由・必要性
 (注２ｂ) サキ ハンイ リユウ ヒツヨウセイ チュウ																						目指す方向性実現に向けた
必要事項等 メザ ホウコウセイ ジツゲン ム ヒツヨウ ジコウ トウ																						注２ａ チュウ

						a. 活用地域資源調達 カツヨウ チョウタツ																																																														①と②が同じ場合は、①として回答してください。
サービス開発のみで商品開発を行わない場合のｂ は、「該当なし」を選択してください（その場合、右欄の理由・必要事項の記入は不要です）。
 オナ バアイ カイトウ ガイトウ センタク バアイ ミギ ラン リユウ ヒツヨウ ジコウ キニュウ フヨウ

														

						b. 商品生産施設・在庫保管場所等整備 シセツ ザイコ ホカン バショ トウ セイビ

														

						c. 商品生産・サービス提供人材調達 チョウタツ																																																														注２ｂ チュウ

																																																																				左欄が「未検討」の場合、どのような段階・状況で検討する予定であるかなどをご記入ください。 サラン ヨテイ

						d.商品・サービスの販売（取次・予約等） ショウヒン ハンバイ トリツギ ヨヤク トウ

														





				3		全体構想まとめ ゼンタイ コウソウ

						これまでご記入いただいた内容等を要約した全体構想は下表となります（注３））。これを踏まえつつ、さらに下記ア～エについて、適宜、予定やお考えをご記入ください。
　


るとともに、10年後＝上記Ⅲの３で立てた１０年後の成果目標の達成時＝には、当該地区がどのような姿となることが期待されるのか等、簡潔にご記入ください。 キニュウ ナイヨウ トウ ヨウヤク ゼンタイ コウソウ カヒョウ チュウ フ カキ テキギ ヨテイ カンガ ネンゴ ジョウキ タ ネンゴ セイカ タッセイ ジ トウガイ チク スガタ キタイ トウ カンケツ																																																														注３ チュウ

																																																																				緑色セルは、他の記載内容が自動転記されており、ここでは変更できません。変更・修正の必要があれば、元の表において行ってください。 ミドリイロ タ キサイ ナイヨウ ジドウ テンキ ヘンコウ ヘンコウ シュウセイ オコナ

						ア		本交付金事業期間完了後はどういった方（達）が本取組を継承し、収益事業を継続する予定、又はそれが妥当とお考えでしょうか。 ホン コウフキン ジギョウ キカン カンリョウ アト カタ タチ ホン トリクミ ケイショウ シュウエキ ジギョウ ケイゾク ヨテイ マタ ダトウ カンガ

						イ		上記アの実現のため、交付金事業実施期間中に取り組む必要事項等があればご記入ください。なお、その内容は、交付金事業で直接的に対応するものでなくても結構です（特になければ、「特に無し」とご記入ください。）。 ジョウキ ジツゲン コウフキン ジギョウ ジッシ キカンチュウ ト ク ヒツヨウ ジコウ トウ

						ウ		収益事業継続のための資金面の課題解決に向けて、どのようなことが必要で、例えば交付金事業実施期間中に取組・準備・調整等を行う予定があるなど、何かお考えがあればご記入ください。特になければ、「特に無し」とご記入ください。 シュウエキ ジギョウ ケイゾク シキンメン カダイ カイケツ ム ヒツヨウ タト コウフキン ジギョウ ジッシ キカンチュウ トリクミ ジュンビ チョウセイ トウ オコナ ヨテイ ナニ カンガ キニュウ トク トク ナ

						エ		本取組の結果、地域経済に与えるインパクトの面から、事業開始10年後に当該地区はどのような姿になっていると期待できるか、具体的・簡潔かつ現実的にご記入ください。



						・		地域資源と成果品（Ⅱの２の⑧） チイキシゲン セイカ ヒン										資源 シゲン								成果品 セイカ ヒン																資源 シゲン								成果品 セイカ ヒン

																		-								-																-								-

																		-								-																-								-

																		-								-																-								-

																		-								-																-								-

						・		主な取組内容と取組時期（Ⅲの１） オモ トリクミナイヨウ トリクミ ジキ										主要取組事項（4つ） シュヨウ トリクミ ジコウ																																				１年目 ネンメ				２年目 ネンメ				３年目 ネンメ

																		-																																														

																		-																																														

																		-																																														

																		-																																														

						・		目標成果／数値（Ⅲの３） モクヒョウ セイカ スウチ										成果指標 セイカ シヒョウ																								(現在) ゲンザイ						完了年度時点目標値
(現在＋事業成果累計) カンリョウ ネンド ジテン モクヒョウ アタイ ゲンザイ ジギョウ セイカ ルイケイ														単位 タンイ

																																																0														

																																																0														

																																																0														

																		-																								-						-														-

																		-																								-						-														-

						・		本事業取組により、直接的に解決を目指す課題（Ⅱの２の⑦） ホン ジギョウ トリクミ チョクセツ テキ カイケツ メザ カダイ										-																-																-

																		-																-																-

																		-																-																-

																		-																-																-

																		-																-																その他 タ		-

																		-																-

						・		事業費（Ⅴ） ジギョウヒ										本交付金計 ホン コウフキン ケイ								0												千円 センエン				総事業費 ソウ ジギョウヒ								0												千円 センエン

						ア		事業完了後の活動主体・担い手 ジギョウ カンリョウゴ カツドウ シュタイ ニナ テ

						イ		上記アの実現に必要な取組事項等 ジョウキ ジツゲン ヒツヨウ トリクミ ジコウ トウ

						ウ		事業継続に必要な資金面の課題について ジギョウ ケイゾク ヒツヨウ シキン メン カダイ

						エ		10年後に期待する地区の姿 ネンゴ キタイ チク スガタ





		Ⅴ　年度別事業計画とその経費内訳　 ネンド ベツ ジギョウ ケイカク ケイヒ ウチワケ



				 １年目（令和 レイワ																年度）の取組事項と経費																																				単位：千円 タンイ センエン

				取組事項／経費項目 ト ク ケイヒ コウモク																										総事業費 ソウ ジギョウヒ										本交付金 ホン コウフキン										市町村費 シチョウソン ヒ								その他 タ								備考 ビコウ

																														A＝B＋C＋D										B										C								D										



				1		地域資源調査等 トウ																								0										0										0								0

				内訳 ウチワケ				項目名 コウモク メイ

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0



				2		合意形成、組織づくり、人材育成 ゴウイ カタチ シゲル ソシキ ジンザイ イクセイ																								0										0										0								0

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0



				3		付加価値向上、販売促進等 フカ カチ コウジョウ ハンバイ ソクシン トウ																								0										0										0								0

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0



				合計 ゴウケイ																										0										0										0								0







				 ２年目（令和 レイワ																年度）の取組事項と経費																																										単位：千円 タンイ センエン

				取組事項／経費項目 ト ク ケイヒ コウモク																										総事業費 ソウ ジギョウヒ										本交付金 ホン コウフキン										市町村費 シチョウソン ヒ								その他 タ								備考 ビコウ

																														A＝B＋C＋D										B										C								D										



				1		地域資源調査等 トウ																								0										0										0								0

				内訳 ウチワケ				項目名 コウモク メイ

				①												（○○○）

山之内 留美子(YAMANOUCHI Rumiko): 括弧及び括弧内記載は必須ではありません（何についての何費用か、あえて明確にしたい場合、適宜、ご記入ください。）。無ければ消していただいて結構です。														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				2		合意形成、組織づくり、人材育成 ゴウイ カタチ シゲル ソシキ ジンザイ イクセイ																								0										0										0								0

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				3		付加価値向上、販売促進等 フカ カチ コウジョウ ハンバイ ソクシン トウ																								0										0										0								0

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				合計 ゴウケイ																										0										0										0								0







				 ３年目（令和 レイワ																年度）の取組事項と経費																																										単位：千円 タンイ センエン

				取組事項／経費項目 ト ク ケイヒ コウモク																										総事業費 ソウ ジギョウヒ										本交付金 ホン コウフキン										市町村費 シチョウソン ヒ								その他 タ								備考 ビコウ

																														A＝B＋C＋D										B										C								D										



				1		地域資源調査等 トウ																								0										0										0								0

				内訳 ウチワケ				項目名 コウモク メイ

				①												（○○○）

山之内 留美子(YAMANOUCHI Rumiko): 括弧及び括弧内記載は必須ではありません（何についての何費用か、あえて明確にしたい場合、適宜、ご記入ください。）。無ければ消していただいて結構です。		

山之内 留美子(YAMANOUCHI Rumiko): ◎は最大４つ						

山之内 留美子(YAMANOUCHI Rumiko): 括弧及び括弧内記載は必須ではありません（何についての何費用か、あえて明確にしたい場合、適宜、ご記入ください。）。無ければ消していただいて結構です。														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				2		合意形成、組織づくり、人材育成 ゴウイ カタチ シゲル ソシキ ジンザイ イクセイ																								0										0										0								0

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				3		付加価値向上、販売促進等 フカ カチ コウジョウ ハンバイ ソクシン トウ																								0										0										0								0

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				合計 ゴウケイ																										0										0										0								0





その他の指標記載例：連携主体の数、地域内での本取組やブランドの認知度（←毎年のアンケート等独自の実施が必要）、関連イベント訪問者数、本取組関連ＨＰ閲覧者数、「完成品／試作品数」（累計で見る場合、分子は年々増加し、分母も前半は増加し、後半は横ばいになる傾向が一般かと思われる）、外からの移住者数、住民数、活用している地域資源の地域内生産量（割合）や生産者数、過去５年平均の流出者数（これは年々（特に後半）減少していくのが望ましい）、地区内商品が販売可能な地区外施設数　etc.

記載例（上記の場合）：新商品は２年目に１つ（商品a）完成。３年目から本格的な販売開始で、この年初めて50万円の売上計上。目標達成年までには、さらに４商品（商品b～e）の販売が開始され、年間400万円（a～cで200万円、ｄ・eで200万円程度）を、目標達成年度以降、さらに２つ（f、ｇ）のサービスが加わる。10年目までには全商品・サービス(a～ｇの７つ)について、販売・製造・提供体制も整えられ、また広告宣伝効果から年間１千万円（a～eで500万円、f、ｇで500 万円）の売上を見込む。（←各商品・サービスの開発翌年に販売開始の前提）
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◆交付金事業実施期間中に、そのことに対する地域の合意形成を行う必要
◇交付金事業実施期間中に、組織としての体制整備及び法人化の準備

◆ 本協議会だけでは収益事業の運営は厳しいので、同町内の○○が事業を継承する予定
◇ 本協議会（必要に応じて法人化）


◆加工食品の販売のためのＨＡＣＣＰ対応施設整備（○○交付金の活用も視野）
◇運転資金を自身で作り、又、必要時に金融機関から融資も受けられるよう収益事業を利益を上げる必要があり、そのための経営的意識・知識・技術・ノウハウの獲得


◆特産品の製造・販売が軌道にのることで、当該地区の資源生産が活性化し（生産者の意欲・収益向上）、また、町内における安定雇用の確保が実現。
◇観光プログラムの提供により、交流・関係人口が増加し、荒廃農地や森林の保全への ボランティア等の支援も増加。美しい景観が復活することで、訪れる人がさら に増えるといった好循環が生まれ、地域経済が活性化されている。

作成

変更
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※他の補助金等を活用する場合は、活用する事業の所管団体と事業名をご記入ください。

※自己資金を活用すると総事業費が高くなり、委託（事業費の５割まで）の額を増やすことができますので、必ず書いてください。

※当該事業により収入が生じる場合は、その旨をご記入ください。

※積算根拠となる根拠資料（見積書・カタログ・パンフレットの写し等）、を必ず添付してください。
当該積算資料が各経費項目のどれに該当するのか分かるよう、当該根拠資料の欄外に項目番号（１①や３⑤など）をご記入ください。

※１～３の複数項目に係る内容について、分割せず、一括で外部委託する場合などは、１～３のいずれか１つに合計を計上しつつ、備考欄にその旨ご記入いただいても結構です。

※他の補助金等を活用する場合は、活用する事業の所管団体と事業名をご記入ください。

※自己資金を活用すると総事業費が高くなり、委託（事業費の５割まで）の額を増やすことができますので、必ず書いてください。

※当該事業により収入が生じる場合は、その旨をご記入ください。

※積算根拠となる根拠資料（見積書・カタログ・パンフレットの写し等）、を必ず添付してください。
当該積算資料が各経費項目のどれに該当するのか分かるよう、当該根拠資料の欄外に項目番号（１①や３⑤など）をご記入ください。

※１～３の複数項目に係る内容について、分割せず、一括で外部委託する場合などは、１～３のいずれか１つに合計を計上しつつ、備考欄にその旨ご記入いただいても結構です。



標準様式 (R5)

		標準様式 ヒョウジュン

																																																																														※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

																																																				事業計画開始年度 ジギョウ ケイカク カイシ ネンド																						年度 ネンド

																																																				事業完了年度
（予定） ジギョウ カンリョウ トシ ド ヨテイ																						年度 ネンド

























																																										山村活性化対策事業提案書



																																										事業実施主体：市町村 ジギョウ ジッシ シュタイ シチョウソン

																																										（実施主体が地域協議会の場合は、別の様式を使用してください。） ジッシ シュタイ チイキ キョウギカイ バアイ ベツ ヨウシキ シヨウ





																記入方法 キニュウ ホウホウ



																						無地セルは、必要な情報を直接、ご記入ください。 ムジ ヒツヨウ ジョウホウ チョクセツ キニュウ

																						黄色セルは、選択肢から該当・最も近いものを選択してください。 キイロ センタクシ ガイトウ モット チカ センタク

																						緑色セルは、他所から自動転記・集計されている箇所です。 ミドリ イロ タショ ジドウ テンキ シュウケイ カショ

																																																																				※当該緑色セルでの記入の修正・変更はできません。 トウガイ ミドリ イロ キニュウ シュウセイ ヘンコウ





												事業実施主体名
（市町村名） ジギョウ ジッシ シュタイ メイ シチョウソンメイ

												役場住所 ヤクバ ジュウショ

												法人番号（任意） ホウジン バンゴウ ニンイ



												振興山村名（注１） シンコウ サンソン メイ チュウ

												指定番号 シテイ バンゴウ

												山村振興計画書名 サンソン シンコウ ケイカク ショ メイ

																現計画
作成・変更 ゲンケイカク サクセイ ヘンコウ																／								作成・変更時期 サクセイ ヘンコウ ジキ

																										※どちらか該当する方を選んでください ガイトウ ホウ エラ

												ＵＲＬ

												※山村振興計画がウェブサイトに公表されている場合、当該ＵＲＬをご記入ください。 サンソン シンコウ ケイカク コウヒョウ バアイ トウガイ





		Ⅰ 事業実施主体等 ジギョウ ジッシ シュタイ トウ

				１ 事業対象の都道府県・市町村・振興山村名 ジギョウ タイショウ トドウフケン シチョウソン シンコウ サンソン メイ

				都道府県名 トドウ フケン メイ								(ふりがな)
市町村名 シチョウソン メイ						（																）		(ふりがな)
振興山村名
(注１) シンコウ サンソン メイ チュウ										（																																		）

																																														

				２ 山村振興計画の記載  サンソン シンコウ ケイカク キサイ																		Ⅳ振興施策　⑤地域資源の活用　（注２） シンコウ セ サク チイキ シゲン カツヨウ チュウ

				３ 山村活性化対策事業実績（注３） サンソン カッセイカ タイサク ジギョウ ジッセキ チュウ

						上記回答が「3.１回実施」又は「4.複数回実施」の場合、各事業の実施主体・期間 （注４） カイ ジッシ カイ ジッシ カク ジギョウ ジッシ シュタイ キカン チュウ																																		１回目
主体 カイメ シュタイ														２回目
主体 カイメ シュタイ														３回目
主体 カイメ シュタイ

																																														～														～														～

				４ 事業実施主体・連携主体等　 ジギョウ ジッシ シュタイ レンケイ シュタイ トウ

				（注５）				担当部局・課名 タントウ ブキョク カメイ																役職名 ヤクショクメイ										氏名 シメイ												連絡先 レンラクサキ

				代表 ダイヒョウ

				連絡調整 レンラク チョウセイ																																										TEL

																																														メール

																																														TEL

																																														メール

				主な連携主体等名称
（注６） オモ レンケイ シュタイ トウ メイショウ チュウ														法人形態等
（注７） ホウジン ケイタイ トウ								産業分類
(注８)								事業実施における
主な役割・取組分野 ジギョウ ジッシ オモ ヤクワリ トリクミ ブンヤ																						所在地

(注10) ショザイチ										設立年
（西暦）
(注11) セツリツ ネン セイレキ						構成員(従業員)人数 （注12) コウセイイン ジュウギョウイン ニン スウ



																																		役割等 ヤクワリ トウ						（注９）																																①組織 ソシキ				②関与 カンヨ

				1																																																																		年 ネン										人 ニン

				2																																																																		年 ネン										人 ニン

				3																																																																		年 ネン										人 ニン

				4																																																																		年 ネン										人 ニン

				5																																																																		年 ネン										人 ニン

				6																																																																		年 ネン										人 ニン

				7																																																																		年 ネン										人 ニン

				8																																																																		年 ネン										人 ニン

				その他の連携主体等（注６) ホカ レンケイ シュタイ トウ チュウ

				５ 山の恵みプロジェクト
　　修了状況 (注13) ヤマ メグ シュウリョウ ジョウキョウ チュウ																		修了者 シュウリョウシャ																						修了者
所属機関等 シュウリョウシャ ショゾク キカン トウ

																						講習／ＷＳ コウシュウ																						修了者氏名 シュウリョウシャ シメイ



				注１ チュウ				今回の事業を実施する地域について、山村振興法に基づき指定された振興山村名（旧市町村名）をご記入ください。
※　複数の振興山村で今回の事業を実施する場合は、対象とする全ての振興山村名を記入
※　同市町村内に振興山村が複数あるものの、今回、１振興山村で事業実施の場合、該当する市町村（１つ）のみ記入 コンカイ ジギョウ ジッシ チイキ サンソン メイ フクスウ シンコウ サンソン コンカイ ジギョウ ジッシ バアイ タイショウ スベ シンコウ サンソン メイ キニュウ フクスウ バアイ キニュウ

				注２ チュウ				山村振興計画における「Ⅳ　振興施策」のうち、「⑤地域資源の活用に係る施策」の記載の有無を選択してください。
なお、「記載なし」の場合、原則として本事業に取り組むことはできません（山村振興計画変更をお願いします。）。 サンソン シンコウ ケイカク シンコウ シサク チイキ シゲン カツヨウ カカ セ サク キサイ ウム センタク

				注３ チュウ				今回の事業対象とする振興山村内で、過去、「山村活性化対策事業」に取り組んだ実績の有無等をご記入ください。なお、今回、事業対象となる振興山村が複数あり、この一部のみで実施した場合も、「実施あり(３又は４）」となります。 コンカイ ジギョウ タイショウ シンコウ サンソン ナイ カコ サンソン カッセイカ タイサク ジギョウ ト ク ジッセキ ウム トウ コンカイ ジギョウ タイショウ シンコウ サンソン フクスウ イチブ ジッシ バアイ ジッシ マタ

				注４ チュウ				上記で「3.１回実施」、「4.複数回実施」の場合、実施した全て（３回まで）について、当該事業の実施主体・期間（年度）をお答えください。またその場合、別紙●も提出をお願いいたします。 ジョウキ ジッシ フクスウカイ ジッシ バアイ ジッシ スベ カイ トウガイ ジギョウ ジッシ シュタイ キカン ネンド コタ バアイ ベッシ テイシュツ ネガ

				注５ チュウ				代表＝代表責任者等（首長や部局長を想定）。連絡調整＝主担当者など、本事業の照会先となる者（なるべく複数名） ダイヒョウ ダイヒョウ セキニンシャ トウ クビ チョウ ブキョクチョウ ソウテイ レンラク チョウセイ シュタントウ シャ ホン ジギョウ ショウカイサキ シャ フクスウ メイ

				注６ チュウ				本事業への連携主体等名称をご記入ください。枠が不足する場合、下欄（その他の連携主体等）に名称をご記入ください。
外部の専門家（支援・協力・助言者）、委託事業者（予定先が明確な場合）等もご記入ください。 ホン ジギョウ レンケイ シュタイ トウ メイショウ ワク フソク バアイ カラン タ レンケイ シュタイ トウ メイショウ ガイブ センモンカ シエン キョウリョク ジョゲンシャ ジギョウシャ ヨテイ サキ メイカク バアイ トウ



				注７ チュウ				法人形態は該当するものを選択してください。なお、個人・行政機関以外の場合は、右欄の産業分類も回答してください。 ガイトウ センタク コジン ギョウセイ キカン イガイ バアイ ミギ ラン サンギョウ ブンルイ カイトウ

				注８ チュウ				左欄選択肢が「個人」や「行政機関」以外の場合、産業分類を選択してください。 サラン センタクシ コジン ギョウセイ キカン イガイ バアイ サンギョウ ブンルイ センタク

				注９ チュウ				主体の役割及び分野（２つまで）選択してください。連携主体の特性や役割などがわかる実施体制図も添付してください。 シュタイ ヤクワリ オヨ ブンヤ センタク レンケイ シュタイ トクセイ ヤクワリ ジッシ タイセイ ズ テンプ

				注１０ チュウ				該当するものを１つ選択してください（複数の事務所等がある場合、かかわり度合いの高い１事務所の所在地）。 フクスウ ジムショ トウ バアイ ドア タカ ジムショ ショザイチ

				注１１ チュウ				連携主体が「個人」や「行政機関」以外の場合、設立年（西暦）をご記入ください。 レンケイ シュタイ コジン ギョウセイ キカン イガイ バアイ セツリツ ネン セイレキ

				注１２ チュウ				構成員数は、①組織全体の人数と、②本交付金事業に直接的に関与する人数（各概数）をそれぞれご記入ください。 ソシキ ゼンタイ ニンズウ ジギョウ チョクセツ テキ カンヨ カク ガイスウ キニュウ

				注１３ チュウ				令和４年度山村活性化対策による「山の恵みプロジェクト」で実施した「マーケティング基礎講習」（基礎講習）及び／又は「ビジネスモデル作成ワークショップ」（WS）への参加(修了)状況等、該当を選択してください。複数の方が参加している場合、代表して２名程度まで（ＷＳ参加者を優先して）、所属機関・氏名をご記入ください。 レイワ ネンド サンソン カッセイカ タイサク ヤマ メグ ジッシ キソ コウシュウ キソ コウシュウ オヨ マタ サクセイ サンカ シュウリョウ ジョウキョウ トウ ガイトウ センタク フクスウ カタ サンカ バアイ ダイヒョウ メイ テイド サンカ シャ ユウセン ショゾク キカン シメイ キニュウ



		Ⅱ 事業実施地区特性 ジギョウ ジッシ チク トクセイ

				1		概要 ガイヨウ																																																														注0 チュウ

						範囲 (注０) ハンイ チュウ										下記①～④の各データと
今回の事業実施地区との関係（注0) カキ カク コンカイ ジギョウジッシ チク カンケイ チュウ																																		①				②				③				④						データの対象範囲を選択してください。
◎：実施地区限定
△：当該地区を含む広域
■：実施地区外（最寄り地点等） タイショウ ハンイ センタク ジッシチク ゲンテイ トウガイ チク フク コウイキ ジッシチクガイ モヨ チテン トウ





						①		人口推移 (注１) ジンコウスイイ チュウ																				データ時点 ジテン														年 ネン								データ時点 ジテン														年 ネン

																15歳未満 サイ ミマン																人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％												人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％

																15～64歳 サイ																人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％												人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％				注1 チュウ

																65歳以上 サイ イジョウ																人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％												人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％				２時点の推移を示してください。時期は任意です。年齢不詳は総数に含めてください。 ジテン スイイ シメ ジキ ニンイ ネンレイ フショウ ソウスウ フク

																総数 ソウスウ																人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％												人 ニン		ERROR:#DIV/0!								％



						②		主要産業(上位３つ)
　(注２) シュヨウサンギョウ ジョウイ チュウ																																																												注2 チュウ

																																																																				日本標準産業分類

						③		主要作物等 (注３) シュヨウサクモツ トウ チュウ																																				④		年間観光客入込者数（延べ） ネンカン カンコウキャク イリコミ シャ スウ ノ																						注３ チュウ

								品目 ヒンモク												生産量等 セイサンリョウ トウ						単位 タンイ				データ
時点 ジテン						本事業
（注４） ホンジギョウ チュウ												データ時点 ジテン								本事業
（注４） ホンジギョウ チュウ												地域経済の面で主要な３種まで（林業の場合は主要木材製品、漁業の場合は主要品目等に読替）ご記入ください。 キニュウ

																																		年 ネン																				年 ネン

																																		年 ネン																								人 ニン

																																		年 ネン

																																																																				注４ チュウ

						⑤		実施地区の紹介・特性 ジッシ チク ショウカイ トクセイ																																																												本事業との関連を選択してください。
◎：事業で活用する地
　域資源や本事業の取
　組分野など、事業と
　直結する資源・分野
×：関係なし ホンジギョウ カンレン センタク ジギョウ カツヨウ チ イキ シゲン ホン ジギョウ トリ グミ ブンヤ ジギョウ チョッケツ シゲン ブンヤ カンケイ

								当該地区における各項目について、６段階（注５）で答えてください。 トウガイ チク カク コウモク ダンカイ チュウ コタ

																農林水産物の特徴ある地域資源があり、この活用により地域活性が見込める ノウリン スイサンブツ トクチョウ チイキ シゲン カツヨウ チイキ カッセイ ミコ

																地域の将来ビジョンやあり方に向けた話し合いや検討が進められている チイキ ショウライ カタ ム ハナ ア ケントウ スス

																地域の話し合いは、新参者・若い世代にも十分に「開かれた場」となっている チイキ ハナ ア シンザンモノ ワカ セダイ ジュウブン ヒラ バ

																新しい考え方や手法・技術の導入について、積極的又は全く抵抗はない アタラ カンガ カタ シュホウ ギジュツ ドウニュウ セッキョクテキ マタ マッタ テイコウ																																																				注５ チュウ

																（たとえ人口減少・高齢化が顕著でも、）活動的、やる気・元気がある地域である ジンコウ ゲンショウ コウレイカ ケンチョ カツドウテキ ゲンキ チイキ																																																				６段階の内訳は次のとおりです。なお、ご記入いただいている担当者の主観的なもので結構です。
 ５:非常に当てはまる
 ４：当てはまる
 ３：どちらとも言え
　ない
 ２：あまり当てはまら
　ない
 １：全く該当しない
 ０：不明（情報不足
　など判断不可） ダンカイ ウチワケ ツギ キニュウ タントウシャ シュカン テキ ケッコウ ヒジョウ ア ア ジョウホウ フソク フカ

																50代以上の（早期）リタイア層のI・U・Jターン等がある ダイ イジョウ ソウキ ソウ トウ

																一時的なものや二拠点居住も含め、50代未満の若い世代のI・U・Jターンがある イチジテキ ニ キョテン キョジュウ フク ワカ セダイ

																集落・地域の助け合いや支え合いといった素地がしっかりと形成されている シュウラク チイキ タス ア ササ ア ソジ ケイセイ

																ごく少数（又は１人）のリーダーに万事頼り切り、という状態ではない ショウスウ マタ ニン バンジ タヨ キ ジョウタイ



						⑥		農林水産省の関連施策等との関係性 ノウリン スイサンショウ カンレン セサク トウ カンケイセイ

								当該地区が、下記地域に該当するか・非該当かを選択してください。なお、該当する場合、そのことがわかるWeb情報があれば、「該当（Web有）」とし、当該Web情報のURを下段にご記入くださいL（Web情報は主なもの３つまでで結構です。）。 トウガイ チク カキ チイキ ガイトウ ヒガイトウ センタク ガイトウ バアイ ガイトウ ア トウガイ ジョウホウ ゲダン ジョウホウ ケッコウ



																世界農業遺産認定地域 セカイ ノウギョウ イサン ニンテイ チイキ																														農福連携事業の関連 ノウ フク レンケイ ジギョウ カンレン																						注６ａ チュウ

																日本農業遺産認定地域 ニチ ホン ノウギョウ イサン ニンテイ チイキ																														環境負荷低減事業活動計画 
(注６ａ) カンキョウ フカ テイゲン ジギョウ カツドウ ケイカク チュウ																						当該事業地区を含む市町村が、みどりの食料システム法第16条第１項に基づく環境負荷低減事業活動の促進に関する基本計画を作成している（又は今年度中に作成予定の）場合、「該当」としてください。 ガイトウ

																世界かんがい施設遺産登録 セカイ シセツ イサン トウロク																														デジ活中山間地域 カツ チュウ サンカン チイキ

																指定棚田地域 シテイ タナダ チイキ

								ＵＲＬ

								ＵＲＬ

								ＵＲＬ



								また、農山漁村振興交付金のうち農山漁村発イノベーション対策（農山漁村発イノベーション等整備事業（定住促進対策型、交流対策型））と連携した取組である場合には、農山漁村振興交付金の「活性化計画」を、また地域再生法（平成17年法律第24号）第５条第１項に基づく地域再生計画(現在活用されているもの）と関連する場合には「地域再生計画」を、それぞれ添付又は当該URLをご記入ください (注６ｂ)。 ノウサンギョソン ハツ タイサク ハツ トウ セイビ ジギョウ テイジュウ ソクシン タイサク ガタ コウリュウ タイサク ガタ レンケイ トリクミ バアイ ノウサンギョソン シンコウ コウフキン チイキ チュウ																																																												注６ｂ チュウ

																																																																				地域再生計画は、内閣府地方創生のページで確認してください。 チイキ サイセイ ケイカク ナイカク フ チホウ ソウセイ カクニン





																農山漁村発イノベーション等整備事業 ノウサンギョソン ハツ トウ セイビ ジギョウ																																				地域再生計画関連 チイキ サイセイ ケイカク カンレン																注７ チュウ

								ＵＲＬ																																																												選択する記号は次の４通りとなります。
直:本交付金事業により
　 直接的な解決・改善
　 を目指す課題
間:本交付金事業により
   間接的に改善・解決
   を目指す課題
×：当該地区において
　 課題となっていな
　 い項目、又は、本
　 交付金事業で解決
　 ・改善を期待しな
　 い課題の場合
？：課題かどうか不明 センタク キゴウ ツギ トオ チョク ホン コウフキン ジギョウ チョクセツ テキ カイ ケツ カイゼン メ サ カダイ カダイ カダイ フメイ

								ＵＲＬ



				2		地域課題と交付金の取組 チイキカダイ コウフキン トリクミ

						⑦		地域課題　(注７) チイキ カダイ チュウ

								下記課題について、当該地区において課題でない場合は「×」、不明なら「？」を、一方、当該地区の課題である場合、本交付金事業実施により、直接的に解決・改善などの効果発現を期待するなら「直」、間接的な場合は「間」、本交付金では解決・改善の効果は期待しない場合は「×」をつけてください。なお、交付金事業実施にて直接的に解決・改善を目指す課題が選択肢にない場合は、タ（その他）として空欄に課題をご記入ください。 カキ カダイ トウガイ チク カダイ バアイ フメイ イッポウ トウガイ チク カダイ バアイ チョクセツテキ カイケツ カイゼン コウカ ハツゲン キタイ チョク カンセツテキ バアイ コウフキン コウフキン ジギョウ ジッシ チョクセツ カイケツ カイゼン メザ カダイ センタクシ バアイ カダイ







												ア		産業(農林水産業 及び/又は 関連産業)の振興 サンギョウ ノウリン スイサンギョウ オヨ マタ カンレン サンギョウ シンコウ																												コ		労働・活動の意欲向上、生き甲斐 ロウドウ カツドウ イヨク コウジョウ イ ガイ

												イ		農地保全（鳥獣被害防止対策含まず） ノウチ ホゼン チョウジュウ ヒガイ ボウシ タイサク フク																												サ		伝統文化・コミュニティの維持・活性 デントウブンカ イジ カッセイ

												ウ		森林保全・整備（鳥獣被害防止対策含まず） シンリン ホゼン セイビ チョウジュウ ヒガイ ボウシ タイサク フク																												シ		最新情報の入手・技術の導入（人材・ノウハウ獲得） サイシン ジョウホウ ニュウシュ ギジュツ ドウニュウ ジンザイ カクトク

												エ		鳥獣被害防止対策 チョウジュウ ヒガイ ボウシ タイサク																												ス		地域産品の売上向上（他地域・産品との差別化含む） チイキ サンピン ウ ア コウジョウ タ チイキ サン ヒン サベツ カ フク

												オ		交流人口・関係人口の増加（観光含む）　 コウリュウ ジンコウ カンケイ ジンコウ ゾウカ フク																												セ		所得安定・改善・向上 ショトク アンテイ カイゼン コウジョウ																								注８ａ チュウ

												カ		担い手・後継者・労働力確保 コウケイシャ ロウドウリョク カクホ																												ソ		加工産業・観光事業等の起業・新規立ち上げ（企業誘致含む） カコウ サンギョウ カンコウ ジギョウ トウ キギョウ シンキ タ ア キギョウ ユウチ フク																								できるだけ直近の生産量等（生産者数等でも構わない。また、収穫、捕獲等にも読替可）と、下記資源データ欄に当該データの時期をご記入ください。
なお木材は伐採・収穫量、景観なら対象の面積全体などとしてください。 チョッキン セイサンリョウ トウ セイサンシャ スウ トウ カマ シュウカク ホカク トウ ヨ カ カキ シゲン ラン トウガイ ジキ

												キ		雇用の場・働き口の確保 コヨウ バ ハタラ グチ カクホ																												タ		直接的解決を目指すその他課題
（下記空欄に具体に記載） チョクセツテキ カイケツ メザ タ カダイ

												ク		情報発信・地域知名度向上 ジョウホウ ハッシン チイキ チメイド コウジョウ

												ケ		自立・自走の体力・機動力確保・強化 ジリツ ジソウ タイリョク キドウリョク カクホ キョウカ

																																						

						⑧		地域資源状況等 チイキ シゲン ジョウキョウ トウ																																																												注８ｂ チュウ

								活用予定の地域資源と活用方法について、主な８商品・サービスについてご記入ください。単一の資源を用いて複数の商品・サービスの場合、資源欄に、毎回同じものをご記入ください。　 カツヨウ ヨテイ チイキ シゲン カツヨウ ホウホウ オモ ショウヒン キニュウ タンイツ シゲン モチ フクスウ ショウヒン バアイ シゲン ラン マイカイ オナ キニュウ																																																												当該地区内の資源生産・供給体制について、最も近いものを選択してください。
a:以前から当該地域で
　一般に生産・供給さ
　れている資源
b:供給可能量は限定的
　だが、一定量は確実
　に確保できる資源
c:生産・供給が拡大傾
　向にある資源
d:新規作物など、生産
　技術の普及・供給体
　制の整備・拡大が必
　要な資源
e:資源賦存状況を本事
　業にて把握する資源 イゼン トウガイ イッパン セイサン キョウキュウ シゲン シンキ サクモツ ギジュツ フキュウ キョウキュウ カクダイ シゲン シゲン ジョウキョウ ホン ハアク シゲン



								資源種類 シゲン シュルイ						具体名称 グタイ メイショウ										生産量等 セイサンリョウ トウ												資源生産/供給
体制等(注８ｂ) シゲン セイサン キョウキュウ タイセイ トウ チュウ										開発商品・
サービス種類 カイハツ ショウヒン シュルイ																事業
(注８ｃ) ジギョウ チュウ

																								(注８ａ)								単位 タンイ

						1

						2

						3

						4

						5

						6

						7																																																														注８ｃ チュウ

						8																																																														本事業にて商品・サービスを新規開発するのか、既存のものの改良かをお答えください。 ホン ジギョウ ショウヒン シンキ カイハツ キゾン カイリョウ コタ

						生産量等
データ時点 (注８a） セイサンリョウ トウ ジテン チュウ												資源１ シゲン										年 ネン		資源２ シゲン										年 ネン		資源３ シゲン										年 ネン		資源４ シゲン										年 ネン

																		資源５ シゲン										年 ネン		資源６ シゲン										年 ネン		資源７ シゲン										年 ネン		資源８ シゲン										年 ネン





						⑨		事業実施に関する合意形成状況 (注９) ジギョウ ジッシ カン ゴウイケイセイジョウキョウ チュウ																																																												注９ チュウ

								当該地区の関係者（住民・組織・団体）全体の関与・合意形成・協力に関し、下記ア～オにあげる取組状況や体制整備状況等について、該当する記号をご記入ください。 カンケイシャ ダンタイ ゼンタイ トリクミ ジョウキョウ トウ																																																												回答選択肢は次のとおりです。
◎：既にそうした取組
　が開始、体制が整っ
　ている
〇：取組途上である・
　取組の準備や調整段
　階
△：事業実施の中で取
　り組む予定
×：対応不可・取組予
　定なし カイトウ センタクシ ツギ スデ トリクミ カイシ トトノ トリクミ トジョウ ト ク ジュンビ チョウセイ ダン カイ ジギョウ ジッシ ナカ ト ク ヨテイ タイオウフカ



																ア:		地区住民・団体等による、地区及び活用地域資源についての見直し・再評価 チク ジュウミン ダンタイ トウ チク オヨ カツヨウ チイキ シゲン ミナオ サイヒョウカ

																イ:		地区住民・団体等へ、本事業への連携主体や協働者としての主体的参画を促進 チク ジュウミン ダンタイ トウ ホン ジギョウ レンケイ シュタイ キョウドウ シャ シュタイテキ サンカク ソクシン

																ウ:		本事業実施や目指す目標に関する合意形成に向けた、地区住民の話し合い ホン ジギョウ ジッシ メザ モクヒョウ カン ゴウイ ケイセイ ム チク ジュウミン ハナ ア

																エ:		地区の農林漁業関係者が地域資源の生産者・供給者等として関与 チク ノウリン ギョギョウ カンケイシャ トウ カンヨ

																オ:		市町村広報誌等により、市町村全域に対して本事業に関する情報提供 シチョウソン シチョウソン ゼンイキ タイ ホン ジギョウ カン





		Ⅲ 事業計画・成果目標 ジギョウ ケイカク セイカ モクヒョウ

				1		取組内容（メニュー）と時期  トリクミ ナイヨウ ジキ

						本交付金事業にて下記の各取組メニュー (注１ａ) への取組予定の有無を〇×等で示してください。なお、取組予定のあるメニューのうち、重点取組は◎（ただし４つまで）としてください。
さらに、「取組予定あり」（◎又は〇）のメニューについては、大凡の取組予定時期について、該当する欄を■で塗り潰してください。 ホン コウフキンジギョウ カキ カク トリクミ チュウ ト ク ヨテイ ウム トウ シメ ト ク ヨテイ ジュウテン トリクミ トリクミ ヨテイ マタ オオヨソ トリクミ ヨテイ ジキ ガイトウ ラン ヌ ツブ																																																														注１ａ チュウ

																																																																				取組メニューは、実施要領別表１の１の内容です（内容を整理しているので、別表１の１の記述とおりとはなっていません。）。
なお、メニューの各記述にある「商品」には、「モノ」だけでなく「コト」消費のサービスも含まれます。


 ト ク ジッシ ヨウリョウ ベッピョウ ナイヨウ ナイヨウ セイリ ベッピョウ キジュツ カク キジュツ ショウヒン ショウヒ フク

																																

						実施要領
別表１の１								メニュー左の黄色枠には、本交付金事業にて取組予定の有無を、予定ありなら「〇」（このうち重点取組は◎）、　予定なしなら「×」で示してください。 ヒダリ キイロ ワク ホン コウフキン ジギョウ トリクミヨテイ ウム ヨテイ ジュウテン トリクミ ヨテイ シメ																																								１年目 ネンメ				２年目 ネンメ				３年目 ネンメ

																																																						上半期 カミハンキ		下半期 シモハンキ		上半期 カミハンキ		下半期 シモハンキ		上半期 カミハンキ		下半期 シモハンキ

												取組メニュー (注１a) トリクミ チュウ

						（１）				

山之内 留美子(YAMANOUCHI Rumiko): ◎は最大４つ		a.地域の農林水産資源の賦存量や潜在的な活用可能量・活用方法の調査、固有の自然・景観等の調査 チイキ ノウリンスイサン シゲン フソンリョウ センザイ テキ カツヨウ カノウリョウ カツヨウホウホウ チョウサ

						資源量・利用形態等調査

												b.同資源の既存の利用状況・利用形態調査 ドウ シゲン キゾン リヨウ チョウサ

												c.同資源について詳しい地域人材や生産・活用のノウハウ、伝統的な技術・知恵、既存の加工販売施設等に関する調査 ドウシゲン クワ チイキ ジンザイ セイサン カツヨウ デントウ テキ ギジュツ チエ キゾン カコウ ハンバイ シセツ ナド カン チョウサ

						（２）						d.地域資源活用に向けた住民意向調査、活動計画づくりに向けた調査・検討等 チイキ シゲン カツヨウ ム ジュウミン イコウ チョウサ

						合意形成・組織づくり・人材育成　 ゴウイ ケイセイ ソシキ ジンザイ イクセイ

												e.実施体制づくりや活動組織づくりに向けたワークショップ開催等 トウ

												f.資源・商品生産等に必要な人材育成や技術・ノウハウ等のとりまとめ（マニュアル作り）や実践研修 シゲン ショウヒン セイサン トウ ヒツヨウ ジンザイ イクセイ ギジュツ トウ ヅク ジッセン ケンシュウ

						（３）						g.新商品（中身・内容）の開発（新商品開発に向けたターゲティング、試作、市場調査含む） シンショウヒン ナカミ ナイヨウ カイハツ シジョウチョウサ

						付加価値向上・販売促進等 フカカチ コウジョウ ハンバイソクシン トウ

												h.新商品の品質確保や加工品販売に必須な成分分析・調査 シンショウヒン ヒンシツ カコウヒン ハンバイ ヒッス																																																								注１ｂ チュウ

												i.既存商品（中身・内容）の改良（改良に向けたターゲティング、試作、市場調査含む） キソン ショウヒン ナカミ ナイヨウ カイリョウ カイリョウ シジョウチョウサ																																																								事業実施期間中、事業・作業の進行上、取組必至ながら、交付金の活用ができない内容（たとえばハード事業等）は、完全自己資金にて取り組む事項として、下段に具体の内容と取組時期をご記入ください（※）。

 ジギョウ ジッシ キカンチュウ ジギョウ サギョウ カンゼン ジコシキン ト ク ジコウ グタイ ナイヨウ トリクミ ジキ

												j.改良商品の品質確保や加工品販売に必須な成分分析・調査 カイリョウ ショウヒン ヒンシツ カコウヒン ハンバイ ヒッス

												k.新規開発・改良した商品についてのブランディング、ネーミング・パッケージデザイン

												l.新商品の価格設定や改良商品の価格改定に向けたコスト・市場分析調査など シン ショウヒン カイリョウショウヒン カカク カイテイ チョウサ

												m.新商品・改良商品の販路開拓・拡大に向けた一時的各種プロモーション（試験販売、展示会・商談会への出展、モニターツアー） シン ショウヒン カイリョウ ショウヒン カクダイ ム イチジテキ																																																								※		交付金事業で実施する内容に自己資金をプラスする場合は、上の(1)～（３）に含まれるため、自己資金取組の欄には記入しないでください。 バアイ フク ジコ シキン トリクミ ラン キニュウ

												n.新商品・改良商品の販路開拓・拡大のためのインターネット対応（Web広報活動、ＥＣサイト立上等）の取組 シン ショウヒン カイリョウ ショウヒン ハンロカイタク カクダイ タイオウ

						o.自己資金
取組
（注１b） ジコ シキン トリクミ チュウ





				2		各年度別事業内容 (注２) カク ネンドベツ ジギョウ ナイヨウ チュウ																																																														注２ チュウ

						これまでの記載内容を踏まえつつ、年度別の事業内容を具体的かつ簡潔にご記入ください。 キサイ ナイヨウ ネンドベツ ジギョウ ナイヨウ グタイテキ																																																														上記Ⅰ～Ⅲの１の内容や、後述Ⅲの３の成果目標の内容と矛盾しないよう留意の上、簡潔にご記入ください。 ジョウキ ナイヨウ コウジュツ セイカ モクヒョウ ナイヨウ ムジュン リュウイ ウエ カンケツ



				【１年目 令和 ネンメ レイワ																年度）】　(注２ａ) ネンド チュウ

										（１）資源量調査等 シゲンリョウ チョウサトウ

						事業内容 ジギョウ ナイヨウ				（２）合意形成等 ゴウイケイセイトウ																																																										注２ａ チュウ

										（３）付加価値・販促等 フカ カチ ハンソク トウ																																																										２年目以降については、具体的記載が困難なものや、場合によっては計画変更もあり得るところですが、１年目については、仮に採択されればすぐに開始する内容ですので、具体性・確実性の高い内容（※）をしっかりご記入ください。 ネンメ イコウ グタイテキ キサイ コンナン バアイ ケイカク ヘンコウ エ ネンメ カリ サイタク カイシ ナイヨウ グタイセイ カクジツセイ タカ ナイヨウ

						(注２b) チュウ				その他 タ

						概要 ガイヨウ





																																																																				※		提案書の記載事項について、内容によっては、実施が認められないものもあり得ることに注意（実施計画の段階であらためて農政局等より指示があります。） テイアンショ キサイ ジコウ ナイヨウ ジッシ ミト エ チュウイ ジッシ ケイカク ダンカイ ノウセイキョク トウ シジ

						連携主体 レンケイシュタイ		名称/役割/取組 メイショウ ヤクワリ トリクミ



						年度末成果
（注２ｃ） ネンドマツ セイカ チュウ																																																														注２ｂ チュウ

						自己資金取組 ジコシキン トリクミ																																																														事業内容は、実施要領別表１の１の項目別にご記入ください。取り組まない事業内容欄には何も記入しないでください。 ジギョウ ナイヨウ ジッシ ヨウリョウ ベッピョウ コウモクベツ ト ク ジギョウ ナイヨウ ラン ナニ キニュウ



				【２年目 令和 ネンメ レイワ																年度）】　(注２ａ参照) ネンド チュウ サンショウ

										（１）資源量調査等 シゲンリョウ チョウサトウ

						事業内容 ジギョウ ナイヨウ				（２）合意形成等 ゴウイケイセイトウ																																																										注２ｃ チュウ

										（３）付加価値・販促等 フカ カチ ハンソク トウ																																																										年度末成果の欄には、後述Ⅲの３の成果指標に出てくる内容を必ずご記入ください。
その他、成果指標にはしていないものの、「この年これを達成することが一つの成果」といった内容があれば、あわせてご記入ください。 ネンドマツ セイカ ラン コウジュツ セイカ シヒョウ デ ナイヨウ カナラ タ セイカ シヒョウ トシ タッセイ ナイヨウ

						(注２b) チュウ				その他 タ

						概要 ガイヨウ







						連携主体 レンケイシュタイ		名称/役割/取組 メイショウ ヤクワリ トリクミ



						年度末成果
（注２ｃ） ネンドマツ セイカ チュウ

						自己資金取組 ジコシキン トリクミ



				【３年目 令和 ネンメ レイワ																年度）】　(注２ａ参照) ネンド チュウ サンショウ

										（１）資源量調査等 シゲンリョウ チョウサトウ

						事業内容 ジギョウ ナイヨウ				（２）合意形成等 ゴウイケイセイトウ

										（３）付加価値・販促等 フカ カチ ハンソク トウ

						(注２b) チュウ				その他 タ

						概要 ガイヨウ



																																																																				注３ チュウ

						連携主体 レンケイシュタイ		名称/役割/取組 メイショウ ヤクワリ トリクミ																																																												間接的・複合的要因による指標ではなく、本取組成果と評価できるものとしてください。必須指標の目標値は、上段に単年度、下段に累計をご記入ください。それ以外の指標は、単年度・累計どちらの数値であるか、指標の欄で選択し、お示しください。 カンセツテキ フクゴウテキ ヨウイン シヒョウ ホン トリクミ セイカ ヒョウカ ヒッス シヒョウ モクヒョウチ ウエ ダン カダン キニュウ イガイ シヒョウ タンネンド ルイケイ スウチ シヒョウ ラン シメ



						年度末成果
（注２ｃ） ネンドマツ セイカ チュウ

						自己資金取組 ジコシキン トリクミ



				3		成果指標と目標値 (注３) セイカ シヒョウ モクヒョウ チ チュウ

						本取組の目標や達成状況を把握するため、成果指標、目標値及びその根拠をご記入ください。なお、指標No.１（販売額又は雇用数（注３ａ））及びNo.２（新商品開発数又は既存商品改良数）は各々どちらか１つの指標設定を必須とし（両方の指標を設定しても構わない。）、これらを含む全指標の数は３以上５以下としてください（注３ｂ）。さらに、目標値（No.1及びNo.2以外の指標については、目標値のみならず指標自体についても）の根拠・妥当性を最下段に簡潔にご記入ください。
事業完了年度は事業開始年度から起算して３年目を基本とし、目標達成年度は、事業で取り組んだ商品開発又は改良が全て完了する年度（注３ｃ）をご記入ください。 ホン トリクミ モクヒョウ タッセイ ジョウキョウ ハアク セイカ シヒョウ モクヒョウ チ オヨ コンキョ チュウ モクヒョウチ オヨ イガイ シヒョウ モクヒョウチ シヒョウ ジタイ コンキョ ダトウセイ サイカダン カンケツ チュウ

																																																																				注３ａ チュウ

																																																																				販売額を指標とし、複数商品の販売額合計を目標値に入れている場合、その内訳を、下段の「目標値の根拠等」の欄にご記入ください（記載例参照）。
雇用指標・目標値の場合、常勤、臨時、派遣、パート・バイト等の別をご記入ください。なお、本交付金で雇用する「臨時雇用者」の数は、目標数値に入れないでください。 ハンバイガク シヒョウ フクスウ ショウヒン ハンバイガク モクヒョウチ イ バアイ ウチワケ カダン モクヒョウチ コンキョ トウ ラン キサイレイ サンショウ コヨウ モクヒョウチ バアイ コヨウ シャ モクヒョウ



						項目 (注３) コウモク チュウ																								現在 ゲンザイ						目標値 (注３) モクヒョウ チ チュウ

																																				１年目 ネンメ						２年目 ネンメ						事業
完了年度 ジギョウ カンリョウ ネンド						目標
達成年度 モクヒョウ タッセイ ネンド						事業開始10年目 ジギョウ カイシ ネン メ

						No.		指標 シヒョウ																		単位 タンイ								年度 ネンド						年度 ネンド						年度 ネンド						年度 ネンド						年度 ネンド						年度 ネンド

						1

																																				0						0						0

						2

																																				0						0						0																				注３ｂ チュウ

						3																																																														指標・目標のうち、２以上は事業完了年度までに、さらにそのうち１つは２年目完了までに、プラス効果が評価できる指標・目標値としてください。 コウカ ヒョウカ

						4

						5

						目標値の根拠等 モクヒョウチ コンキョ トウ																																																														注３ｃ チュウ

																																																																				事業完了年度と目標達成年度が同じ場合、目標達成年度の年度欄に「同左」とご記入ください。
（事業完了年度と目標達成年度の考え方は、Ⅳの１参照） ジギョウ カンリョウ ネンド モクヒョウ タッセイ ネンド カンガ カタ サンショウ









		Ⅳ 交付金事業完了後の事業継続計画等 トウ

				1		目標達成までの取組内容　 モクヒョウ タッセイ トリクミ ナイヨウ																																																														注１ チュウ

						本交付金は、事業の目標達成を、商品・サービスの開発（改良含む）が全て完了した段階（販売可能な形が整った段階）とし、そこに向けた全取組期間のうちの最長３年間を支援するものです。このため、場合によっては、事業完了年度と目標達成年度が異なる場合もあり得ると考えています。
これを踏まえ、貴市町村が計画する事業について、事業完了年度と目標達成年度を示すとともに、両年度が異なる場合、枠内にその理由を、さらに、交付金事業完了以降目標達成までの期間の活動主体、取組内容、同期間内の成果について、適宜、簡潔にご記入ください。 ホン コウフキン ジギョウ モクヒョウ タッセイ ショウヒン カイハツ カイリョウ フク スベ カンリョウ ダンカイ ハンバイ カノウ カタチ トトノ ダンカイ ム ゼン トリクミ キカン サイチョウ ネンカン シエン バアイ ジギョウ カンリョウ ネンド コト バアイ エ カンガ フ キ シチョウソン ケイカク ジギョウ ジギョウ カンリョウ ネンド モクヒョウ タッセイ ネンド シメ リョウネンド コト バアイ ワクナイ リユウ コウフキン ジギョウ カンリョウ イコウ モクヒョウ タッセイ キカン カツドウ シュタイ トリクミ ナイヨウ ドウ キカン ナイ セイカ テキギ カンケツ																																																														枠外の年度及び事業開始何年目かは、記入必須です（事業完了年度と目標達成年度が同じ場合も含まれます。）。
四角枠内は、事業完了年度と目標達成年度が異なる場合のみ、適宜、記入（※）してください。 ワクガイ ネンド オヨ ジギョウ カイシ ナンネンメ キニュウ ヒッス ジギョウ カンリョウ ネンド モクヒョウ タッセイ ネンド オナ バアイ フク シカク ワクナイ ジギョウ カンリョウ ネンド モクヒョウ タッセイ ネンド コト バアイ テキギ キニュウ





																【目標達成 令和 モクヒョウ タッセイ レイワ						年度（事業開始 ネンド ジギョウ カイシ																年目）】 ネン メ								（注１) チュウ

						事業完了年度と目標達成年度が異なる理由

						活動主体
名称/役割 カツドウ シュタイ メイショウ ヤクワリ																																																														※		事業完了年度と目標達成年度が異なる理由以外の記載は、全て、事業完了年度以降、目標達成年度までの期間（複数年でも）に関わる内容を、まとめてご記入ください。
成果についても、事業完了後の期間における成果のみご記入ください。 ジギョウ カンリョウ ネンド モクヒョウ タッセイ ネンド コト リユウ イガイ キサイ スベ ジギョウ カンリョウ ネンド イコウ モクヒョウ タッセイ ネンド キカン フクスウ ネン カカ ナイヨウ セイカ ジギョウ カンリョウゴ キカン セイカ

						取組内容 トリクミ ナイヨウ



						成果 セイカ



				2		事業継続のための必要資源・人材の調達範囲や販売ターゲット ジギョウ ケイゾク																																																範囲イメージ図 ハンイ ズ

						本交付金事業期間完了後、取組の継続に必要となる資源・人材の調達範囲や、商品・サービスのターゲット範囲について、目指す方向性（ただし、ある程度、現実的で確度の高いもの）に最も近いものをそれぞれ選択してください 。選択肢に適当な範囲がない場合は、「その他」とし、具体の範囲を下欄にご記入ください。なお、範囲については、右のイメージ図の番号をもとに選択・ご記入ください（注２a)。
その上で、その範囲とする理由・必要性 (注２b) 、目指す方向性に向けた必要な取組事項等を右の欄にご記入ください。 ホンコウフキン ジギョウ カンリョウ ゴ トリクミ ケイゾク ヒツヨウ シゲン ジンザイ チョウタツ ハンイ ショウヒン ハンイ メザ ホウコウセイ テイド ゲンジツテキ カクド タカ モット チカ センタク ハンイ ミギ ズ バンゴウ センタク チュウ ウエ ハンイ リユウ ヒツヨウセイ チュウ メザ ホウコウ セイ ム ヒツヨウ トリクミ ジコウ トウ ミギ																																												④近隣以外（他府県） キンリン イガイ タフケン

																																																				③近隣市町村 キンリン シチョウソン

																																																						②同市町村内 ドウ シチョウソン ナイ																⑤大都市圏 ダイトシケン

																																																								①当該地区 トウガイ チク





																																																																										⑥海外 カイガイ



						項目 コウモク										範囲
(注２ａ) ハンイ チュウ								左記範囲とする理由・必要性
 (注２ｂ) サキ ハンイ リユウ ヒツヨウセイ チュウ																						目指す方向性実現に向けた
必要事項等 メザ ホウコウセイ ジツゲン ム ヒツヨウ ジコウ トウ																						注２ａ チュウ

						a. 活用地域資源調達 カツヨウ チョウタツ																																																														①と②が同じ場合は、①として回答してください。
サービス開発のみで商品開発を行わない場合のｂ は、「該当なし」を選択してください（その場合、右欄の理由・必要事項の記入は不要です）。
 オナ バアイ カイトウ ガイトウ センタク バアイ ミギ ラン リユウ ヒツヨウ ジコウ キニュウ フヨウ

														

						b. 商品生産施設・在庫保管場所等整備 シセツ ザイコ ホカン バショ トウ セイビ

														

						c. 商品生産・サービス提供人材調達 チョウタツ																																																														注２ｂ チュウ

																																																																				左欄が「未検討」の場合、どのような段階・状況で検討する予定であるかなどをご記入ください。 サラン ヨテイ

						d.商品・サービスの販売（取次・予約等） ショウヒン ハンバイ トリツギ ヨヤク トウ

														





				3		全体構想まとめ ゼンタイ コウソウ

						これまでご記入いただいた内容等を要約した全体構想は下表となります（注３））。これを踏まえつつ、さらに下記ア～エについて、適宜、予定やお考えをご記入ください。
　


るとともに、10年後＝上記Ⅲの３で立てた１０年後の成果目標の達成時＝には、当該地区がどのような姿となることが期待されるのか等、簡潔にご記入ください。 キニュウ ナイヨウ トウ ヨウヤク ゼンタイ コウソウ カヒョウ チュウ フ カキ テキギ ヨテイ カンガ ネンゴ ジョウキ タ ネンゴ セイカ タッセイ ジ トウガイ チク スガタ キタイ トウ カンケツ																																																														注３ チュウ

																																																																				緑色セルは、他の記載内容が自動転記されており、ここでは変更できません。変更・修正の必要があれば、元の表において行ってください。 ミドリイロ タ キサイ ナイヨウ ジドウ テンキ ヘンコウ ヘンコウ シュウセイ オコナ

						ア		本事業実施主体は市町村ですが、交付金事業期間完了後はどういった方（達）が本取組を継承し、収益事業を継続する予定、又はそれが妥当とお考えでしょうか。 ホン ジギョウ ジッシ シュタイ シチョウソン コウフキン ジギョウ キカン カンリョウ アト カタ タチ ホン トリクミ ケイショウ シュウエキ ジギョウ ケイゾク ヨテイ マタ ダトウ カンガ

						イ		上記アの実現のため、交付金事業実施期間中に取り組む必要事項等があればご記入ください。なお、その内容は、交付金事業で直接的に対応するものでなくても結構です（特になければ、「特に無し」とご記入ください。）。 ジョウキ ジツゲン コウフキン ジギョウ ジッシ キカンチュウ ト ク ヒツヨウ ジコウ トウ

						ウ		収益事業継続のための資金面の課題解決に向けて、どのようなことが必要で、例えば交付金事業実施期間中に取組・準備・調整等を行う予定があるなど、何かお考えがあればご記入ください。特になければ、「特に無し」とご記入ください。 シュウエキ ジギョウ ケイゾク シキンメン カダイ カイケツ ム ヒツヨウ タト コウフキン ジギョウ ジッシ キカンチュウ トリクミ ジュンビ チョウセイ トウ オコナ ヨテイ ナニ カンガ キニュウ トク トク ナ

						エ		本取組の結果、地域経済に与えるインパクトの面から、事業開始10年後に当該地区はどのような姿になっていると期待できるか、具体的・簡潔かつ現実的にご記入ください。



						・		地域資源と成果品（Ⅱの２の⑧） チイキシゲン セイカ ヒン										資源 シゲン								成果品 セイカ ヒン																資源 シゲン								成果品 セイカ ヒン

																		-								-																-								-

																		-								-																-								-

																		-								-																-								-

																		-								-																-								-

						・		主な取組内容と取組時期（Ⅲの１） オモ トリクミナイヨウ トリクミ ジキ										主要取組事項（4つ） シュヨウ トリクミ ジコウ																																				１年目 ネンメ				２年目 ネンメ				３年目 ネンメ

																		-																																														

																		-																																														

																		-																																														

																		-																																														

						・		目標成果／数値（Ⅲの３） モクヒョウ セイカ スウチ										成果指標 セイカ シヒョウ																								(現在) ゲンザイ						完了年度時点目標値
(現在＋事業成果累計) カンリョウ ネンド ジテン モクヒョウ アタイ ゲンザイ ジギョウ セイカ ルイケイ														単位 タンイ

																																																0														

																																																0														

																																																0														

																		-																								-						-														-

																		-																								-						-														-

						・		本事業取組により、直接的に解決を目指す課題（Ⅱの２の⑦） ホン ジギョウ トリクミ チョクセツ テキ カイケツ メザ カダイ										-																-																-

																		-																-																-

																		-																-																-

																		-																-																-

																		-																-																その他 タ		-

																		-																-

						・		事業費（Ⅴ） ジギョウヒ										本交付金計 ホン コウフキン ケイ								0												千円 センエン				総事業費 ソウ ジギョウヒ								0												千円 センエン

						ア		事業完了後の活動主体・担い手 ジギョウ カンリョウゴ カツドウ シュタイ ニナ テ

						イ		上記アの実現に必要な取組事項等 ジョウキ ジツゲン ヒツヨウ トリクミ ジコウ トウ

						ウ		事業継続に必要な資金面の課題について ジギョウ ケイゾク ヒツヨウ シキン メン カダイ

						エ		10年後に期待する地区の姿 ネンゴ キタイ チク スガタ





		Ⅴ		年度別事業計画とその経費内訳　 ネンド ベツ ジギョウ ケイカク ケイヒ ウチワケ



				 １年目（令和 レイワ																年度）の取組事項と経費																																										単位：千円 タンイ センエン

				取組事項／経費項目 ト ク ケイヒ コウモク																										総事業費 ソウ ジギョウヒ										本交付金 ホン コウフキン										市町村費 シチョウソン ヒ								その他 タ								備考 ビコウ

																														A＝B＋C＋D										B										C								D										



				1		地域資源調査等 トウ																								0										0										0								0

				内訳 ウチワケ				項目名 コウモク メイ

				①												（○○○）

山之内 留美子(YAMANOUCHI Rumiko): 括弧及び括弧内記載は必須ではありません（何についての何費用か、あえて明確にしたい場合、適宜、ご記入ください。）。無ければ消していただいて結構です。														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				2		合意形成、組織づくり、人材育成 ゴウイ カタチ シゲル ソシキ ジンザイ イクセイ																								0										0										0								0

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				3		付加価値向上、販売促進等 フカ カチ コウジョウ ハンバイ ソクシン トウ																								0										0										0								0

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				合計 ゴウケイ																										0										0										0								0







				 ２年目（令和 レイワ																年度）の取組事項と経費																																										単位：千円 タンイ センエン

				取組事項／経費項目 ト ク ケイヒ コウモク																										総事業費 ソウ ジギョウヒ										本交付金 ホン コウフキン										市町村費 シチョウソン ヒ								その他 タ								備考 ビコウ

																														A＝B＋C＋D										B										C								D										



				1		地域資源調査等 トウ																								0										0										0								0

				内訳 ウチワケ				項目名 コウモク メイ

				①												（○○○）

山之内 留美子(YAMANOUCHI Rumiko): 括弧及び括弧内記載は必須ではありません（何についての何費用か、あえて明確にしたい場合、適宜、ご記入ください。）。無ければ消していただいて結構です。														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				2		合意形成、組織づくり、人材育成 ゴウイ カタチ シゲル ソシキ ジンザイ イクセイ																								0										0										0								0

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				3		付加価値向上、販売促進等 フカ カチ コウジョウ ハンバイ ソクシン トウ																								0										0										0								0

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				合計 ゴウケイ																										0										0										0								0







				 ３年目（令和 レイワ																年度）の取組事項と経費																																										単位：千円 タンイ センエン

				取組事項／経費項目 ト ク ケイヒ コウモク																										総事業費 ソウ ジギョウヒ										本交付金 ホン コウフキン										市町村費 シチョウソン ヒ								その他 タ								備考 ビコウ

																														A＝B＋C＋D										B										C								D										



				1		地域資源調査等 トウ																								0										0										0								0

				内訳 ウチワケ				項目名 コウモク メイ

				①												（○○○）

山之内 留美子(YAMANOUCHI Rumiko): 括弧及び括弧内記載は必須ではありません（何についての何費用か、あえて明確にしたい場合、適宜、ご記入ください。）。無ければ消していただいて結構です。		

山之内 留美子(YAMANOUCHI Rumiko): 括弧及び括弧内記載は必須ではありません（何についての何費用か、あえて明確にしたい場合、適宜、ご記入ください。）。無ければ消していただいて結構です。		

山之内 留美子(YAMANOUCHI Rumiko): 括弧及び括弧内記載は必須ではありません（何についての何費用か、あえて明確にしたい場合、適宜、ご記入ください。）。無ければ消していただいて結構です。														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				2		合意形成、組織づくり、人材育成 ゴウイ カタチ シゲル ソシキ ジンザイ イクセイ																								0										0										0								0

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				3		付加価値向上、販売促進等 フカ カチ コウジョウ ハンバイ ソクシン トウ																								0										0										0								0

				①												（○○○）														0

				②												（○○○）														0

				③												（○○○）														0

				④												（○○○）														0

				⑤												（○○○）														0

				⑥												（○○○）														0

				⑦												（○○○）														0

				⑧												（○○○）														0

				⑨												（○○○）														0

				⑩												（○○○）														0

				⑪												（○○○）														0

				⑫												（○○○）														0

				⑬												（○○○）														0

				⑭												（○○○）														0

				⑮												（○○○）														0

																														0



				合計 ゴウケイ																										0										0										0								0





その他の指標記載例：連携主体の数、地域内での本取組やブランドの認知度（←毎年のアンケート等独自の実施が必要）、関連イベント訪問者数、本取組関連ＨＰ閲覧者数、「完成品／試作品数」（累計で見る場合、分子は年々増加し、分母も前半は増加し、後半は横ばいになる傾向が一般かと思われる）、外からの移住者数、住民数、活用している地域資源の地域内生産量（割合）や生産者数、過去５年平均の流出者数（これは年々（特に後半）減少していくのが望ましい）、地区内商品が販売可能な地区外施設数　etc.

記載例（上記の場合）：新商品は２年目に１つ（商品a）完成。３年目から本格的な販売開始で、この年初めて50万円の売上計上。目標達成年までには、さらに４商品（商品b～e）の販売が開始され、年間400万円（a～cで200万円、ｄ・eで200万円程度）を、目標達成年度以降、さらに２つ（f、ｇ）のサービスが加わる。10年目までには全商品・サービス(a～ｇの７つ)について、販売・製造・提供体制も整えられ、また広告宣伝効果から年間１千万円（a～eで500万円、f、ｇで500 万円）の売上を見込む。（←各商品・サービスの開発翌年に販売開始の前提）

グループ 8

◆交付金事業実施期間中に、そのことに対する地域の合意形成を行う必要
◇交付金事業実施期間中に、実施主体となるべき者（組織）の育成、法人化準備

◆ 当該地区内では事業運営は厳しいので、同町内の○○が事業を継承する予定
◇ 当該地区の住民組織（資源生産者を含む）が必要に応じて法人化した組織


◆加工食品の販売のためのＨＡＣＣＰ対応施設整備（○○交付金の活用も視野）
◇運転資金を自身で作り、又、必要時に金融機関から融資も受けられるよう収益事業を利益を上げる必要があり、そのための経営的意識・知識・技術・ノウハウの獲得


◆特産品の製造・販売が軌道にのることで、当該地区の資源生産が活性化し（生産者の意欲・収益向上）、また、町内における安定雇用の確保が実現。
◇観光プログラムの提供により、交流・関係人口が増加し、荒廃農地や森林の保全への ボランティア等の支援も増加。美しい景観が復活することで、訪れる人がさら に増えるといった好循環が生まれ、地域経済が活性化されている。

作成

変更

グループ 54

※他の補助金等を活用する場合は、活用する事業の所管団体と事業名をご記入ください。

※自己資金を活用すると総事業費が高くなり、委託（事業費の５割まで）の額を増やすことができますので、必ず書いてください。

※当該事業により収入が生じる場合は、その旨をご記入ください。

※積算根拠となる根拠資料（見積書・カタログ・パンフレットの写し等）、を必ず添付してください。
当該積算資料が各経費項目のどれに該当するのか分かるよう、当該根拠資料の欄外に項目番号（１①や３⑤など）をご記入ください。

※１～３の複数項目に係る内容について、分割せず、一括で外部委託する場合などは、１～３のいずれか１つに合計を計上しつつ、備考欄にその旨ご記入いただいても結構です。

※他の補助金等を活用する場合は、活用する事業の所管団体と事業名をご記入ください。

※自己資金を活用すると総事業費が高くなり、委託（事業費の５割まで）の額を増やすことができますので、必ず書いてください。

※当該事業により収入が生じる場合は、その旨をご記入ください。

※積算根拠となる根拠資料（見積書・カタログ・パンフレットの写し等）、を必ず添付してください。
当該積算資料が各経費項目のどれに該当するのか分かるよう、当該根拠資料の欄外に項目番号（１①や３⑤など）をご記入ください。

※１～３の複数項目に係る内容について、分割せず、一括で外部委託する場合などは、１～３のいずれか１つに合計を計上しつつ、備考欄にその旨ご記入いただいても結構です。

※他の補助金等を活用する場合は、活用する事業の所管団体と事業名をご記入ください。

※自己資金を活用すると総事業費が高くなり、委託（事業費の５割まで）の額を増やすことができますので、必ず書いてください。

※当該事業により収入が生じる場合は、その旨をご記入ください。

※積算根拠となる根拠資料（見積書・カタログ・パンフレットの写し等）、を必ず添付してください。
当該積算資料が各経費項目のどれに該当するのか分かるよう、当該根拠資料の欄外に項目番号（１①や３⑤など）をご記入ください。

※１～３の複数項目に係る内容について、分割せず、一括で外部委託する場合などは、１～３のいずれか１つに合計を計上しつつ、備考欄にその旨ご記入いただいても結構です。



別紙●



		山村活性化対策事業　過去実績概要　 サンソン カッセイカ タイサク ジギョウ カコ ジッセキ ガイヨウ												Ｒ５実施主体名 ジッシ シュタイ メイ



								記入方法 キニュウ ホウホウ

								無地セルには、必要な情報を直接、ご記入ください。 ムジ ヒツヨウ ジョウホウ チョクセツ キニュウ

								黄色セルは、選択肢から該当を選択してください。 キイロ センタクシ ガイトウ センタク



		●				 回目事業概要　（注１） カイメ ジギョウガイヨウ チュウ



				1		対象振興山村名　（注２） タイショウ シンコウ サンソン メイ チュウ		関係 カンケイ		振興山村名 シンコウ サンソン メイ		関係 カンケイ		振興山村名 シンコウ サンソン メイ		関係 カンケイ		振興山村名 シンコウ サンソン メイ









				2		実施主体種類・事業実施
期間　（注３） ジッシ シュタイ シュルイ ジギョウ ジッシ キカン チュウ		関係 カンケイ		実施主体種類 ジッシ シュタイ シュルイ				事業実施期間 ジギョウ ジッシ キカン

																～



				【３は２の実施主体種類が「地域協議会」の場合のみご記入ください】 ジッシ シュタイ シュルイ チイキ キョウギカイ バアイ キニュウ

				3		a 協議会名　 キョウギカイ メイ		名称 メイショウ



						b 協議会構成員　（注４） キョウギカイ コウセイイン チュウ		名称 メイショウ				名称 メイショウ				名称 メイショウ





								名称 メイショウ				名称 メイショウ				名称 メイショウ







				4		連携主体　（注５） レンケイ シュタイ チュウ		名称 メイショウ				名称 メイショウ				名称 メイショウ





								名称 メイショウ				名称 メイショウ				名称 メイショウ









				回目事業概要つづき　 カイメ ジギョウガイヨウ										Ｒ５実施主体名 ジッシ シュタイ メイ		



				5		事業対象地区　（注６） ジギョウ タイショウ チク チュウ



								関係 カンケイ		地区名等 チク メイ トウ		関係 カンケイ		地区名等 チク メイ トウ		関係 カンケイ		地区名等 チク メイ トウ









				6		活用資源等　（注７） カツヨウ シゲン トウ チュウ		資源具体名称 シゲン グタイ メイショウ				資源具体名称 シゲン グタイ メイショウ				資源具体名称 シゲン グタイ メイショウ







								資源具体名称 シゲン グタイ メイショウ				資源具体名称 シゲン グタイ メイショウ				資源具体名称 シゲン グタイ メイショウ







								資源具体名称 シゲン グタイ メイショウ				資源具体名称 シゲン グタイ メイショウ









				7		主な取組内容（上位４つ） オモ トリクミ ナイヨウ ジョウイ













		記載注意事項 キサイ チュウイ ジコウ



		注１ チュウ		複数回の実施がある場合、回数分の概要を作成・提出してください。 フクスウカイ ジッシ バアイ カイスウ マイカイ ブン ガイヨウ サクセイ テイシュツ

		注２ チュウ		振興山村名の前の黄色セルには、過去の事業実績のある振興山村と今回事業提案している振興山村との関係について、該当を下記記号から選択してご記入ください。 シンコウ サンソン メイ マエ キイロ カコ ジギョウ ジッセキ シンコウ サンソン コンカイ ジギョウ テイアン シンコウ サンソン カンケイ ガイトウ カキ キゴウ センタク キニュウ

				●		過去に事業を実施した振興山村と今回の振興山村が同一 カコ ジギョウ ジッシ シンコウ サンソン コンカイ シンコウ サンソン ドウイツ

				▲		過去に事業を実施した振興山村を今回の振興山村が一部として含む場合（逆の場合は●） カコ ジギョウ ジッシ シンコウ サンソン コンカイ シンコウ サンソン イチブ フク バアイ ギャク バアイ

				○		過去に事業を実施した振興山村と今回の振興山村は無関係 カコ ジギョウ ジッシ シンコウ サンソン コンカイ シンコウ サンソン ムカンケイ



				●の場合 バアイ								▲の場合 バアイ

						過去＝今回 カコ コンカイ								今回 コンカイ



														過去 カコ







		注３ チュウ		実施主体種類の前の黄色セルには、今回の提案事業の実施主体との関係について、該当を下記記号から選択してご記入ください。 ジッシ シュタイ シュルイ マエ キイロ コンカイ テイアン ジギョウ ジッシ シュタイ カンケイ ガイトウ カキ キゴウ センタク キニュウ

				●		過去と今回の事業実施主体が同一 又は 過去実施主体が今回実施主体の前身にあたるなど、ほぼ同一の場合 カコ コンカイ ジギョウ ジッシ シュタイ ドウイツ マタ カコ ジッシ シュタイ コンカイ ジッシ シュタイ ゼンシン ドウイツ バアイ

				▲		過去と今回の事業実施主体が同一ではないが、関係がある場合（「過去も今回も市町村。ただし部署が異なる」「過去も今回も協議会。前回と重なる者が含まれ得るが、協議会名称・代表者・構成員が異なる」） カコ コンカイ ジギョウ ジッシ シュタイ ドウイツ カンケイ バアイ カコ コンカイ シチョウソン ブショ コト カコ コンカイ キョウギカイ エ キョウギ カイ メイショウ ダイヒョウシャ コウセイイン コト

				○		過去と今回の事業実施主体は無関係 カコ コンカイ ジギョウ ジッシ シュタイ ムカンケイ



				●の場合 バアイ								▲の場合 バアイ

				市町村 シチョウソン		過去＝今回 カコ コンカイ						市町村 シチョウソン		過去 カコ				今回 コンカイ

						◇◇町
A部 マチ ブ								◇◇町
Ａ部 マチ ブ		→		◇◇町
Ｂ部 マチ ブ



						又は マタ

				協議会 キョウギカイ		過去≒今回（ほぼ同一） カコ コンカイ ドウイツ						協議会 キョウギカイ		過去 カコ				今回 コンカイ

						今回：協議会あ’ コンカイ キョウギカイ								協議会あ
代表者Ａa キョウギカイ ダイヒョウ シャ		→		協議会い
代表者Ｄd キョウギカイ ダイヒョウ シャ

						過去：協議会あ
代表者Ａa カコ キョウギカイ ダイヒョウシャ

														構成:A,B,C,D コウセイ				構成:D,E,F,G コウセイ





		注４ チュウ		上段には組織名称等を記載してください。 ジョウダン ソシキ メイショウ トウ キサイ

				下段左は、今回の提案事業の実施主体・連携主体との関係について、該当記号をご記入ください。 ゲダン ヒダリ キニュウ

				●		過去事業における地域協議会構成員と（ほぼ）同一の組織が、今回の事業実施主体である地域協議会の構成員及び／又は主要連携主体である カコ ジギョウ チイキ キョウギカイ コウセイイン ドウイツ ソシキ コンカイ ジギョウ ジッシ シュタイ チイキ キョウギカイ コウセイイン オヨ マタ シュヨウ レンケイ シュタイ

				▲		過去事業における地域協議会構成員と（ほぼ）同一の組織が、今回の連携主体（ただし主要メンバーではない）に含まれる カコ レンケイ シュタイ シュヨウ フク

				○		過去の協議会構成員は、今回の事業とは無関係 カコ キョウギカイ コウセイイン コンカイ ジギョウ ムカンケイ

				下段右は、当該組織の法人形態等を選択してください。 カダン ミギ トウガイ ソシキ ホウジン ケイタイ トウ センタク

				※		今回の事業との関係性が高い６組織（記号で言えば、●や▲に該当）を優先的に記載してください。 コンカイ ジギョウ カンケイ セイ タカ ソシキ キゴウ イ ガイトウ ユウセンテキ キサイ



		注５ チュウ		上段には組織名称等を記載してください。 ジョウダン ソシキ メイショウ トウ キサイ

				下段左は、今回の提案事業の実施主体・連携主体との関係について、該当記号をご記入ください。 ゲダン ヒダリ キニュウ

				●		過去事業における連携主体と（ほぼ）同一の組織が、今回の事業実施主体である地域協議会の構成員及び／又は主要連携主体である カコ ジギョウ レンケイ シュタイ ドウイツ ソシキ コンカイ ジギョウ ジッシ シュタイ チイキ キョウギカイ コウセイイン オヨ マタ シュヨウ レンケイ シュタイ

				▲		過去事業における連携主体と（ほぼ）同一の組織が、今回の連携主体（ただし主要メンバーではない）に含まれる カコ レンケイ シュタイ レンケイ シュタイ シュヨウ フク

				○		過去の連携主体は、今回の事業とは無関係 カコ レンケイ シュタイ コンカイ ジギョウ ムカンケイ

				下段右は、当該組織の法人形態等を選択してください。 カダン ミギ トウガイ ソシキ ホウジン ケイタイ トウ センタク

				※		今回の事業との関係性が高い６組織（記号で言えば、●や▲に該当）を優先的に記載してください。 コンカイ ジギョウ カンケイ セイ タカ ソシキ キゴウ イ ガイトウ ユウセンテキ キサイ



		注６ チュウ		過去実施の裨益地区が、山村全体ではなく一部の集落などに特定される場合、当該地区等について、適宜ご記入ください。 カコ ジッシ ヒエキ チク サンソン ゼンタイ イチブ シュウラク トクテイ バアイ トウガイ チク トウ テキギ キニュウ

				そうした特定地区がなければ上段にて「特になし」を選択してください。 トクテイ チク ジョウダン トク センタク

				集落名等の前の黄色セルには、今回事業の裨益地区との関係について、該当を下記記号でお示しください。 シュウラク メイ トウ マエ キイロ コンカイ ジギョウ ヒエキ チク カンケイ ガイトウ カキ キゴウ シメ

				●		過去の地区が今回の事業地区と同一（過去の地区が今回の地区を包含している場合もこちら） カコ チク コンカイ ジギョウ チク ドウイツ カコ チク コンカイ チク ホウガン バアイ

				▲		過去の地区と今回の事業地区との間に少し関係性あり（ごく一部重なるなど） カコ チク コンカイ ジギョウ チク アイダ スコ カンケイ セイ イチブ カサ

				○		過去事業地区と今回の事業地区とは無関係 カコ ジギョウ チク コンカイ ジギョウ チク ムカンケイ

				※		今回の事業との関係性が高い９集落等（記号で言えば、●や▲に該当）を優先的に記載してください。 コンカイ ジギョウ カンケイ セイ タカ シュウラク トウ キゴウ イ ガイトウ ユウセンテキ キサイ



				●の場合 バアイ								▲の場合 バアイ

						過去＝今回 カコ コンカイ

														今回 コンカイ





						過去 カコ

														過去 カコ

						今回 コンカイ







		注７ チュウ		上段は、当時の事業で活用した資源の具体名称（コメとか山菜とか）をご記入ください。 ジョウダン トウジ ジギョウ カツヨウ シゲン グタイ メイショウ サンサイ キニュウ

				中段左は、今回の提案事業の活用資源との関係について、該当を下記記号でお示しください。 チュウダン ヒダリ カツヨウ シゲン

				●		過去事業の活用資源と今回事業における活用資源とが同一 カコ ジギョウ カツヨウ シゲン コンカイ ジギョウ カツヨウ シゲン ドウイツ

				▲		過去事業の活用資源は、今回の事業目的の資源や主な活用資源ではないが、少し活用する場合など カコ ジギョウ カツヨウ シゲン コンカイ ジギョウ モクテキ シゲン オモ カツヨウ シゲン スコ カツヨウ バアイ

				○		今回の事業と無関係 コンカイ ジギョウ ムカンケイ

				中段右は、資源種類を選択してご記入ください。 チュウダン ミギ シゲン シュルイ センタク キニュウ

				下段は、開発・改良した商品・サービスの種類を選択してご記入ください。 ゲダン カイハツ カイリョウ ショウヒン シュルイ センタク キニュウ

				※		今回の事業との関係性が高い８地域資源（記号で言えば、●や▲に該当）を優先的に記載してください。 コンカイ ジギョウ カンケイ セイ タカ チイキ シゲン キゴウ イ ガイトウ ユウセンテキ キサイ

				例１ レイ

				●：		過去事業はコメを使った酒開発、今回はコメを使った非常食・レトルト商品開発 カコ ジギョウ ツカ サケ カイハツ コンカイ ツカ ヒジョウショク ショウヒン カイハツ

				▲：		過去事業はコメを使った日本酒開発、今回事業は観光農園(体験プログラム)・地域メニュー開発が カコ ジギョウ ツカ ニホン サケ カイハツ コンカイ ジギョウ カンコウ ノウエン タイケン チイキ カイハツ

						メイン。今回の体験や地域メニューにて、水田・コメも活用（前回開発の酒もふるまわれる） スイデン

				例２ レイ

				●：		過去事業は資源Ａの賦存量や生産・活用の可能性調査。今回は資源Ａの商品開発 カコ ジギョウ シゲン フソン リョウ セイサン カツヨウ カノウセイ チョウサ コンカイ シゲン ショウヒン カイハツ

				▲：		過去事業は資源Ａ（農産物）、Ｂ（畜産物）、Ｃ（林産物）の商品開発。今回は森林を活用した カコ ジギョウ シゲン ノウサンブツ チクサンブツ リンサンブツ ショウヒン カイハツ コンカイ シンリン カツヨウ

						観光プログラム開発がメイン。観光客が過去事業開発商品を購入することも期待 カンコウキャク カコ ジギョウ カイハツ ショウヒン コウニュウ キタイ



















別紙●りすと

		別紙●リスト ベッシ

		回数 カイスウ		関係 カンケイ		実施主体種類 ジッシ シュタイ シュルイ		事業期間 ジギョウ キカン		法人形態等 ホウジン ケイタイ トウ		特定地域 トクテイ チイキ		資源種類 シゲン シュルイ		開発商品・サービス カイハツ ショウヒン		取組内容 トリクミ ナイヨウ

		1		●		市町村 シチョウソン		H27		地域住民組織		特定地域あり トクテイ チイキ		農産物 ノウサンブツ		a 未加工/低次加工食品・薪 ミ カコウ テイジ カコウ ショクヒン マキ		地域資源賦存量調査等 チイキ シゲン フ ソン リョウ チョウサ トウ

		2		▲		地域協議会 チイキ キョウギカイ		H28		農林漁業団体・協同組合		特になし トク		キノコ・山菜 サンサイ		b 農/畜/水加工食品(c～ｈを除く)・木炭 ノウ チク ミズ カコウ ショクヒン ノゾ モク スミ		地域資源既存利用状況などの調査等 チイキ シゲン キゾン リヨウ ジョウキョウ チョウサ トウ

		3		○				H29		ＮＰＯ法人				木材・間伐材 モクザイ カンバツザイ		c ジビエ肉・ジビエ加工品（ｈ除く） ニク カコウヒン ノゾ		地域資源生産・活用ノウハウなどの調査等 チイキ シゲン セイサン カツヨウ チョウサ トウ

								H30		株式・有限・合同会社				畜産物 チクサンブツ		d 調味料・スープ チョウミリョウ		住民意向調査等 ジュウミン イコウ チョウサ トウ

								H31/R1		観光協会等 カンコウ キョウカイ トウ				水産物 スイサンブツ		e 調理食品(冷凍・レトルト等) チョウリショクヒン レイトウ トウ		体制づくり・活動組織づくりに向けたＷＳ開催等 タイセイ カツドウ ソシキ ム カイサイ トウ

								R2		商工会				景観・空間 ケイカン クウカン		f 飲料等(gを除く) インリョウ トウ ノゾ		人材育成・ノウハウとりまとめ・マニュアル作成等 ジンザイ イクセイ サクセイ トウ

								R3		第３セクター				文化・伝統 ブンカ デントウ		g アルコール飲料 インリョウ		新商品（中身・内容）開発等 シンショウヒン ナカミ ナイヨウ カイハツ トウ

								R4		その他法人 タ ホウジン				未利用資源 ミリヨウ シゲン		h ペット用品・ペットフード		新商品の成分分析等 シンショウヒン セイブン ブンセキ トウ

								R5		個人（農林漁業従事）				狩猟鳥獣 シュリョウ チョウジュウ		i 食器・衣料・小物 ショッキ イリョウ コモノ		既存商品（中身・内容）改良等 キゾン ショウヒン ナカミ ナイヨウ カイリョウ トウ

								R6		個人（農林漁業以外） イガイ				駆除鳥獣 クジョ チョウジュウ		j 玩具・楽器・スポーツ用品 ガング ガッキ ヨウヒン		改良商品の成分分析等 カイリョウ ショウヒン セイブン ブンセキ トウ

										行政機関				廃棄物 ハイキブツ		k 家具・インテリア雑貨 カグ ザッカ		ブランディング・パッケージデザイン等 トウ

										その他 タ						l 建築部材 ケンチク ブザイ		価格設定・改定に向けた調査等 カカク セッテイ カイテイ ム チョウサ トウ

																m 化粧品・洗剤等		販路開拓・拡大に向けた商談会出展等一時的プロモーション ハンロ カイタク カクダイ ム ショウダンカイ シュッテン トウ イチジ テキ

																n サービス・観光・体験 カンコウ タイケン		販路開拓・拡大のためのネット対応 ハンロ カイタク カクダイ タイオウ

																o 食事メニュー ショクジ

																p その他 タ

																						

																						

																						

																						

																						

																						

																						

																						

																						

																						

																						

																						

																						

																						

																						

																						





リスト（共通）

		最新作成・変更年 サイシン サクセイ ヘンコウ ネン		計画事項 ケイカク ジコウ		事業実績 ジギョウ ジッセキ		実施主体 ジッシ シュタイ		実施期間 ジッシ キカン		法人形態等 ホウジン ケイタイ トウ		法人形態等（協議会） ホウジン ケイタイ トウ キョウギカイ		産業分類 サンギョウ ブンルイ		役割 ヤクワリ		役割（協議会） ヤクワリ キョウギカイ		分野 ブンヤ		所在地 ショザイチ		修了者 シュウリョウシャ		中身 ナカミ		課題×交付金事業 カダイ コウフキン ジギョウ		概要データ範囲 ガイヨウ ハンイ		主要産業 シュヨウ サンギョウ		事業×資源 ジギョウ シゲン		地区特性 チク トクセイ		農水施策 ノウスイ セサク		農水施策2 ノウスイセサク2		活用地域資源 カツヨウ チイキ シゲン		開発商品・サービス カイハツ ショウヒン		資源特性 シゲン トクセイ		事業内容 ジギョウ ナイヨウ		資源データ シゲン		合意形成 ゴウイ ケイセイ		指標 シヒョウ		列1		範囲 ハンイ		範囲C ハンイ		列212		販売体制 ハンバイ タイセイ		販売体制2 ハンバイタイセイ2		Ⅱ①		列25		列26		列27		列28		列29		列30		列31		列32		列33		列34		列35		列36		列37		列38		列39		列40		列41		列42		列43		列44		列45		列46		列47		列48		列49		列50		列51		列52		列53		列54		列55		列56		列57		列58		列59		列60		列61		列62		列63		列64		列65		列66		列67		列68		列69		列70		列71		列72		列73		列74		列75		列76		列77		列78		列79		列80		列81		列82		列83		列84		列85		列86		列87		列88		列89		列90		列91		列92		列93		列94

		～平成27年３月 ヘイセイ ネン ガツ		記載あり キサイ		1.これまで実施なし ジッシ		本協議会(同一) ホン キョウギカイ ドウイツ		H27		地域住民組織		地域住民組織		農林漁業		(ほぼ)実行 ジッコウ		協議会構成員 キョウギカイ コウセイイン		統括 トウカツ		振興山村内 シンコウ サンソン ナイ		実施主体に修了者所属 ジッシ シュタイ シュウリョウシャ ショゾク		基礎講習修了 キソ コウシュウ シュウリョウ		直 チョク		◎		A. 農業，林業		◎		5非常に ヒジョウ		該当(Web有) ガイトウ ア		該当(Web有) ガイトウ ア		農産物 ノウサンブツ		a 未加工/低次加工食品・薪 ミ カコウ テイジ カコウ ショクヒン マキ		a:一般的資源 イッパン テキ シゲン		新規 シンキ		～2017		◎既に取組 スデ トリクミ		販売額 ハンバイガク		累計 ルイケイ		①当該地区のみ トウガイ チク		①当該地区のみ トウガイ チク				有 ア		①		〇		■		a				人件費 ジンケンヒ

		平成27年４～12月 ヘイセイ ネン ガツ		記載なし(事業実施不可) キサイ ジギョウ ジッシ フカ		2.同市町村内の今回とは別の振興山村内で実施あり ドウ シチョウソン ナイ コンカイ ベツ シンコウ サンソン ナイ ジッシ		関係する協議会 カンケイ キョウギカイ		H28		農林漁業団体・協同組合		農林漁業団体・協同組合		製造業		連携協働 レンケイ キョウドウ		連携主体(協働) レンケイ シュタイ キョウドウ		会計・経理 カイケイ ケイリ		同市町村内 ドウ シチョウソン ナイ		連携主体に修了者所属 レンケイ シュタイ シュウリョウシャ ショゾク		ＷＳ修了 シュウリョウ		間 アイダ		△		B. 漁業		×		4当てはまる ア		該当(Web無し) ガイトウ ナ		該当(別添) ガイトウ ベッテン		キノコ・山菜 サンサイ		b 農/畜/水加工食品(c～ｈを除く)・木炭 ノウ チク ミズ カコウ ショクヒン ノゾ モク スミ		b:一定量確実 イッテイ リョウ カクジツ		改良 カイリョウ		2018		〇途上 トジョウ		雇用 コヨウ		単年度 タンネンド		①及び② オヨ		①及び／又は② オヨ マタ				無 ナ		②		◎				b				報償費 ホウショウヒ

		平成28年 ヘイセイ ネン				3.同振興山村内で１回実施あり ドウ シンコウ サンソン ナイ カイ ジッシ		他協議会(無関係) タ キョウギカイ ムカンケイ		H29		ＮＰＯ法人		ＮＰＯ法人		卸売・小売業		支援 シエン		連携主体(支援) レンケイ シュタイ シエン		事務処理 ジムショリ		隣接市町村 リンセツ シチョウソン		実施主体・連携主体双方に修了者所属 ジッシ シュタイ レンケイ シュタイ ソウホウ シュウリョウシャ ショゾク		ＷＳコンペ　３位 イ		×		■		C. 鉱業，採石業，砂利採取業				3どちらとも		非該当 ヒガイトウ		非該当 ヒガイトウ		木材・間伐材 モクザイ カンバツザイ		c ジビエ肉・ジビエ加工品（ｈ除く） ニク カコウヒン ノゾ		c:拡大傾向 カクダイ ケイコウ				2019		△事業の中 ジギョウ ナカ		新商品数 シン ショウヒン スウ				①～③		①～③				不明 フメイ		③		×				c				旅費 リョヒ

		平成29年 ヘイセイ ネン				4.同振興山村内で複数回実施あり ドウ シンコウ サンソン ナイ フクスウ カイ ジッシ		市町村 シチョウソン		H30		株式・有限・合同会社		株式・有限・合同会社		経営コンサルタント業		専門家(助言) センモンカ ジョゲン		専門家(助言) センモンカ ジョゲン		資源調達 シゲン チョウタツ		同都道府県内 ドウ トドウフケン ナイ		修了者含まず シュウリョウシャ フク		ＷＳコンペ　２位 イ		？				D. 建設業				2あまり		不明 フメイ		不明 フメイ		畜産物 チクサンブツ		d 調味料・スープ チョウミリョウ		d:新規作物等 シンキ サクモツ トウ				2020		×対応不可 タイオウフカ		新サービス数 シン スウ				⑥除く①～⑤ ノゾ		⑥除く①～⑤ ノゾ						④						d				需用費 ジュヨウヒ

		平成30年 ヘイセイ ネン						地域協議会 チイキ キョウギカイ		H31/R1		観光協会等 カンコウ キョウカイ トウ		観光協会等 カンコウ キョウカイ トウ		デザイン・広告業		委託先 イタク サキ		委託先 イタクサキ		合意形成・調整 ゴウイ ケイセイ チョウセイ		都内 トナイ				ＷＳコンペ　１位 イ						E. 製造業				1非該当 ヒガイトウ						水産物 スイサンブツ		e 調理食品(冷凍・レトルト等) チョウリショクヒン レイトウ トウ		e:事業にて把握 ジギョウ ハアク				2021				新商品・サービス数 シン ショウヒン スウ				①～⑥全て スベ		①～⑥全て スベ												e				役務費 エキム

		平成31年 ヘイセイ ネン								R2		商工会		商工会		観光・宿泊・飲食サービス業						人材育成 ジンザイ イクセイ		他大都市圏 タ ダイトシケン				－						F. 電気・ガス・熱供給・水道業				0不明 フメイ						景観・空間 ケイカン クウカン		f 飲料等(gを除く) インリョウ トウ ノゾ						2022				改良商品数 カイリョウ ショウヒンスウ				②～⑤ (①除く) ノゾ		②～⑤ (①除く) ノゾ												f				委託料 イタクリョウ

		令和元年 レイワ モト ネン								R3		第３セクター		第３セクター		調査・研究						商品開発・試作 ショウヒンカイハツ シサク		その他 タ										G. 情報通信業										文化・伝統 ブンカ デントウ		g アルコール飲料 インリョウ										改良サービス数 カイリョウ スウ				④・⑥中心 チュウシン		④・⑥中心 チュウシン												g				使用料・賃借料 シヨウリョウ チンシャクリョウ

		令和２年 レイワ ネン								R4		その他法人 タ ホウジン		その他法人 タ ホウジン		その他　						デザイン												H. 運輸業，郵便業										未利用資源 ミリヨウ シゲン		h ペット用品・ペットフード										改良商品・サービス数 カイリョウ ショウヒン スウ				④～⑥		④～⑥												h				備品購入費 ビヒン コウニュウヒ

		令和３年 レイワ ネン								R5		個人（農林漁業従事）		個人（農林漁業従事）								ブランディング												I. 卸売業，小売業										狩猟鳥獣 シュリョウ チョウジュウ		i 食器・衣料・小物 ショッキ イリョウ コモノ														⑤中心 チュウシン		⑤中心 チュウシン												i				報酬 ホウシュウ

		令和４年 レイワ ネン								R6		個人（農林漁業以外） イガイ		個人（農林漁業以外） イガイ								HP整備・運用 セイビ ウンヨウ												J. 金融業，保険業										駆除鳥獣 クジョ チョウジュウ		j 玩具・楽器・スポーツ用品 ガング ガッキ ヨウヒン														⑤・⑥中心 チュウシン		⑤・⑥中心 チュウシン												j				共済費等 キョウサイヒ トウ

		令和５年 レイワ ネン										その他 タ		行政機関								広報宣伝 コウホウ センデン												K. 不動産業，物品賃貸業										廃棄物 ハイキブツ		k 家具・インテリア雑貨 カグ ザッカ														その他 タ		その他 タ												k				補償費 ホショウヒ

														その他 タ								販売促進 ハンバイ ソクシン												L. 学術研究，専門・技術サービス業												l 建築部材 ケンチク ブザイ														未検討 ミケントウ		未検討 ミケントウ												l				資材等購入費 シザイ トウ コウニュウヒ

																						各種調査 カクシュ チョウサ												M. 宿泊業，飲食サービス業												m 化粧品・洗剤等																該当なし ガイトウ												m				機械賃料 キカイ チンリョウ

																						製造 セイゾウ												N. 生活関連サービス業，娯楽業												n サービス・観光・体験 カンコウ タイケン																												n				研修手当 ケンシュウ テアテ

																						サービス提供 テイキョウ												O. 教育，学習支援業												o 食事メニュー ショクジ																												o

																						その他 タ												P. 医療，福祉												p その他 タ

																						不明 フメイ												Q. 複合サービス事業												q 未定 ミテイ

																																		R. サービス業（他に分類されないもの）

																																		S. 公務（他に分類されるものを除く）

																																		T. 分類不能の産業























転記用BD (協議会)

		転記元 テンキ モト		等 トウ		識別 シキベツ		転記 テンキ								1上 ウエ		1下 シタ		2上 ウエ		2下 シタ		3上 ウエ		3下 シタ				１_上 ウエ		１_下 シタ		２_上 ウエ		２_下 シタ		３_上 カミ		３_下 シモ

				0		0		ERROR:#N/A						a		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A				0		0		0		0		0		0						地域資源賦存量調査等 チイキ シゲン フ ソン リョウ チョウサ トウ

				0		0		ERROR:#N/A						b		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A				0		0		0		0		0		0						地域資源既存利用状況などの調査等 チイキ シゲン キゾン リヨウ ジョウキョウ チョウサ トウ

				0		0		ERROR:#N/A						c		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A				0		0		0		0		0		0						地域資源生産・活用ノウハウなどの調査等 チイキ シゲン セイサン カツヨウ チョウサ トウ

				0		0		ERROR:#N/A						d		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A				0		0		0		0		0		0						住民意向調査等 ジュウミン イコウ チョウサ トウ

				0		0								e																0		0		0		0		0		0						体制づくり・活動組織づくりに向けたＷＳ開催等 タイセイ カツドウ ソシキ ム カイサイ トウ

				0		0								f																0		0		0		0		0		0						人材育成・ノウハウとりまとめ・マニュアル作成等 ジンザイ イクセイ サクセイ トウ

				0		0								g																0		0		0		0		0		0						新商品（中身・内容）開発等 シンショウヒン ナカミ ナイヨウ カイハツ トウ

				0		0								h																0		0		0		0		0		0						新商品の成分分析等 シンショウヒン セイブン ブンセキ トウ

				0		0								i																0		0		0		0		0		0						既存商品（中身・内容）改良等 キゾン ショウヒン ナカミ ナイヨウ カイリョウ トウ

				0		0								j																0		0		0		0		0		0						改良商品の成分分析等 カイリョウ ショウヒン セイブン ブンセキ トウ

				0		0								k																0		0		0		0		0		0						ブランディング・パッケージデザイン等 トウ

				0		0								l																0		0		0		0		0		0						価格設定・改定に向けた調査等 カカク セッテイ カイテイ ム チョウサ トウ

				0		0								m																0		0		0		0		0		0						販路開拓・拡大に向けた商談会出展等一時的プロモーション ハンロ カイタク カクダイ ム ショウダンカイ シュッテン トウ イチジ テキ

				0		0								n																0		0		0		0		0		0						販路開拓・拡大のためのネット対応等 ハンロ カイタク カクダイ タイオウ トウ

						0

				の		識別 シキベツ		転記 テンキ

				0		0		ERROR:#N/A		1

				0		0		ERROR:#N/A		2

				0		0		ERROR:#N/A		3

				0		0		ERROR:#N/A		4

				0		0		ERROR:#N/A		5

				0		0		ERROR:#N/A		6

				0		0		ERROR:#N/A		1

				0		0		ERROR:#N/A		2

				0		0		ERROR:#N/A		3

				0		0		ERROR:#N/A		4

				0		0		ERROR:#N/A		5

				0		0		ERROR:#N/A		6

				0		0		ERROR:#N/A		1

				0		0		ERROR:#N/A		2

				0		0		ERROR:#N/A		3

				0		0		ERROR:#N/A		4





転記用BD

		転記元 テンキ モト		等 トウ		識別 シキベツ		転記 テンキ								1上 ウエ		1下 シタ		2上 ウエ		2下 シタ		3上 ウエ		3下 シタ				１_上 ウエ		１_下 シタ		２_上 ウエ		２_下 シタ		３_上 カミ		３_下 シモ

				0		0		ERROR:#N/A						a		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A				0		0		0		0		0		0						地域資源賦存量調査等 チイキ シゲン フ ソン リョウ チョウサ トウ

				0		0		ERROR:#N/A						b		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A				0		0		0		0		0		0						地域資源既存利用状況などの調査等 チイキ シゲン キゾン リヨウ ジョウキョウ チョウサ トウ

				0		0		ERROR:#N/A						c		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A				0		0		0		0		0		0						地域資源生産・活用ノウハウなどの調査等 チイキ シゲン セイサン カツヨウ チョウサ トウ

				0		0		ERROR:#N/A						d		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A		ERROR:#N/A				0		0		0		0		0		0						住民意向調査等 ジュウミン イコウ チョウサ トウ

				0		0								e																0		0		0		0		0		0						体制づくり・活動組織づくりに向けたＷＳ開催等 タイセイ カツドウ ソシキ ム カイサイ トウ

				0		0								f																0		0		0		0		0		0						人材育成・ノウハウとりまとめ・マニュアル作成等 ジンザイ イクセイ サクセイ トウ

				0		0								g																0		0		0		0		0		0						新商品（中身・内容）開発等 シンショウヒン ナカミ ナイヨウ カイハツ トウ

				0		0								h																0		0		0		0		0		0						新商品の成分分析等 シンショウヒン セイブン ブンセキ トウ

				0		0								i																0		0		0		0		0		0						既存商品（中身・内容）改良等 キゾン ショウヒン ナカミ ナイヨウ カイリョウ トウ

				0		0								j																0		0		0		0		0		0						改良商品の成分分析等 カイリョウ ショウヒン セイブン ブンセキ トウ

				0		0								k																0		0		0		0		0		0						ブランディング・パッケージデザイン等 トウ

				0		0								l																0		0		0		0		0		0						価格設定・改定に向けた調査等 カカク セッテイ カイテイ ム チョウサ トウ

				0		0								m																0		0		0		0		0		0						販路開拓・拡大に向けた商談会出展等一時的プロモーション ハンロ カイタク カクダイ ム ショウダンカイ シュッテン トウ イチジ テキ

				0		0								n																0		0		0		0		0		0						販路開拓・拡大のためのネット対応等 ハンロ カイタク カクダイ タイオウ トウ

						0

				の		識別 シキベツ		転記 テンキ

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A

				0		0		ERROR:#N/A





標準様式(R4)

		標準様式 ヒョウジュン



																																												事業計画開始年度 ジギョウ ケイカク カイシ ネンド																						年度 ネンド

																																												事業完了年度
（予定） ジギョウ カンリョウ トシ ド ヨテイ																						年度 ネンド

























				山村活性化対策事業提案書































										事業実施主体名 ジギョウ ジッシ シュタイ メイ

										法人番号（あれば） ホウジン バンゴウ





										所在地 ショザイチ



										振興山村 シンコウ サンソン																																指定番号

																																																／

										山村振興計画書名 サンソン シンコウ ケイカク ショ メイ																																								年度 ネンド						作成変更自治体 サクセイ ヘンコウ ジチタイ

										ＵＲＬ

										※山村振興計画がウェブサイトに公表されている場合、当該ＵＲＬを記入してください。 サンソン シンコウ ケイカク コウヒョウ バアイ トウガイ キニュウ







		Ⅰ事業実施主体等 ジギョウ ジッシ シュタイ トウ																																																																				※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

				事業実施主体名（注１） ジギョウ ジッシ シュタイ メイ チュウ																								種類 シュルイ										対象地域の都道府県・市町村（注２） タイショウ チイキ トドウフケン シチョウソン チュウ

				ふりがな																																		都道
府県 トドウ フケン														市町村名 シチョウソンメイ				ふりがな



				振興山村名（注３） シンコウ サンソン メイ

																（指定番号） シテイ バンゴウ

				山村振興計画  （注４） サンソン シンコウ ケイカク																						作成・変更した自治体 サクセイ ヘンコウ ジチタイ																		作成変更自治体

																										作成・変更年度（和暦） ヘンコウ																		0																年度 ネンド

																										Ⅳ振興施策　⑤地域資源の活用　【選択】（注５） シンコウ セ サク チイキ シゲン カツヨウ センタク チュウ

				山村活性化対策事業実績【選択】（注６） サンソン カッセイカ タイサク ジギョウ ジッセキ センタク チュウ

山之内　留美子: Ⅰ山村活性化対策事業実績の選択肢:
　　なし
　　あり（異なる振興山村）
　　あり（同一振興山村）

※実施主体の相違に関わらず、同市町村内（旧市町村（振興山村）単位）で本事業に取り組んだ実績の有無を記入																																								左欄回答「あり」の場合
実施期間 サラン カイトウ バアイ ジッシ キカン																						～

				事業実施主体の代表者氏名（注７） ジギョウ ジッシ シュタイ ダイヒョウシャ シメイ チュウ																														事務局 ジムキョク



				事業実施主体の所在地及び連絡先 ジギョウ ジッシ シュタイ ショザイチ オヨ レンラクサキ																														事務局の所在地及び連絡先 ジムキョク ショザイチ オヨ レンラクサキ

				住所 ジュウショ																														住所 ジュウショ

				電話 デンワ																														電話 デンワ

				電子メール デンシ																														電子メール デンシ

				主な活動組織等
（注８） オモ カツドウ ソシキ トウ チュウ						構成員／
連携主体
【選択】
（注９） コウセイイン レンケイ シュタイ センタク						法人形態等
【選択】
（注10） ホウジン ケイタイ トウ センタク チュウ

山之内　留美子: Ⅰ法人形態の選択肢:
　　地域住民組織
　　農林漁業団体・協同組合
　　ＮＰＯ法人
　　株式・有限・合同会社
　　社団・財団法人
　　商工会
　　個人（農林漁業従事）
　　行政機関
　　第３セクター
　　その他		

山之内　留美子: Ⅰ山村活性化対策事業実績の選択肢:
　　なし
　　あり（異なる振興山村）
　　あり（同一振興山村）

※実施主体の相違に関わらず、同市町村内（旧市町村（振興山村）単位）で本事業に取り組んだ実績の有無を記入																						産業分類
【選択】
(注1１) チュウ

山之内　留美子: Ⅰ産業分類の選択肢：
　　農林漁業
　　製造業
　　卸売・小売業
　　経営コンサルタント業
　　デザイン・広告業
　　観光・宿泊・飲食サービス業
　　調査・研究
　　その他　												事業実施における
主な役割・活動（注12） ジギョウ ジッシ オモ ヤクワリ カツドウ																所在地
(市区町村) ショザイチ シク チョウソン								設立年
(注13) セツリツ ネン				構成員数
（従業員数）
（注14） コウセイイン スウ ジュウギョウイン スウ





















				この他協力主体等 ホカ キョウリョク シュタイ トウ



		注１ チュウ				地域協議会名称又は市町村名（地域・地区が限定される場合、当該地域名・地区名もあわせて）を記入してください。 キニュウ

		注２ チュウ				対象地域の市町村は、現在の市町村名を記入し、ふりがなをつけてください。 タイショウ ゲンザイ シチョウソン メイ キニュウ

		注３ チュウ				山村振興法に基づいて指定された振興山村について、旧市町村名及び振興山村の指定番号を記入して ください。 キニュウ

		注４ チュウ				最新の山村振興計画書を作成（変更）した自治体名及び作成（変更）年度の和暦を記入してください。 サイシン ショ ヘンコウ ヘンコウ キニュウ

		注５ チュウ				山村振興計画における「Ⅳ　振興施策」のうち、「⑤地域資源の活用に係る施策」の記載の有無を選択してください。 サンソン シンコウ ケイカク シンコウ シサク チイキ シゲン カツヨウ カカ セ サク キサイ ウム センタク

						なお、「記載なし」の場合、原則として本事業に取り組むことはできません（山村振興計画変更をお願いします。）。 キサイ バアイ ゲンソク ホン ジギョウ ト ク サンソン シンコウ ケイカク ヘンコウ ネガ

		注６ チュウ				同振興山村内での山村活性化対策事業の取組実績の有無を記入してください。実施主体が異なっても構いません。 ドウ シンコウ サンソン ナイ サンソン カッセイカ タイサク ジギョウ ト ク ジッセキ ウム キニュウ ジッシ シュタイ コト カマ

						複数回実施している場合は、もっとも開始年度が新しいものを記入してください。 フクスウカイ ジッシ バアイ カイシ ネンド アタラ キニュウ

		注７ チュウ				事業実施主体が地域協議会の場合（地域協議会の規約等を添付してください。）： ジギョウ ジッシ シュタイ チイキ キョウギカイ バアイ

								事業実施主体代表者名＝所属組織（協議会ではなく、協議会に属する個別組織の）名称・役職・代表者氏名 ジギョウ ジッシ シュタイ ダイヒョウシャ メイ ショゾク ソシキ キョウギ カイ キョウギ カイ ゾク コベツ ソシキ メイショウ ヤクショク ダイヒョウシャ シメイ

								事務局（市町村の場合（市町村の担当課が望ましい））＝担当課名・担当者役職名・担当者名 ジムキョク シチョウソン バアイ シチョウソン タントウカ ノゾ タントウカ メイ タントウシャ ヤクショクメイ タントウシャ メイ

								事務局（市町村以外の場合）＝担当組織名・部署名・担当者役職名・担当者名 ジムキョク シチョウソン イガイ バアイ タントウ ソシキメイ ブショ メイ タントウシャ ヤクショクメイ タントウシャ メイ

						事業実施主体が市町村の場合： ジギョウ ジッシ シュタイ シチョウソン バアイ

								実施主体代表者名＝担当課名／事務局＝担当者役職名・担当者名 ジッシ シュタイ ダイヒョウシャ メイ タントウカ メイ ジムキョク タントウ シャ ヤクショクメイ タントウシャ メイ

		注８ チュウ				主な活動組織等には、「地域協議会の構成員」や、事業の実施に当たって「連携する主体」等の名称を記入してください。 オモ カツドウ ソシキトウ チイキ キョウギカイ コウセイイン ジギョウ ジッシ ア レンケイ シュタイ トウ メイショウ キニュウ

		注９ チュウ				当該活動組織等が「地域協議会の構成員」か「連携する主体」かのどちらであるかを選択してください。 トウガイ カツドウ ソシキ トウ チイキ キョウギカイ コウセイイン レンケイ シュタイ センタク

		注10 チュウ				法人形態等には、地域住民組織、農林漁家団体・農業協同組合・森林組合、ＮＰＯ、会社、商工会、個人（農林漁業従事）、行政機関の所属の別を選択してください。 ソシキ ギョカ ノウギョウ キョウドウ クミアイ シンリン クミアイ ショウコウカイ ノウリン ギョ ショゾク センタク



		注11 チュウ				左欄で個人、行政機関以外の場合、産業分類を選択してください。 サラン コジン ギョウセイ キカン イガイ バアイ サンギョウ ブンルイ センタク

		注12 チュウ				各取組の責任者、会計・経理担当者がどの活用組織等になるのかを必ず記入してください。また、実施体制図を添付してください。 シャ カツヨウソシキ トウ カナラ キニュウ ジッシ タイセイ ズ テンプ

		注13 チュウ				構成員や連携する主体等が個人や行政機関の場合、設立年を記入する必要はありません。 コウセイイン レンケイ シュタイ トウ コジン ギョウセイ キカン バアイ セツリツ ネン キニュウ ヒツヨウ

		注14 チュウ				構成員数は、本交付金に関係する人数のみ記入してください。構成員や連携する主体等が個人や行政機関の場合、この欄の記入は不要です。 キニュウ コウセイイン レンケイ シュタイ トウ コジン ギョウセイ キカン バアイ ラン キニュウ フヨウ



		Ⅱ事業実施地区の取組に関する現状・課題等 ジギョウ ジッシ チク トリクミ カン ゲンジョウ カダイ トウ																														※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ



												当該地区当該地区（注15）の現状把握のため、山村振興計画等をもとに、下表各項目の最新データ（できれば５年以内。概数でも可）及び当該データの時点等を記入してください。（*は記入必須の項目です。必須項目以外は、データ把握が不可能な場合、不明と記入してください。）
また、当該地区の特産品に係る現状についても、適宜、選択肢から該当するものを選んでください。 サンソン シンコウ ケイカク トウ サイシン ネン イナイ トウ トウガイ チク トクサンヒン カカ ゲンジョウ テキギ センタクシ ガイトウ エラ

				１.事業実施地区の現状





				注15 当該地区 チュウ トウガイ チク								項目 コウモク																						必須 ヒッス		数値 スウチ								単位 タンイ				データ時点（西暦年） ジテン セイレキ								備考 ビコウ

				本事業に取り組む振興山村（旧市町村単位）。
地区のデータの把握が困難な場合、当該地区を含む現市町村全体のデータ等を記入 （備考欄にその旨記入）。
 ホン ジギョウ ト ク シンコウ サンソン キュウ シチョウソン タンイ トウ キニュウ

												対象面積（旧市町村面積）　 タイショウ メンセキ キュウ シチョウソン メンセキ																						＊										ha

																うち林野面積　 リンヤ メンセキ																		＊										ha

																うち耕地面積　 コウチ メンセキ																		＊										ha

																				田 タ																								ha

																				畑 ハタケ																								ha

																				樹園地 ジュエン チ																								ha

				注16 主要作目等 チュウ シュヨウ サクモク トウ																その他 タ																								ha

				地域経済の面で主要と判断できるもの３種まで記入（林業の場合は主要木材製品、漁業の場合は、主要品目等に読み替え）。
備考欄に具体の品目を記入するとともに、生産規模を記入。
生産規模の単位は適宜記入のこと。 チイキ ケイザイ メン シュヨウ ハンダン シュ リンギョウ バアイ シュヨウ モクザイ セイヒン ギョギョウ バアイ シュヨウ ヒンモク トウ ヨ カ グタイ キニュウ								主要作目等（注16）生産規模 シュヨウ サクモク トウ チュウ セイサン キボ																				①		＊

																																②

																																③

												住民数 ジュウミン カズ												～15歳未満 サイ ミマン																				人 ニン

																								15～65歳未満 サイ ミマン																				人 ニン

																								65歳以上 サイイジョウ																				人 ニン

																								合計　 ゴウケイ										＊										人 ニン

												産業別就業者数
（派遣、パート・アルバイト、自治業、家族従業者含む） サンギョウ ベツ シュウギョウ シャ スウ ハケン ジチ ギョウ カゾク ジュウギョウシャ フク												第一次産業 ダイ イチジ サンギョウ																				人 ニン

																								第二次産業 ダイ ニジ サンギョウ																				人 ニン

				注17 販売拠点名称 チュウ ハンバイ キョテン メイショウ																				第三次産業 ダイ サンジ サンギョウ																				人 ニン

				現在、地区の特産品等が当該地区内又は近隣の道の駅、鉄道駅、観光地で販売されている場合、各名称記入。なければ無記入。 ゲンザイ トウガイ チク ナイ マタ キンリン ミチ エキ テツドウ エキ カンコウチ ハンバイ バアイ カク メイショウ キニュウ ム キニュウ																				合計　 ゴウケイ										＊										人 ニン

												年間観光客入込者数（延べ） ネンカン カンコウ キャク イリコミ シャ スウ ノ																																人 ニン

												地区の特産品・農林水産物が販売可能な拠点の名称（注17） チク トウチク トクサンヒン ノウリン スイサンブツ ハンバイ カノウ キョテン メイショウ チュウ												最寄りの道の駅 モヨ ミチ エキ

																								最寄り主要鉄道駅 モヨ シュヨウ テツドウ エキ

																								最寄り観光地（温泉街等） モヨ カンコウチ オンセンガイ ナド



										課題と原因： ゲンイン

				2.事業実施地区の課題（事業実施の必要性） ジギョウ ジッシ ヒツヨウセイ						課題解決の方向性：

										目指す将来像：

										主取組・交付金の必要性： シュ トリクミ

										　

				3.事業実施地区の強み・特徴等 ジギョウ ジッシ チク ツヨ トクチョウ トウ









												（整備対策連携）活性化計画【選択】 セイビ タイサク レンケイ カッセイカ ケイカク センタク																																		地域再生計画【選択】 チイキ サイセイ ケイカク センタク

												ＵＲＬ

												ＵＲＬ



																														※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

				4.活用する地域資源等
 カツヨウ チイキ シゲン トウ						1		地域資源の活用 チイキ シゲン カツヨウ

										(1)		本事業で加工商品の新規開発又は改良により活用を図ろうとする主な地域資源（事業で主に活用する資源上位７つまで）の状況について、資源データ量（生産量・販売量等の項目名も適宜記入し、できれば以前と直近時点のデータ）等、各項目のデータ等を記入してください（注18）。 カコウ ショウヒン ジギョウ オモ カツヨウ シゲン ジョウイ シゲン リョウ セイサン リョウ ハンバイ リョウ トウ コウモク メイ テキギ キニュウ イゼン チョッキン ジテン トウ トウ





				注18 資源データ量 チュウ シゲン リョウ								No.		地域資源
品目等 チイキ シゲン ヒンモク トウ												項目 コウモク								以前 イゼン										直近 チョッキン										単位 タンイ						供給体制
【選択】 キョウキュウ タイセイ センタク

				項目の欄には、生産量等を記入。生産物でないものについては、収穫、捕獲等、適当な語に読み替える。木材の場合、伐採・収穫量（立木全体ではなく）。森林（景観）サービスの開発等であれば、活用対象の林地面積全体。伝統技術であれば技術者（人）、温泉であれば、湯量や温泉地の数など。
なお、本事業にて詳細データ等把握していくものについては、「今後調査」と記入。
 コウモク ラン リョウ トウ キニュウ セイサン モクザイ バアイ ゼンタイ シンリン ケイカン カイハツ トウ カツヨウ タイショウ リンチ メンセキ ゼンタイ デントウ ギジュツ ギジュツシャ ヒト オンセン ユリョウ オンセン チ カズ ホン ジギョウ ショウサイ トウ ハアク コンゴ チョウサ																														年 ネン				量 リョウ						年 ネン				量 リョウ

												1

												2

												3

												4

												5

												6

												7

												データ対象 タイショウ



										(2)		上記（１）で挙げた活用する地域資源の特筆すべき特徴（特に、これを活用して商品化した際、売りとできる事柄、”ストーリー”として活用できる内容などが望ましい）があれば、記入してください。 ジョウキ ア カツヨウ チイキ シゲン トクヒツ トクチョウ トク カツヨウ ショウヒンカ サイ ウ コトガラ カツヨウ ナイヨウ ノゾ キニュウ



												上記No.1 ジョウキ

				データ対象欄には、当該データが当該地区だけのものか当該地区を含む市町村全体のものかを記入。								上記No.2 ジョウキ

												上記No.3 ジョウキ

												上記No.4 ジョウキ

												上記No.5 ジョウキ

												上記No.6 ジョウキ

												上記No.7 ジョウキ



										(3)		上記（１）で挙げた活用する地域資源番号ごとに、本事業で開発又は改良する加工商品種類を記入してください（地域資源７つ。ただし、一資源で複数商品を予定している場合は、商品別に主なものを、計７つまで）。
 ジョウキ ア カツヨウ チイキ シゲン バンゴウ カコウ ショウヒン シュルイ チイキ シゲン イチ シゲン フクスウ ショウヒン ヨテイ バアイ ショウヒン ベツ オモ ケイ





												資源 シゲン						開発・改良【選択】 カイハツ カイリョウ センタク														商品種類【選択】 ショウヒン シュルイ センタク

















																																※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

										(４)		本事業で活用する資源（上記のNo.1～７）を活用した特産品等、既に開発されている加工商品があれば、主なもの（計７つまで）について、下記項目を適宜記入してください。
なお、本事業にて改良する商品や、本事業で新規開発する商品と関係性が高いものは、列挙する７つの中に入れてください。（本事業で新規開発する商品そのものではありません。） ホン ジギョウ カツヨウ シゲン ジョウキ カツヨウ トクサンヒン トウ スデ カイハツ カコウ ショウヒン オモ ケイ カキ コウモク テキギ キニュウ ホン ジギョウ カイリョウ ショウヒン ホン ジギョウ シンキ カイハツ ショウヒン カンケイセイ タカ レッキョ ナカ イ ホン ジギョウ シンキ カイハツ ショウヒン







												資源 シゲン				活用成果（商品名等） カツヨウ セイカ ショウヒンメイ トウ																		実施主体【選択】 ジッシ シュタイ センタク																										販売状況【選択】 ハンバイ ジョウキョウ センタク

















										2		地域資源確保に係る課題 チイキ シゲン カクホ カカ カダイ

												本事業で活用する地域資源の生産等（確保）及び活用等に関する現在及び中長期的に想定される課題があれば、具体的かつ簡潔に記述してください。 ホン ジギョウ カツヨウ チイキ シゲン セイサン トウ カクホ オヨ カツヨウ トウ カン ゲンザイ オヨ チュウチョウキテキ ソウテイ カダイ グタイテキ カンケツ キジュツ













										3		課題への対応策 カダイ タイオウ サク

												上記の２の課題に対する対応策を具体的かつ簡潔に記述してください。 ジョウキ カダイ タイ タイオウ サク グタイテキ カンケツ キジュツ

												　









																																※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

				5.合意形成、組織づくり、人材育成等 ゴウイ ケイセイ ソシキ ジンザイ イクセイ トウ						1		組織について ソシキ

										（実施主体別の記入となります） ジッシ シュタイ ベツ

												A		実施主体が地域協議会の場合のみ記入 ジッシ シュタイ チイキ キョウギカイ バアイ

														「①地域協議会（前身組織等も含む）として本事業による取組の基礎となるような取組や関連する取組（本取組のために立ち上げられた新組織で、特段の実績がない場合、この組織の連携強化のための工夫など）」、「②事業期間完了後に取組を継続する主体（想定）」、期間完了後も本取組を自立的に継続するための組織維持・運営上の「③課題及び対応策」をそれぞれ枠内に記入してください。 チイキ キョウギカイ ゼンシン ソシキ トウ フク ホン トリクミ タ ア シン ソシキ トクダン ジッセキ バアイ ソシキ レンケイ キョウカ クフウ キカン キカン カンリョウ ゴ ホン トリクミ ジリツテキ ケイゾク ソシキ イジ ウンエイ ジョウ カダイ オヨ タイオウ サク ワクナイ キニュウ







														①		関連取組等 カンレン トリクミ トウ



														②		取組継続する主体 トリクミ ケイゾク シュタイ								本事業との関係【選択】 ホン ジギョウ カンケイ センタク

																								法人形態等【選択】 ホウジン ケイタイ トウ センタク

														③		課題・対応策 カダイ タイオウ サク







												B		実施主体が市町村の場合のみ記入 ジッシ シュタイ シチョウソン バアイ

														「①本事業による取組の基礎となるような取組や関連する取組（あれば）」、「②事業期間完了後に取組を継続する主体（想定）」、期間完了後も、本取組を自立的に継続するため、利益を上げる上での行政機関としての「③課題及び対応策」をそれぞれ枠内に記入してください。 ジギョウ キカン カンリョウ ゴ トリクミ ケイゾク シュタイ ソウテイ キカン カンリョウ ゴ ホン トリクミ ジリツテキ ケイゾク リエキ ア ウエ ギョウセイ キカン カダイ オヨ タイオウ サク ワクナイ キニュウ





														①		関連取組等 カンレン トリクミ トウ



														②		取組継続する主体 トリクミ ケイゾク シュタイ								本事業との関係【選択】 ホン ジギョウ カンケイ センタク

																								法人形態等【選択】 ホウジン ケイタイ トウ センタク

														③		課題・対応策 カダイ タイオウ サク







										2		合意形成（地域の体制）【選択】 ゴウイ ケイセイ チイキ タイセイ センタク

												当該地区の地域全体（住民・組織）の関与・合意形成・協力に関し、下記ア～エにあげる体制整備等の状況に該当する記号を記入してください。
　　　 トウガイ チク チイキ ゼンタイ ジュウミン ソシキ カンヨ ゴウイ ケイセイ キョウリョク カン カキ タイセイ セイビ トウ ジョウキョウ ガイトウ キゴウ キニュウ









																ア		地区内住民・団体・自治組織等が、協議会構成員・連携主体として主体的に関与 チクナイ レンケイ シュタイ カンヨ



																イ		本事業実施に関する合意形成に向け地区住民の話し合いの場・機会の提供 ホン ジギョウ ジッシ カン ゴウイ ケイセイ ム チク ジュウミン ハナ ア バ キカイ テイキョウ



																ウ		地区の農林漁業関係者が地域資源の生産者・供給者等として関与 チク ノウリン ギョギョウ カンケイシャ トウ カンヨ



																エ		市町村広報誌等により、市町村全住民に対して、本事業に関する情報を提供 シチョウソン シチョウソン ゼン タイ ホン ジギョウ カン



																																※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

										3		人材育成等について【選択】 ジンザイ イクセイ トウ センタク

												本事業における地域資源を活用した特産品等の開発・生産・販売等を、事業完了後も地域で自立的・継続的に実施するにあたり、必要となるノウハウや人材・人員の確保方針等に関する下記（１）～（３）について、それぞれ該当する記号を記入してください。 ホン ジギョウ チイキ シゲン カツヨウ トクサンヒン トウ カイハツ セイサン ハンバイ トウ ジギョウ カンリョウ ゴ ケイゾクテキ ジッシ ヒツヨウ ジンザイ ジンイン カクホ ホウシン トウ カン カキ ガイトウ キゴウ キニュウ





										(1)		商品（サービス）開発のノウハウ（技術・知識・手法）について ショウヒン カイハツ

												特産品（中身・内容）の加工・生産・開発に関するノウハウの構築方法と、その方法が確立したあと、ノウハウを活用・応用して商品の加工・生産・活用にあたる技術者の確保方針について、最も近いものを下記から選択してください。 トクサンヒン ナカミ ナイヨウ カコウ セイサン カイハツ カン コウチク ホウホウ ホウホウ カクリツ カツヨウ オウヨウ ショウヒン カコウ セイサン カツヨウ ギジュツ シャ カクホ ホウシン モット チカ カキ センタク





												①加工・生産方法のノウハウ カコウ セイサン ホウホウ

														Ａ：		必要ノウハウは構築済み（加工・生産・開発等に関する技術的検討は不要） ヒツヨウ コウチク ズ カコウ セイサン カイハツ トウ カン ギジュツ テキ ケントウ フヨウ

														Ｂ：		加工・生産方法等は、取組を進める中で、地域で協力しながら構築していく。 カコウ セイサン ホウホウ トウ トリクミ スス ナカ チイキ キョウリョク コウチク

														Ｃ：		加工・生産方法等は、交付金事業の中で、外部委託して確立する。 カコウ セイサン ホウホウ トウ コウフキン ジギョウ ナカ ガイブ イタク カクリツ

														Ｄ：		特定のノウハウと呼ぶような高度な技術や手法を要しない取組内容とする予定 トクテイ ヨ コウド ギジュツ シュホウ ヨウ トリクミ ナイヨウ ヨテイ

														Ｅ：		加工・生産・開発に関するノウハウについては、その必要性も含め、今後検討 カコウ セイサン カイハツ カン ヒツヨウセイ フク コンゴ ケントウ

														Ｆ：		その他、あるいはＡ～Ｅ複数が該当（右の空欄に具体に記入） タ フクスウ ガイトウ ミギ クウラン グタイ キニュウ

														記入欄 キニュウ ラン





												②ノウハウを有する技術者等の確保 ユウ ギジュツシャ トウ カクホ

														Ａ：		当該ノウハウを有する者・組織が協議会又は連携先や協力者に十分にいる トウガイ ユウ シャ ソシキ キョウギカイ マタ レンケイ サキ キョウリョク シャ ジュウブン

														Ｂ：		当該ノウハウを構築していく中で、必要人材も育成していく トウガイ コウチク ナカ ヒツヨウ ジンザイ イクセイ

														Ｃ：		必要なノウハウが確立した後、それに見合う人材育成や確保策をはじめる方針 ヒツヨウ カクリツ アト ミア ジンザイ イクセイ カクホ サク ホウシン

														Ｄ：		あまり高度なノウハウを要しない取組なので、特定の人材確保は不要 コウド ヨウ トリクミ トクテイ ジンザイ カクホ フヨウ

														Ｅ：		必要な技術者の人材確保や人材育成については、その必要性も含め、今後検討 ヒツヨウ ギジュツシャ ジンザイ カクホ ジンザイ イクセイ ヒツヨウ セイ フク コンゴ ケントウ

														Ｆ：		その他、あるいはＡ～Ｅ複数が該当（右の空欄に具体に記入） タ フクスウ ガイトウ ミギ クウラン グタイ キニュウ

														記入欄 キニュウ ラン





										(2)		生産・活用する人員（人手）確保について セイサン カツヨウ ジンイン ヒトデ カクホ

												一定の生産量やサービス供給を保つため、前者であれば生産に要する人員（人手）が、後者については、環境整備等の人員（人手）が必要となりますが、その人員確保方針について、最も近いものを下記から選択してください。 イッテイ セイサン リョウ キョウキュウ タモ ゼンシャ セイサン ヨウ ジンイン ヒトデ コウシャ カンキョウ セイビ トウ ジンイン ヒトデ ヒツヨウ ジンイン カクホ ホウシン モット チカ カキ センタク





														Ａ：		必要な人員（人手）は、地区内で十分に確保済み（確保の見込） ヒツヨウ ジンイン ヒトデ チク ナイ ジュウブン カクホ ズ カクホ ミコミ

														Ｂ：		必要な人員（人手）確保は、事業期間内に研修等実施して育成・確保 ヒツヨウ ジンイン ヒトデ カクホ ジギョウ キカン ナイ ケンシュウ トウ ジッシ イクセイ カクホ

														Ｃ：		事業が軌道に乗ったら、地区内外から新規雇用し、又は、育成していく予定 ジギョウ キドウ ノ チク ナイガイ シンキ コヨウ マタ イクセイ ヨテイ

														Ｄ：　		生産量等を拡大・増加させる考えはないので、人員確保は問題とならない見込み セイサン リョウ トウ カクダイ ゾウカ カンガ ジンイン カクホ モンダイ ミコ

														Ｅ：		人員（人手）確保の方針については、今後、事業内で検討 ジンイン ヒトデ カクホ ホウシン コンゴ ジギョウ ナイ ケントウ

														Ｆ：		その他、あるいはＡ～Ｅ複数が該当（右の空欄に具体に記入） タ フクスウ ガイトウ ミギ クウラン グタイ キニュウ

														記入欄 キニュウ ラン



																																※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

										(3)		商品販売・サービス提供や資源・在庫管理に係る人材・人員確保について ショウヒン ハンバイ テイキョウ シゲン ザイコ カンリ カカ ジンザイ ジンイン カクホ

												特産品等の資源や商品の在庫管理、販売（サービスであれば提供）、これらの会計等を処理するため、専門人材や人員（人手）が必要となりますが、そうした人材・人員の確保方針について、最も近いものを下記から選択してください。 カイケイ トウ ショリ センモン ジンザイ ジンイン カクホ ホウシン モット チカ カキ センタク





														Ａ：		必要な人員（人手）は、協議会又は連携先内に確保済み（確保の見込） ヒツヨウ ジンイン ヒトデ キョウギカイ マタ レンケイ サキ ナイ カクホ ジュウブン カクホ ズカクホミコミ

														Ｂ：		必要な人員（人手）確保は、事業期間内に研修等実施して育成・確保 ヒツヨウ ジンイン ヒトデ カクホ ジギョウ キカン ナイ ケンシュウ トウ ジッシ イクセイ カクホ

														Ｃ：		事業が軌道に乗ったら、地区内外から新規雇用し、又は、育成していく予定 ジギョウ キドウ ノ チク ナイガイ シンキ コヨウ マタ イクセイ ヨテイ

														Ｄ：　		大規模な取組にする考えではないので、人員確保は問題とならない見込み ダイキボ トリクミ カンガ ジンイン カクホ モンダイ ミコ

														Ｅ：		人員（人手）確保の方針については、今後、事業内で検討 ジンイン ヒトデ カクホ ホウシン コンゴ ジギョウ ナイ ケントウ

														Ｆ：		その他、あるいはＡ～Ｅ複数が該当（右の空欄に具体に記入） タ フクスウ ガイトウ ミギ クウラン グタイ キニュウ

														記入欄 キニュウ ラン







				6.商品開発等～販売の体制整備等 ショウヒン カイハツ トウ ハンバイ タイセイ セイビ トウ						1		商品開発・改良及び加工・生産体制（施設整備） ショウヒン カイハツ カイリョウ オヨ カコウ セイサン タイセイ シセツ セイビ																																		【選択】 センタク

												開発・改良商品を加工・生産する施設の整備は、本交付金の助成対象ではありませんが、地区としての整備方針（見込）について、最も近いものを選択してください。 カイハツ カイリョウ シセツ セイビ ホン コウフキン ジョセイ タイショウ ホウシン モット チカ



												Ａ：		既存施設（地区内のみ）を活用の見込（今後、新たに整備する予定など） キゾン シセツ チク ナイ カツヨウ ミコミ コンゴ アラ セイビ ヨテイ

												Ｂ：		既存施設（地区内外問わず）を活用の見込（今後、新たに整備する予定など） キゾン シセツ チク ナイ ガイ ト カツヨウ ミコミ コンゴ アラ セイビ ヨテイ

												Ｃ：		当面、この事業のための施設整備は不要（既存施設（地区内外問わず）で事足りるから）。 トウメン ジギョウ シセツ セイビ フヨウ キゾン シセツ チク ナイ ガイ ト コトタ

												Ｄ：　		整備が必要な施設の規模・種類等特定済み。整備方法・場所について、今後、事業内で検討 セイビ ヒツヨウ シセツ キボ シュルイ トウ トクテイ ズ セイビ ホウホウ バショ コンゴ ジギョウ ナイ ケントウ

												Ｅ：		どの程度の施設が必要となるかについて、商品完成に近づいてから検討 テイド シセツ ヒツヨウ ショウヒン カンセイ チカ ケントウ

												Ｆ：		その他、あるいはＡ～Ｅ複数が該当（右の空欄に具体に記入） タ フクスウ ガイトウ ミギ クウラン グタイ キニュウ

														記入欄 キニュウ ラン





										2		販売・販路拡大体制（施設整備） ハンバイ ハンロ カクダイ タイセイ シセツ セイビ																								【選択】 センタク

												開発・改良商品の在庫管理（量・品質確保）のための施設整備は、交付金の助成対象ではありませんが、地区としての整備方針（見込）について、最も近いものを選択してください。 カイハツ カイリョウ ショウヒン ザイコ カンリ リョウ ヒンシツ カクホ シセツ セイビ コウフキン ジョセイ タイショウ ホウシン モット チカ



												Ａ：		既存施設（地区内のみ）を活用の見込（今後、新たに整備する予定など） キゾン シセツ チク ナイ カツヨウ ミコミ コンゴ アラ セイビ ヨテイ

												Ｂ：		既存施設（地区内外問わず）を活用の見込（今後、新たに整備する予定など） キゾン シセツ チク ナイ ガイ ト カツヨウ ミコミ コンゴ アラ セイビ ヨテイ

												Ｃ：		当面、この事業のための施設整備は不要（既存施設（地区内外問わず）で事足りるから）。 トウメン ジギョウ シセツ セイビ フヨウ キゾン シセツ チク ナイ ガイ ト コトタ

												Ｄ：　		整備が必要な施設の規模・種類等特定済み。整備方法・場所について、今後、事業内で検討 セイビ ヒツヨウ シセツ キボ シュルイ トウ トクテイ ズ セイビ ホウホウ バショ コンゴ ジギョウ ナイ ケントウ

												Ｅ：		どの程度の施設が必要となるかについて、商品完成に近づいてから検討 テイド シセツ ヒツヨウ ショウヒン カンセイ チカ ケントウ

												Ｆ：		その他、あるいはＡ～Ｅ複数が該当（右の空欄に具体に記入） タ フクスウ ガイトウ ミギ クウラン グタイ キニュウ

														記入欄 キニュウ ラン





																																※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

		Ⅲ事業実施計画（取組内容）　 ジギョウ ジッシ ケイカク ト ク ナイヨウ

				1.具体的な事業内容						1		本交付金事業の取組内容 ホン コウフキン ジギョウ トリクミ ナイヨウ

												実施要領別表１の１にある事業内容（注19）のうち、本事業実施主体が交付金事業として取り組む予定について、下記により記入してください。
 ◎ ：重要項目として取り組むもの（取組のメインとなるもの。最大２つまで）
 〇 ：重要項目ではないが、ある程度取り組むもの
 他 ：他の資金を活用する場合（すでに自己資金や他の交付金で実施済みの場合を含む）
 × ：本事業では直接関係ないもの（取り組む予定のないもの） ジッシ ヨウリョウ ベッピョウ ジギョウ ナイヨウ チュウ ホン ジギョウ ジッシ シュタイ コウフキン ジギョウ ト ク ヨテイ カキ キニュウ ジュウヨウ コウモク ト ク トリクミ サイダイ ジュウヨウ コウモク テイド ト ク タ タ シキン カツヨウ バアイ ジコ シキン タ コウフキン ジッシ ズ バアイ フク ホン ジギョウ チョクセツ カンケイ ト ク ヨテイ









				注19　留意事項 チュウ リュウイ ジコウ								実施要領別表１の１の具体的な事業内容 ジッシ ヨウリョウ ベッピョウ グタイテキ ジギョウ ナイヨウ																																																				取組予定 トリクミ ヨテイ

				実施要領別表１の１の事業内容を抜粋。なお、すべての内容について、本事業で取り組む必要はない。 ジッシ ヨウリョウ ベッピョウ ジギョウ ナイヨウ バッスイ ナイヨウ ホン ジギョウ ト ク ヒツヨウ								（１）資源量・利用形態等調査

														ア		地域の農林水産物やその加工品等の賦存量、利用状況・形態、潜在的な活用可能量・方法等の調査等



														イ		地域人材やそのノウハウ、伝統的な技術・知恵、既存の加工販売施設、固有の自然・景観等の調査



												（２）合意形成、組織づくり、人材育成

														ア		地域住民が協力して行う地域資源の活用に向けた住民意向調査、実施体制づくりや活動組織づくりに向けたワークショップ開催、活動計画づくりに向けた調査・検討等



														イ		（１）や後述（３）の取組実施や人材育成に必要な技術やノウハウ等の実践研修等

												（３）販売促進、付加価値向上等

														ア		新商品（中身・内容）開発 シンショウヒン ナカミ ナイヨウ カイハツ

																		新商品開発に向けた試作、品質確保のための成分分析・調査、商品開発にあたっての市場調査を含む シンショウヒン カイハツ ム シサク ヒンシツ カクホ セイブン ブンセキ チョウサ ショウヒン カイハツ シジョウ チョウサ フク



														イ		既存商品（中身・内容）改良 キゾン ショウヒン ナカミ ナイヨウ カイリョウ

																		商品改良に向けた試作、品質確保のための成分分析・調査、商品開発にあたっての市場調査を含む ショウヒン カイリョウ ム シサク ヒンシツ カクホ セイブン ブンセキ チョウサ ショウヒン カイハツ シジョウ チョウサ フク



														ウ		開発・改良商品の販売に向けた取組 カイハツ カイリョウ ショウヒン ハンバイ ム トリクミ

																		新規開発・改良した商品についてのブランディング、ネーミング・パッケージデザイン、価格設定に向けたコスト・市場分析など含む シンキ カイハツ カイリョウ ショウヒン カカク セッテイ ム シジョウ ブンセキ フク



														エ		販路開拓・拡大に向けた取組 ハンロ カイタク カクダイ ム トリクミ

																		販路開拓・拡大するための各種プロモーション（試験販売、広報活動、展示会・商談会への出展）や販売方法開拓（ＥＣサイト立上等）の取組 ハンロ カイタク カクダイ カクシュ シケン ハンバイ コウホウ カツドウ テンジカイ ショウダンカイ シュッテン ハンバイ ホウホウ カイタク タチアゲナド トリクミ



														オ		販路開拓・拡大に向けた取組 ハンロ カイタク カクダイ ム トリクミ

																		付加価値向上・販売促進にかかる取組で、上記のいずれにも該当しないもの。 フカ カチ コウジョウ ハンバイ ソクシン トリクミ ジョウキ ガイトウ







										2		上記１の記入内容等を踏まえ、本交付金で取り組む事業について、一言で説明できる分かりやすいタイトル（仮称も可）をつけるとともに、下段にその取組内容を具体的かつ簡潔に記入してください（概ね２００字以内）。 キニュウ フ トウ ホン コウフキン ト ク ジギョウ ヒトコト セツメイ ワ カショウ カ カダン トリクミ ナイヨウ グタイテキ カンケツ キニュウ オオム ジ イナイ





												事業タイトル ジギョウ メイ















										3		各年度別事業内容 カク ネンド ベツ ジギョウ ナイヨウ																（注20） チュウ						※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

				注20 留意事項 チュウ リュウイ ジコウ						【１年目　 ネンメ								（令和 レイワ				年度）】 ネンド

				実施要領別表１の１の具体的な事業内容項目ごとに詳細かつ簡潔に記入。
一年目は特に詳細に、次年度以降については、見込みを記入。 コウモク ショウサイ カンケツ イチネン メ トク ショウサイ キニュウ								事業内容 ジギョウ ナイヨウ		（１）

														（２）

														（３）

				その他参考情報の欄には、交付金の助成対象外であるが、本取組と関係する事項などがあれば記入。 タ サンコウ ジョウホウ ラン コウフキン ジョセイ タイショウガイ ホン トリクミ カンケイ ジコウ キニュウ								概要 ガイヨウ





												活動主体 カツドウ シュタイ

												外部関係者 ガイブ カンケイシャ

												期待される成果 キタイ セイカ

												その他
参考情報 タ サンコウ ジョウホウ



																																		※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

										【２年目　 ネンメ								（令和 レイワ				年度）】 ネンド

												事業内容 ジギョウ ナイヨウ		（１）

														（２）

														（３）

												概要 ガイヨウ





												活動主体 カツドウ シュタイ

												外部関係者 ガイブ カンケイシャ

												期待される成果 キタイ セイカ

												その他
参考情報 タ サンコウ ジョウホウ



																																		※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

										【３年目　 ネンメ								（令和 レイワ				年度）】 ネンド

												事業内容 ジギョウ ナイヨウ		（１）

														（２）

														（３）

												概要 ガイヨウ





												活動主体 カツドウ シュタイ

												外部関係者 ガイブ カンケイシャ

												期待される成果 キタイ セイカ

												その他
参考情報 タ サンコウ ジョウホウ



				２.事業目標
（成果指標等）																												※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

										1		成果指標と目標値 セイカ シヒョウ モクヒョウ チ														（注21）

												本取組の成果を見るため、成果指標及びその目標値を記入してください。 ホン トリクミ セイカ ミ セイカ シヒョウ オヨ モクヒョウ チ キニュウ

				注21 留意事項
事業完了年度は事業開始年度から起算して３年目を基本とし、目標達成年度は、事業で取り組んだ商品開発又は改良が全て完了する年度とする。
事業完了年度と目標達成年度が同じ場合、目標達成年度の年度欄に同左と記入。
事業開始１０年目は参考値として必ず記入。 チュウ リュウイ ジコウ ジギョウ カンリョウ ネンド ジギョウ カイシ ネンド キサン ネンメ キホン モクヒョウ タッセイ ネンド ジギョウ ト ク ショウヒン カイハツ マタ カイリョウ スベ カンリョウ ネンド ジギョウ キニュウ ジギョウ カイシ ネン メ サンコウ チ カナラ キニュウ								なお、指標No.１（販売額又は雇用数（注22））及びNo.２（新商品開発数又は既存商品改良数）は各々どちらか１つの指標設定を必須とし（両方の指標を設定しても構わない。）、これらを含む全指標の数は３以上５以下としてください。
目標値については、設定した指標に関連する事項の全国値の増加率や地域の現状、事業内容等を考慮して、現実的な事業成果を示す数値とするとともに、下段に根拠を簡潔に示してください。複数商品の販売額を合計する場合、その内訳も記入してください。必須指標以外の指標・目標値については、その指標とする理由と数の根拠を、下段に簡潔に記入してください。
なお、指標・目標のうち、２以上は事業完了年度までに、うち１つは２年目完了までに、確実に上昇・増加（マイナス要因であれば減少）など、何らかの改善傾向が認められる指標・目標値としてください。 シヒョウ チュウ フク カダン コンキョ カンケツ シメ キニュウ ヒッス シヒョウ リユウ キニュウ カンリョウ ヨウイン ゲンショウ ナン











												項目 コウモク																								現在 ゲンザイ						目標値 モクヒョウ チ

																																										１年目 ネンメ						２年目 ネンメ						事業
完了年度 ジギョウ カンリョウ ネンド						目標
達成年度 モクヒョウ タッセイ ネンド						事業開始10年目 ジギョウ カイシ ネン メ

												No.		指標 シヒョウ																単位 タンイ										年度 ネンド						年度 ネンド						年度 ネンド						年度 ネンド						年度 ネンド						年度 ネンド

												1		販売額又は雇用に関する指標（裸で単年度数値、(　)付きで累計） ハンバイガク マタ コヨウ カン シヒョウ ハダカ タンネンド スウチ ツ ルイケイ

												2		新商品開発数又は既存商品改良数（裸で単年度数値、(　)付きで累計） シンショウヒン カイハツ スウ マタ キゾン ショウヒン カイリョウ スウ ハダカ

				注22 雇用
指標には、常勤、臨時、派遣、パート・バイト等の別を記入のこと。
また、本交付金の助成対象である、臨時雇用人員の数は数値に入れないこと。 チュウ コヨウ キニュウ ジョセイ タイショウ リンジ								3

												4

												5

												目標値の根拠、必須指標以外の指標・目標値の妥当性・根拠（簡潔に）： モクヒョウ チ コンキョ シヒョウ ダトウセイ コンキョ

																																※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

		Ⅳ事業完了後の自立性・持続性等

				1.事業完了以降目標達成までの取組内容等						1		目標達成までの取組内容 モクヒョウ タッセイ トリクミ ナイヨウ																																																										※事業完了年度と目標達成年度が異なる場合に記入 

										【目標達成　令和　 モクヒョウ タッセイ レイワ														年度（事業開始 ネンド ジギョウ カイシ														年目）】 ネン メ

				注23 概要
本欄には、取組概要に加え、事業完了年度と目標達成年度が異なる理由についても記入。 チュウ ガイヨウ ホンラン トリクミ ガイヨウ クワ ジギョウ カンリョウ ネンド モクヒョウ タッセイ ネンド コト リユウ キニュウ								事業内容 ジギョウ ナイヨウ

												概要
(注23) ガイヨウ チュウ

												活動主体 カツドウ シュタイ

												外部関係者 ガイブ カンケイシャ

												期待される成果 キタイ セイカ



										2		目標達成以降の自立性・持続性に係る課題と対応、 モクヒョウ タッセイ イコウ ジリツセイ ジゾクセイ カカ カダイ タイオウ

												（本事業の取組により、現在の課題はとりあえず解決の方向に向かったという前提で、それでも残る課題・新たな課題について。）本事業で開始された取組は、目標達成以降も、自立的に継続されていくことが必要ですが、そのための①雇用・資金・施設その他に係る課題、②①の課題への対応方針・対応策、③市町村等によるフォローアップ体制等について簡潔に記入してください。 ホン ジギョウ ト ク ゲンザイ カダイ カイケツ ホウコウ ム ゼンテイ ノコ カダイ アラ カダイ ホン ジギョウ カイシ トリクミ モクヒョウ タッセイ イコウ ジリツテキ ケイゾク ヒツヨウ コヨウ シキン シセツ タ カカ カダイ カダイ タイオウ ホウシン タイオウ サク シチョウソン トウ タイセイ トウ カンケツ キニュウ





												①雇用・資金・施設その他の課題 コヨウ シキン シセツ タ カダイ

												②上記①への対応策・対応方針 ジョウキ タイオウ サク タイオウ ホウシン

												③市町村フォローアップ シチョウソン



										3		事業開始10年後に期待される地区の姿 ジギョウ カイシ ネンゴ キタイ チク スガタ

												本取組の結果、地域経済に与えるインパクトの面から、例えば事業開始10年後に、当該地区はどのような姿になっていることが期待されるのか、具体的・簡潔かつ現実的に記入してください。 ホン トリクミ ケッカ タト ジギョウ カイシ ネンゴ トウガイ チク スガタ キタイ グタイテキ カンケツ ゲンジツテキ キニュウ











																																																																						※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

		Ⅴ年度別事業計画とその経費内訳　 ネンド ベツ ジギョウ ケイカク ケイヒ ウチワケ

				 １年目（○○年度）の取組事項と経費 ト ク ジコウ ケイヒ																																																						単位：千円 タンイ センエン

				取組事項／経費項目 ト ク ケイヒ コウモク																		総事業費 ソウ ジギョウヒ										本交付金 ホン コウフキン										市町村費 シチョウソン ヒ								その他 タ								備考 ビコウ

																						①＝②＋③＋④										②										③								④								



				1		地域資源調査																0										0										0								0

				内訳 ウチワケ		①		記入例：人件費 レイ ジンケンヒ														0

						②		報償費 ホウショウヒ														0

						③		旅費 リョヒ														0

						④		需用費（□□） ジュヨウヒ														0

						⑤		需用費（□□□） ジュヨウヒ														0

						⑥		役務費（△△） エキムヒ														0

						⑦		役務費（△△△） エキムヒ														0

						⑧		委託料（〇〇〇） イタクリョウ														0

						⑨		委託料（〇〇） イタクリョウ														0

						⑩		使用料 シヨウリョウ														0

						⑪		備品購入費 ビヒン コウニュウ ヒ														0

						⑫		共済費等 キョウサイ ヒ トウ														0

						⑬		資材等購入費 シザイ トウ コウニュウヒ														0

						⑭		機械賃料 キカイ チンリョウ														0

						⑮		研修手当 ケンシュウ テアテ														0

						⑯		・・・														0

						⑰		・・・														0

						⑱		・・・														0



				2		合意形成、組織づくり、人材育成 ゴウイ カタチ シゲル ソシキ ジンザイ イクセイ																0										0										0								0

				内訳 ウチワケ		①		〇〇費 ヒ														0

						②		□□費（〇〇〇） ヒ														0

						③		□□費（□□□） ヒ														0

						④		△△費（△△） ヒ														0

						⑤		△△費（△△△） ヒ														0

						⑥																0

						⑦																0

						⑧																0

						⑨																0

						⑩																0

						⑪																0

						⑫																0

						⑬																0

						⑭																0

						⑮																0



				3		販売促進、付加価値向上等 ハンバイ ソクシン フカ カチ コウジョウ トウ																0										0										0								0

				内訳 ウチワケ		①		〇〇費 ヒ														0

						②		□□費（〇〇〇） ヒ														0

						③		□□費（□□□） ヒ														0

						④		△△費（△△） ヒ														0

						⑤		△△費（△△△） ヒ														0																																				※１～３の複数項目に係る内容について、分割せず、一括で外部委託する場合などは、１～３のいずれか１つに合計を計上しつつ、備考欄にその旨記入してください。 フクスウ コウモク カカ ナイヨウ ブンカツ イッカツ ガイブ イタク バアイ ゴウケイ ケイジョウ ビコウ ラン ムネ キニュウ

						⑥																0

						⑦																0

						⑧																0

						⑨																0

						⑩																0

						⑪																0

						⑫																0

						⑬																0

						⑭																0

						⑮																0

						⑯																0

						⑰																0

						⑱																0

						⑲																0

						⑳																0

				合計 ゴウケイ																		0										0										0								0



																																																																						※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

				 ２年目（○○年度）の取組事項と経費 ト ク ジコウ ケイヒ																																																						単位：千円 タンイ センエン

				取組事項／経費項目 ト ク ケイヒ コウモク																		総事業費 ソウ ジギョウヒ										本交付金 ホン コウフキン										市町村費 シチョウソン ヒ								その他 タ								備考 ビコウ

																						①＝②＋③＋④										②										③								④								



				1		地域資源調査																0										0										0								0

				内訳 ウチワケ		①		記入例：人件費 レイ ジンケンヒ														0

						②		報償費 ホウショウヒ														0

						③		旅費 リョヒ														0

						④		需用費（□□） ジュヨウヒ														0

						⑤		需用費（□□□） ジュヨウヒ														0

						⑥		役務費（△△） エキムヒ														0

						⑦		役務費（△△△） エキムヒ														0

						⑧		委託料（〇〇〇） イタクリョウ														0

						⑨		委託料（〇〇） イタクリョウ														0

						⑩		使用料 シヨウリョウ														0

						⑪		備品購入費 ビヒン コウニュウ ヒ														0

						⑫		共済費等 キョウサイ ヒ トウ														0

						⑬		資材等購入費 シザイ トウ コウニュウヒ														0

						⑭		機械賃料 キカイ チンリョウ														0

						⑮		研修手当 ケンシュウ テアテ														0

						⑯		・・・														0

						⑰		・・・														0

						⑱		・・・														0



				2		合意形成、組織づくり、人材育成 ゴウイ カタチ シゲル ソシキ ジンザイ イクセイ																0										0										0								0

				内訳 ウチワケ		①		〇〇費 ヒ														0

						②		□□費（〇〇〇） ヒ														0

						③		□□費（□□□） ヒ														0

						④		△△費（△△） ヒ														0

						⑤		△△費（△△△） ヒ														0

						⑥																0

						⑦																0

						⑧																0

						⑨																0

						⑩																0

						⑪																0

						⑫																0

						⑬																0

						⑭																0

						⑮																0



				3		販売促進、付加価値向上等 ハンバイ ソクシン フカ カチ コウジョウ トウ																0										0										0								0

				内訳 ウチワケ		①		〇〇費 ヒ														0

						②		□□費（〇〇〇） ヒ														0

						③		□□費（□□□） ヒ														0

						④		△△費（△△） ヒ														0

						⑤		△△費（△△△） ヒ														0																																				※１～３の複数項目に係る内容について、分割せず、一括で外部委託する場合などは、１～３のいずれか１つに合計を計上しつつ、備考欄にその旨記入してください。 フクスウ コウモク カカ ナイヨウ ブンカツ イッカツ ガイブ イタク バアイ ゴウケイ ケイジョウ ビコウ ラン ムネ キニュウ

						⑥																0

						⑦																0

						⑧																0

						⑨																0

						⑩																0

						⑪																0

						⑫																0

						⑬																0

						⑭																0

						⑮																0

						⑯																0

						⑰																0

						⑱																0

						⑲																0

						⑳																0

				合計 ゴウケイ																		0										0										0								0



																																																																						※行・列・セルの挿入・削除等は絶対にしないでください。 トウ

				 ３年目（○○年度）の取組事項と経費 ト ク ジコウ ケイヒ																																																						単位：千円 タンイ センエン

				取組事項／経費項目 ト ク ケイヒ コウモク																		総事業費 ソウ ジギョウヒ										本交付金 ホン コウフキン										市町村費 シチョウソン ヒ								その他 タ								備考 ビコウ

																						①＝②＋③＋④										②										③								④								



				1		地域資源調査																0										0										0								0

				内訳 ウチワケ		①		記入例：人件費 レイ ジンケンヒ														0

						②		報償費 ホウショウヒ														0

						③		旅費 リョヒ														0

						④		需用費（□□） ジュヨウヒ														0

						⑤		需用費（□□□） ジュヨウヒ														0

						⑥		役務費（△△） エキムヒ														0

						⑦		役務費（△△△） エキムヒ														0

						⑧		委託料（〇〇〇） イタクリョウ														0

						⑨		委託料（〇〇） イタクリョウ														0

						⑩		使用料 シヨウリョウ														0

						⑪		備品購入費 ビヒン コウニュウ ヒ														0

						⑫		共済費等 キョウサイ ヒ トウ														0

						⑬		資材等購入費 シザイ トウ コウニュウヒ														0

						⑭		機械賃料 キカイ チンリョウ														0

						⑮		研修手当 ケンシュウ テアテ														0

						⑯		・・・														0

						⑰		・・・														0

						⑱		・・・														0



				2		合意形成、組織づくり、人材育成 ゴウイ カタチ シゲル ソシキ ジンザイ イクセイ																0										0										0								0

				内訳 ウチワケ		①		〇〇費 ヒ														0

						②		□□費（〇〇〇） ヒ														0

						③		□□費（□□□） ヒ														0

						④		△△費（△△） ヒ														0

						⑤		△△費（△△△） ヒ														0

						⑥																0

						⑦																0

						⑧																0

						⑨																0

						⑩																0

						⑪																0

						⑫																0

						⑬																0

						⑭																0

						⑮																0



				3		販売促進、付加価値向上等 ハンバイ ソクシン フカ カチ コウジョウ トウ																0										0										0								0

				内訳 ウチワケ		①		〇〇費 ヒ														0

						②		□□費（〇〇〇） ヒ														0

						③		□□費（□□□） ヒ														0

						④		△△費（△△） ヒ														0

						⑤		△△費（△△△） ヒ														0																																				※１～３の複数項目に係る内容について、分割せず、一括で外部委託する場合などは、１～３のいずれか１つに合計を計上しつつ、備考欄にその旨記入してください。 フクスウ コウモク カカ ナイヨウ ブンカツ イッカツ ガイブ イタク バアイ ゴウケイ ケイジョウ ビコウ ラン ムネ キニュウ

						⑥																0

						⑦																0

						⑧																0

						⑨																0

						⑩																0

						⑪																0

						⑫																0

						⑬																0

						⑭																0

						⑮																0

						⑯																0

						⑰																0

						⑱																0

						⑲																0

						⑳																0

				合計 ゴウケイ																		0										0										0								0









※他の補助金等を活用する場合は、活用する事業の所管団体と事業名を記入してください。
※自己資金を活用する場合は、自己資金の調達先及び調達方法を記入してください。
　また、当該事業により収入が生じる場合は、その旨を記入してください。

積算根拠となる資料（見積書・カタログ・パンフレットの写し等）を必ず添付してください。
当該積算資料が各経費項目のどれに該当するのか分かるよう、当該資料の欄外に項目番号（１①や３⑤など）を記入してください。

※他の補助金等を活用する場合は、活用する事業の所管団体と事業名を記入してください。
※自己資金を活用する場合は、自己資金の調達先及び調達方法を記入してください。
　また、当該事業により収入が生じる場合は、その旨を記入してください。

積算根拠となる資料（見積書・カタログ・パンフレットの写し等）、を必ず添付してください。
当該積算資料が各経費項目のどれに該当するのか分かるよう、当該資料の欄外に項目番号（１①や３⑤など）を記入してください。

※ 単位の欄は、a、ha、kg、ｔ、m3、頭、千本等を記載。
※ 直近（R3年等）と、可能であればそれ以前（10年以内）のデータとを記載のこと。
※ 地区内供給体制選択肢
a 以前から一般に生産・供給されている資源／b 供給可能量は限定的だが一定量は確実に確保できる資源／c 生産・供給が拡大傾向にある資源／d 今後、生産技術の普及や供給体制の整備・拡大が必要／e 不明

例えば、高齢化等で生産減少傾向／生産・確保が技術的に困難／気象・気候変動の影響を受けやすい／価格変動が激しく他の競合品に負ける恐れ／継続的な活用（取組）のための一定量・継続しての確保が見通せない／商品の方向性や販売量は、実際に本事業でやってみないと定まらないことから、必要資源量も不明　等

例えば、地域資源の権利等の調整／利用形態の再編／生産者等の育成・確保／資源不足に備え、本事業で獲得するノウハウを活かし、他の資源の商品開発に取り組む／資源不足分の地域外での確保先の検討／事業では様々な商品開発にチャレンジしつつも最終的には品目を絞り込み、活用効率の向上を図る　等

本事業期間内（最長３年間）の取組実施において、また、事業期間完了後にこの取組を自立的に継続するにあたっての強みとなる当該地区の特徴（地域計画、資源、資金、地域連携、産業（生産体制）、地域特性（世界農業遺産・日本農業遺産の保全計画や世界かんがい施設遺産の施設などと関連した取組で、他との差別化が図れる場合など））について、簡潔に記述してください。
なお、農山漁村振興交付金のうち農山漁村活性化整備対策と連携した取組である場合には、同交付金の「活性化計画」を、また地域再生法（平成17年法律第24号）第５条第１項に基づく地域再生計画(現在活用されているもの）と関連する場合は「地域再生計画」について、それぞれ「計画あり」を選択し、各計画を添付又はウェブサイトで公表していれば当該URLを記入してください。

取組内容を具体的かつ簡潔に、概ね200字以内で記入してください。

その他の指標記載例：連携主体の数、地域内での本取組やブランドの認知度（←毎年のアンケート等独自の実施が必要）、関連イベント訪問者数、本取組関連ＨＰ閲覧者数、「完成品／試作品数」（累計で見る場合、分子は年々増加し、分母も前半は増加し、後半は横ばいになる傾向が一般かと思われる）、外からの移住者数、住民数、活用している地域資源の地域内生産量（割合）や生産者数、過去５年平均の流出者数（これは年々（特に後半）減少していくのが望ましい）、地区内商品が販売可能な地区外施設数　etc.

記載例：モノ商品
　・生産地北限で、他地域同品種に比し、甘さが強いのが特徴
　・伝統技術（伝統の味）として知られ根強いファンの支持がある
　・全国１位の生産量（シェア〇％）を誇り、○○と言えば当町と知られる
　・低農薬・有機肥料中心で栽培
　・ 令和〇年には農林水産大臣賞受賞
　・健康志向の高まりを受け注目。生産に若手・新規の参入増加　etc.

記載例：サービス等
　・ 隣接する〇〇国立公園と一体となった観光資源として活用可能
　・ 遠方からのアクセス・域内の交通の便が比較的良い
　・ 遊歩道等が十分に整備済み　etc.

記載例：指標＝新商品開発数
　　個　　　０（０）　０（０） 　１（１） 　 ２（３）　  ２（7） 　０（7）

記載例：指標＝販売額
　万円 　　  ０（０） 　０（０） 　０（０）　  50（50） 　 　400　　   1,000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （1,000）     (5,000)

現在・中長期的に、どのようなことが地区の課題となるのかを「山村振興計画」及び上記１の現状も踏まえつつ整理し、その上で、課題解決に向けた取組の方向性等を示し、方策を講ずることで果たされる目指す将来像、そのためにこの事業で何に取り組むか（逆に言えば、方策を講ずるために事業実施が必要である旨）等を記入してください。

※他の補助金等を活用する場合は、活用する事業の所管団体と事業名を記入してください。
※自己資金を活用する場合は、自己資金の調達先及び調達方法を記入してください。
　また、当該事業により収入が生じる場合は、その旨を記入してください。

積算根拠となる資料（見積書・カタログ・パンフレットの写し等）、を必ず添付してください。
当該積算資料が各経費項目のどれに該当するのか分かるよう、当該資料の欄外に項目番号（１①や３⑤など）を記入してください。

※他の補助金等を活用する場合は、活用する事業の所管団体と事業名を記入してください。
※自己資金を活用する場合は、自己資金の調達先及び調達方法を記入してください。
　また、当該事業により収入が生じる場合は、その旨を記入してください。

積算根拠となる資料（見積書・カタログ・パンフレットの写し等）を必ず添付してください。
当該積算資料が各経費項目のどれに該当するのか分かるよう、当該資料の欄外に項目番号（１①や３⑤など）を記入してください。

※他の補助金等を活用する場合は、活用する事業の所管団体と事業名を記入してください。
※自己資金を活用する場合は、自己資金の調達先及び調達方法を記入してください。
　また、当該事業により収入が生じる場合は、その旨を記入してください。

積算根拠となる資料（見積書・カタログ・パンフレットの写し等）、を必ず添付してください。
当該積算資料が各経費項目のどれに該当するのか分かるよう、当該資料の欄外に項目番号（１①や３⑤など）を記入してください。

作成

変更

必須指標の目標値の根拠の記載例（上記の場合）：新商品は２年目に１つ（a）完成。３年目から本格的な販売開始で、この年初めて50万円を売上計上。目標達成年までには、さらに４商品（b、c、ｄ、e）の販売がされており、年間400万円（a～cで200万円、ｄ・eで200万円程度）を、目標達成年度以降、さらに２つ（f、ｇ）のサービス商品が加わり、10年目までには全商品・サービス(７つ)について、販売・製造体制も整えられ、また広告宣伝効果から年間１千万円（a～eで500万円、f、ｇで500 万円）の売上を見込む。（←開発の翌年に販売開始の前提）

市町村

地域協議会

グループ 8





記載例：Ⅲ 事業計画・成果目標 ー ３ 成果指標と目標値
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＜適切ではない指標・目標の例＞

●事業での開発商品だけではなく、他
商品も扱う「道の駅」全体の売上高

●本交付金で雇用する「臨時職員」の数
を雇用数に入れている

●パート・アルバイト、正社員、臨時職
員の区分の記載がどこにもなく、指標を
単に雇用としている

●開発・改良の商品・サービス全て合算
した数又は／及び販売額のみ（それぞれ
の区分の記載がない）

●なぜその指標が事業成果を見るのに適
切であるかの妥当性の説明がない

●当該目標値の達成が期待できる根拠・
説明がない

●むやみに高い目標値や、取組内容・事
業規模に見合わない低すぎる場合など、
目標値の妥当性が低い

●事業効果以外の他の取組の効果による
（他の効果も加味された）目標値

その他の指標例：地域ブランドに位置付
ける商品数、商品販売拠点数、新サービ
ス関連イベントの参加者数、連携主体の
数、「完成品／試作品数」（累計で見る
場合、分子は年々増加し、分母も前半は
増加し、後半は横ばいになる傾向が一般
と思われる）、外からの移住者数、活用
している地域資源の地域内生産量（割
合）や生産者数、過去５年平均の流出者
数（年々減少の目標）等



記載例：Ⅳ 交付金事業完了後の事業継続計画等

範囲 左記範囲とする理由・必要性 左記実現に向けた必要取組事項等

ａ
生産・在
庫管理施
設整備

①・
②に

できるだけ①としたい。ただし、製造施設の新設の困
難性や商品の出荷・輸送や雇用等における効率・利便
性を考えると、まずは②にある製造加工会社との契約
を検討。

当地の原料を他の原料と分けて調理加工し、特産品を生産
することが可能な製造会社への製造委託の確保のため、適
当なパートナーを見つける必要。将来的には、途中加工ま
では①で、最終加工は②でとの分業も視野。

①・
②に

①＝②。なお、当面の生産は、①＝②にある既存施設
を活用する方針だが、当該施設が手狭・老朽化などの
問題もあり、また、生産販売に際しての利便性等を考
慮し、生産と在庫管理が一体となった新施設を②に整
備必要。

新たな施設整備に必要な経費の捻出のため、その方法や必
要経費の見積もりなどを行う。なお、あくまで当該地区の
特産品と地域資源活用による活性化を図る観点から、地区
内の者が製造責任等に関われるよう、人材育成を行う考え。

ｂ
人材

①～
④に

①・②で確保できれば理想だが、人口減少・人材不足
がある。
また、商品の流通管理等、現段階では知見が不十分で
あることから、係る専門人材については、可能であれ
ば本事業の商品の主要販売ターゲットとしている本県
中心部の④の者を移住させ、雇用したい。

本事業で確実な成果をあげるとともに、他の移住・定住施
策の推進により、③～④からの人の流れを本格化させる必
要。
また、仮に本事業において人材を囲めなくとも、交付金事
業完了後も問題なく事業が継続できるよう、協力企業との
関係を構築しておく必要。

①・
②に

サービス提供の人材については、地区内、本村内の人
材育成により対応。不足する“人手”については、特
定地域づくり事業協同組合から人材派遣の目処が立っ
ている。

本事業にてしっかりと人材を育成するとともに、そうした
人材が安心して働きつづけられるよ、また、特定地域づく
り・・・の雇用（＝派遣）を契機に、この事業運営に常勤
で携わる人材を確保すべく、何より本事業を確固たるもの
に仕上げる必要。

ｃ
販売ター
ゲット

①・
②に

当面は資源量・生産量が限定されることから、開発商
品は希少性を活かした高級路線とし、当地への観光客
向け土産物として販売し、収益を確保する計画（将来
的には販路拡大可能な生産量としたい考え）。

事業においては、市場調査・価格調査を行い、パッケージ
デザイン・値段設定等を検討。なお、インバウンド対応も
考え、英語による紹介（パンフ）を作成する考え。

①～
③に

一部商品は「日持ち」などから、①の「道の駅」が中
心。加えて、販路拡大を希望し、隣接する観光地でも
販売したい考え。

連携主体等を通じて、②、③にある観光地での販売契約を
取り付ける考え。なお、単なる委託販売ではなく、自ら販
売していくための体制づくりも必要。

①～
⑥に

既に①、②、⑥のための販売先はそれぞれの地域に確
保済み。なお、将来的にはＥＣ等の手段により海外に
も展開したい。

販路拡大・強化のため、商談会にも積極的に出展。広告宣
伝やネット取引のためHP /ECサイトの立上、継続的な運用
に要す資金・人材の確保の検討、さらに輸出に関する情報
収集等も進める考え。

２ 事業継承のための必要人材確保等のターゲット
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記載例：Ⅳ 交付金事業完了後の事業継続計画等

自立的事業継続のための取組事項等 ＜解説＞

オーガニック原料を用いた、丁寧な製造工程はコストがどうしてもかかることから、高品質・
高付加価値商品・高級品として他商品との差別化・ブランディングを図り、独自の地位獲得・
維持を目指す。
このため、資源生産（栽培）から商品生産（商品加工）、さらに販売の全工程における手法の
確立・人材育成を徹底して行う考え。
加えて、生産地巡礼も起きるような“固定ファン”の獲得を目指し、オーガニック商品を選択
的に購買しやすい層にターゲットを絞った情報発信や関連イベント等も実施の予定。

自立的事業継続に資すると思われる、下記の
項目例のような内容についてご記入下さい。
できるだけ具体的に、かつ、単一でなく複数
の方策であることが、より望ましいです。

項目例：
●戦略／取組の内容
→ 資源をどのように確保するか
→ 商品製造やサービス提供に必要な人材
育成

→ 開発商品・サービスの販売／広報戦略
→ 商品や事業の将来展望（商品のシリー
ズ化、関連商品の追加開発 等）

●実施主体の組織強化や法人化について

●自己資金（融資等含め）の確保策

●製造施設等の整備について

間伐材を活用した商品開発とともに、木工に係る人材育成や共同作業施設の整備を進める必要。
開発商品は一般販売に加え、ふるさと納税返礼品としても用い、得られた税収は森林整備や次
なる商品開発・人材育成に活用。一方、将来的にはセミオーダー（※）事業も対応可能とすべ
く、必要な施設整備も進める考え。
 ※ 製造施設規模や人材育成・確保、木材の供給量等を考えると、事業の大規模拡大は非現実

的。ニーズに応えつつ、コスト・効率性も図れるセミオーダーが最適と考えたもの。

事業期間中の取組は、特産の△△を活かした商品開発・販路拡大と、地域メニューの開発、山
村景観を活かしたサービスの検討であるが、同時に交付金事業外において、町の知名度向上・
ブランド化を図るための町ＨＰの充実や当地方を舞台にした人気アニメーションの「○○○」
とのコラボ企画等も実施予定。地域産業の振興等に努めつつ、資金確保や収益事業を柔軟に実
施できるよう、事業期間完了までに法人組織（ＮＰＯ又は公社を検討）の体制整備を実施する。
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事業完了後の体制等 ＜解説＞

種類 地域住民組織 今回の事業は、地域関係者の組織化の途上のため、役場が実施主体となっている
が、本来、地域住民の利益に資する取組であり、また、自立のためにも収益事業
とすることが必要。このため役場が実施主体であり続けることは不適切。事業期
間中に、実施主体として相応しい地域住民による組織設立を進め（NPOを想定。目
的、役職(役割)分担等の明確化が必要）、設立手続を行い、間断なく円滑に事業
継承する必要。

ア：最終結論が出ていない場合
は、可能性が最も高いものを
選択して下さい。

イ：現段階では、想定する体制
とその理由、そこに向けた課
題が明確なことが重要。
課題に関しては、解決され

てなくとも、現状・課題が明
確に整理・記載されていれば、
それで十分です。

所在地 項目２の①

種類 協議会構成員 国の補助を受け、始めた本事業は、事業の立ち上げに主体的に関わった者が継続
すべきと考える。ただし、協議会がそのまま後継主体となるか、協議会の一部構
成員が引き継ぐ形とするかの最終判断は事業経過で検討・判断する。複数の者が
後継する場合の利益配分について、十分に協議する。

所在地 項目２の②

３ 全体構想まとめ ー ウ 自立的事業継続のために必要な戦略・取組事項等

３ 全体構想まとめ ー ア・イ 事業完了後の体制



記載例：Ⅳ 交付金事業完了後の事業継続計画等ー３ 全体構想まとめ

期待される地区の姿 ＜解説＞

＜地域特産品開発の場合＞
かつては「◇◇の町」として知られていたが、近年、後継者不足等による生産量の低下、「◇◇の
町」としての知名度ダウン、それらによる生産意欲のダウンといった悪循環に陥りつつある。
本事業にて、生産者や地区住民らが参画するWS等の中で、◇◇や◇◇の町としての再評価や魅力再
発見の取組を行いつつ、古くから言われている◇◇の有する△△等の効能を科学的に分析・証明し
（現在、△△大学と共同研究が進んでいるところ、本事業にて当該研究・調査を加速化）、地域一
丸となって◇◇生産を支援。その上で、「◇◇の町」として再び知名度がアップするよう、東京の
○○区（本町の姉妹都市）で毎年恒例の○○等のイベント等において、◇◇製品や町の広報キャン
ペーンを本事業において展開、◇◇の町としての自信・活気を取り戻す。
このように地域合意・協力の元で、◇◇を活用した商品の製造・販売が意欲的に取り組まれるよう
になり、10年後には◇◇の加工商品生産に係る安定雇用の確保や所得向上が実現し、同時に、◇◇
の生産（後継）者不足の問題も改善、新品種も含めた◇◇の作付面積も、現在の減少傾向から増加
傾向へ転じている。

• 10年後のことを説明するため、現状や
課題等の記載も必要な場合は、そのこ
とも記載してください。ただし、「全
体構想まとめ」の表により、概ね理解
出来る内容であれば、一つ一つの説明
は不要です。

• 10年後は、本事業で直接的・間接的に
解決を目指す課題（Ⅱの⑦で「直」や
「間」を選択）が、ある程度、解決・
改善されている姿を目指すのが望まし
いと考えます。

• 10年先ですが、実現不可能な内容・非
現実的な理想型だけの場合は不適当で
す。また、そこに至る道筋・根拠が不
透明なものも不適当です。

• 「地域資源を活用した特産品の製造・
販売により、雇用確保・所得向上が図
られる」といったことは、本事業の目
標そのものですので、これだけでは不
十分です。どのようにそこに向け、自
立的に事業を継続していくか等の具体
的取組や、事業内容以上の発展的な内
容の説明としてください。

＜観光プログラム開発の場合＞
現在は人口減・高齢化の顕著な地区であり、農地・林地保全が域内全体で十分に行われているとは
言い難い状況である。
本町では、アルバイトしながら旅をする学生等の受け入れや二拠点居住の若者の流入を期待し、デ
ジタル環境を整えつつあるが、本事業では、そうした方々に、目的地として選択されるよう、まず
は当地を知ってもらうため、○○の森やそこに通ずる○○集落、○○の棚田の田園風景等、山村な
らではの自然・景観・文化を活かした観光プログラム・体験プログラムを開発し、提供することと
する。
こうした取組により、地区の認知度を高め、より多くの人に訪れてもらい、荒廃農地や森林の保全
への協力者・取組参加者や資金面での支援を獲得。結果、景観整備が進行し、訪れる人がさらに増
える好循環が生まれるなど、10年後には、地域経済が十分に活性化されている。

＜ジビエ活用等の場合＞
本事業では、○○において取り組んでいる駆除した鳥獣を資源として、まずはジビエ商品の特産品
化及び当該商品の生産・販売に取り組む同時に、供給量の安定面からジビエのみに頼るのではなく、
本地区において現在はあまり活用されていない◇◇を活用したスイーツ開発・販売に取り組むこと
としている。
こうした商品開発・販売により、地域経済が活性化すると同時に、本来目的の有害鳥獣駆除が進み、
農林業振興、農地・林地保全がより一層効果的に進むと期待している。
この結果、10年後には、ジビエ、◇◇の他、主要生産物である○○や▽▽などの安定供給が可能と
なり、さらにこれらを活用した新たな商品やサービス開発に着手している。

15

３ 全体構想まとめ ー エ 期待される地区の10年後の姿
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記載例：実施体制図（様式自由）

• 様式は自由です（他の形式の体制図でも構いません。）。
• なお、将来目標とする実施体制図ではなく、本事業の実施体制図をお示し
ください。

• Ⅰの表の赤枠は、体制図の事務局の欄が該当します。
• 同表で主な活動主体として詳細を記載する８団体等（青枠）については、
実施体制図へ必ずご記入ください。

• その他の連携主体等（緑枠）もできるだけご記入ください。

実施体制図（実施主体＝地域協議会）

取組Ｂ：商品開発

【商品開発・人材育成】
○○の会

○川○夫(個人事業者)

【デザイン／広報】
株式会社◇◇◇

【各種調査】
○○組合

【販売促進】
（有）◇◇◇

事務局

代表：○○組合（○村○彦）
事務局：
【事業設計／統括】

○○の会
【会計・経理／資金調達】

○○組合（担当：○○課 ○林○雄）※

【経理監督】
○○町○○課

取組Ａ：体制づくり

【組織づくり】
NPO法人○○

【住民意向調査】
○○地域連合会

○山○子(○大教授)

実施体制図（実施主体＝市町村）

事務局

代表：○○町長
事務局：
【統括／連絡調整】 【会計・経理】
○○部○○課○○係 ○○部○○課◇◇係

○田○美 ◇原◇彦

Ａ

取組Ｂ：
新サービス開発・販売

【サービス開発】
○○の会

○○大学○○研究室

【広報宣伝】
株式会社◇◇

【サービス提供】
○○の合

【HP整備】
(株）○○○○

取組Ａ：
資源利用状況調査

【各種調査】
（株）○○調査

○○大学○○研究室

【生産者合意形成】
○○の会

【人材育成(研修会)】
○○保存会

※経理担当者略歴 注
平成○年○○組合入組。
令和○年、○○課（○○係長）配属。
同年から現在まで経理事務担当。

取組Ｃ：観光

【開発・試行】
観光協会

(株)○○観光

【HP整備】
株式会社◇◇◇

【人材育成・教育】
NPO法人○○

注：上の例のように、市町村は監督程度で、実務
的な経理担当者を別に置く場合、その経理担当
者が適任であると判断できる情報（略歴）をお
示しください。様式は自由です。
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